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 令和４年第12回安平町議会定例会会議録（第１号） 
 

令和４年12月19日（月曜日）午前10時00分開会 

 

１ 招集年月日  令和４年12月19日（月曜日） 
 

２ 招集の場所  安平町議会議場 

   

３ 出席議員（11名） 

 

議席番号 

１番 工 藤 秀 一 ２番 米 川 恵美子 ３番 小笠原 直 治 

４番 鳥 越 真由美 ６番 工 藤 隆 男 ７番 三 浦 恵美子 

８番 箱 崎 英 輔 ９番 内 藤 圭 子 10番 高 山 正 人 

11番 梅 森 敬 仁 12番 多 田 政 拓   

  

４ 欠席議員  ５番 田 村 興 文 

 

５ 地方自治法第121条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者 

 

６ 町長の委任を受けて説明のため会議に出席した者 

 

７ 教育委員会教育長の委任を受けて説明のため会議に出席した者 

 

８ 職務のため出席した議会事務局職員 

 

 

 

 

 

町 長 及 川 秀一郎 教育委員会教育長 種 田 直 章 

代表監査委員 小 川 誠 一   

副 町 長 田 中 一 省 理事・総務課長 木 林 直 樹 

総 務 課 参 事 小板橋 憲 仁 政策推進課長 渡 邊 匡 人 

政策推進課参事 山 口   崇 税務住民課長 下 出 佳 史 

税務住民課参事 熊 谷 泰 裕 産業振興課長 森 池 和 哉 

建 設 課 長 塩 谷 慎 嗣 建 設 課 参 事 伊 藤 富美雄 

健康福祉課長 阿 部 充 幸 健康福祉課参事 池 田 恵 司 

水 道 課 長 蟹 谷 光 宏 水 道 課 参 事 谷 村 英 俊 

総 合 支 所 長 大 窪 好 己 商工観光課長 村 上 純 一 

教 育 次 長 永 桶 憲 義 教育委員会参事 佐々木 英 生 

 事 務 局 長 木 林 一 雄  課 長 補 佐  石 塚 一 哉 
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○ 議 事 日 程 （第１号） 

 

日程番号 議案番号 付  議  案  件 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  議長諸般事項報告 

日程第３  会期の決定 

日程第４ 報 告 第 １ 号 例月出納検査報告について 

日程第５ 報 告 第 ２ 号 令和４年度定期監査の結果報告について 

日程第６ 
報 告 第 ３ 号 令和３年度安平町教育委員会事務事業点検・評価報告書

について 

日程第７  行政報告 

日程第８  一般質問 

日程第９ 

令和４年第８

回安平町議会

定例会認定第

１号 

令和３年度安平町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て（決算審査特別委員会報告） 

日程第10 

令和４年第８

回安平町議会

定例会認定第

２号 

令和３年度安平町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

の認定について（決算審査特別委員会報告） 

日程第11 

令和４年第８

回安平町議会

定例会認定第

３号 

令和３年度安平町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算の認定について（決算審査特別委員会報告） 

日程第12 

令和４年第８

回安平町議会

定例会認定第

４号 

令和３年度安平町介護保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について（決算審査特別委員会報告） 

日程第13 

令和４年第８

回安平町議会

定例会認定第

５号 

令和３年度安平町公共下水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について（決算審査特別委員会報告） 

日程第14 

令和４年第８

回安平町議会

定例会認定第

６号 

令和３年度安平町水道事業会計決算の認定について（決

算審査特別委員会報告） 

日程第15 議 案 第 １ 号 
地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について 
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日程第16 
議 案 第 ２ 号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結につ

いて 

日程第17 議 案 第 ３ 号 安平町ときわキャンプ場の指定管理者の指定について 

日程第18 議 案 第 ４ 号 早来小学校解体工事請負契約の締結について 

日程第19 
議 案 第 ５ 号 令和４年度安平町水道事業会計減債積立金の処分につ

いて 

日程第20 議 案 第 ６ 号 令和４年度安平町一般会計補正予算（第11号）について 

日程第21 議 案 第 ７ 号 
令和４年度安平町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）について 

日程第22 議 案 第 ８ 号 
令和４年度安平町後期高齢者医療事業特別会計補正予

算（第２号）について 

日程第23 議 案 第 ９ 号 
令和４年度安平町介護保険事業特別会計補正予算（第６

号）について 

日程第24 議案第 10 号 
令和４年度安平町公共下水道事業特別会計補正予算（第

４号）について 

日程第25 議案第 11 号 
令和４年度安平町水道事業会計補正予算（第５号）につ

て 

日程第26 意見案第１号 
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める

意見書（案）について 

日程第27 意見案第２号 
国の支援を強め必要な介護を受けられるように制度の

改善を求める意見書（案）について 

日程第28  議員派遣の件について 

日程第29  総務常任委員会の閉会中の継続調査申し出について 

日程第30  経済常任委員会の閉会中の継続調査申し出について 

日程第31  議会運営委員会の閉会中の継続審査申し出について 

 

○ 本日の会議に付した事件 

 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 ～ 日程第８ 一般質問 
  

○ 会議録署名議員 

    議長は、本定例会の会議録署名議員に次の２人を指名した。 
  

 １ 番 工 藤 秀 一 

 10 番 高 山 正 人 
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会 議 の 顛 末 

 

   ◎ 議長あいさつ 

 

〔議長起立〕 

 

○議長（多田政拓君） 皆さんおはようございます。第12回定例会の開会にあた

り一言ご挨拶を申し上げます。９月定例会以降天候も順調に推移しておりま

す。農作業も順調に進んでいるものと推察します。例年になく降雪が少なく

て雪かきに体力を使わないでいたところ、一昨日の大雪でちょっとびっくり

しました。ただ、本日はいきなりマイナス20度を超える低温となりましたの

で、これから先しばれがきつくなるので皆さん方も体調に留意をされていた

だきたいと思います。本日説明員の皆様方、議員各位それぞれ出席していた

だきまして、年末の審議事項を慎重に審議していただきたいと思いますし、

今回は８名の一般質問もありますので、よろしくお願いします。 

尚、新型コロナウイルス感染症防止のために各議員並びに説明員の皆様は

円滑な議事運営にご理解とご協力を賜りますようお願いします。 

会議の前に報告します。５番田村議員より欠席の届け出がありましたので

報告します。 

 

 

 

 

〔開会・開議 午前１０時００分〕 

 

   ◎ 開会・開議宣告、議事日程の報告 

 

○議長（多田政拓君） 只今の出席議員数は11名です。定足数に達しております

ので、只今から令和４年第12回安平町議会定例会を開会致します。これから

本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

 

 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（多田政拓君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第123条の規定によって 

 

１番  工 藤 秀 一 議員 

10番  高 山 正 人 議員  を指名致します。 
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   ◎ 日程第２ 議長諸般事項報告（委員会報告含む） 

 

○議長（多田政拓君） 日程第２、議長諸般事項報告を行います。 

本年９月定例会以降における議長の諸般事項報告は、お手元に配布のとお

りでありますので説明を省略させていただきます。 

   次に各委員長から閉会中に行われた所管事務調査等の報告の申し出があ

りますのでこれを許します。初めに総務常任委員会の所管事務調査報告をお

願いします。 

 

〔工藤隆男総務常任委員長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 工藤隆男議員。 

○総務常任委員長（工藤隆男君） 総務常任委員会、所管事務報告を行います。 

「資料朗読」 

 

令和４年 11 月 30 日 

 

 安平町議会議長 多田 政拓 様 

 

総 務 常 任 委 員  

委員長 工藤 隆男 

 

所 管 事 務 調 査 報 告 書  

 

本委員会は、閉会中所管事務調査のため委員会を開催したので、安平町議会会

議規則第７６条の規定により報告します。 

 

記 

１ 調査目的 所管事務調査 

（1）事  件  子どもにやさしいまちづくりについて 

（2）日  時  令和４年 10 月７日（金）９時 55 分～11 時 05分 

（3）場  所  議員控室 

（4）出席委員  工藤隆男委員長、箱崎副委員長、工藤秀一委員、小笠原委員、 
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         三浦委員、内藤委員 

（5）欠席委員  なし 

（6）委 員 外  多田議長 

（7）傍 聴 者  梅森議員 

（8）事 務 局  木林事務局長、石塚課長補佐 

（9）結果（概要） 子どもにやさしいまちづくりについて情報共有を図り、本

件の進め方について協議し、次回、町担当部局より説明を受け

ることに決定しました。 

 

２ 調査目的 所管事務調査 

（1）事  件   町立早来小中学校の現地調査 

（2）日  時  令和４年 11 月 22 日（火）13 時 20 分～14 時 55分 

（3）場  所  町立早来小中学校 

（4）出席委員  工藤隆男委員長、箱崎副委員長、工藤秀一委員、小笠原委員、 

         三浦委員、内藤委員 

（5）欠席委員  なし 

（6）委 員 外  多田議長 

（7）傍聴議員  米川議員、鳥越議員、梅森議員 

（8）説 明 員  建設課 伊藤参事、澤田主幹、教育委員会 永桶教育次長 

（9）事 務 局  木林事務局長、石塚課長補佐 

（10）結果（概要）（仮称）安平町立早来小学校・中学校建設工事の完了に伴い、

説明員の説明を受けながら校舎内外について調査を行いまし

た。 

以上 

 

 

○総務常任委員長（工藤隆男君） 以上です。 

○議長（多田政拓君） ご苦労様でした。 

次に、経済常任委員会の所管事務調査報告をお願いします。 

 

〔鳥越経済常任副委員長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越副委員長。 

〇経済常任副委員長（鳥越真由美君） はい。所管事務調査を報告します。 

「資料朗読」 
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令和４年 11 月 21 日 

 

 安平町議会議長 多田 政拓 様 

 

経 済 常 任 委 員 会  

副委員長 鳥越 真由美 

 

所 管 事 務 調 査 報 告 書 

 

本委員会は、閉会中所管事務調査のため委員会を開催したので、安平町議会会

議規則第７６条の規定により報告します。 

 

記 

１ 調査目的 所管事務調査 

（1）事  件  早来地区上下水道施設の現状調査 

（2）日  時  令和４年 10 月 19 日（水）９時 52 分～14 時 14分 

（3）場  所  議員控室及び各施設 

（4）出席委員  鳥越副委員長、米川委員、高山委員、梅森委員 

（5）欠席委員  田村委員長 

（6）委 員 外  多田議長 

（7) 傍 聴 者  内藤議員、工藤秀一議員、箱崎議員 

 (8) 説 明 員  水道課 蟹谷課長、谷村参事、近藤課長補佐 

 (9）事 務 局  木林事務局長、石塚課長補佐 

（10）結果（概要） 胆振東部地震で被災した早来地区上下水道施設の現状につ

いて、議員控室にて施設概要の説明を受けた後、現地において

水道課職員及び管理委託業者から復旧事業の概要や現状など

の説明及び質疑応答を行い調査を終了しました。 

         調査の結果、地震の影響により施設内で段差が残っている施

設があるものの、何れの施設においても適切に管理運営がなさ

れていることを確認しました。 

         委員からは、北進浄水場については施設の老朽化が著しいた

め、これを危惧する意見が多数あり水道ビジョンの策定が急が
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れるところであります。 

 

２ 調査目的 所管事務調査 

（1）事  件  追分地区上下水道施設の現状調査 

（2）日  時  令和４年 11 月７日（月）９時 33 分～11 時 26分 

（3）場  所  総合支所及び各施設 

（4）出席委員  鳥越副委員長、米川委員、高山委員、梅森委員 

（5）欠席委員  田村委員長 

（6）委 員 外  多田議長 

 (7) 説 明 員  水道課 蟹谷課長、谷村参事、近藤課長補佐 

 (8）事 務 局  木林事務局長、石塚課長補佐 

（9）結果（概要） 胆振東部地震で被災した追分地区上下水道施設の現状につ

いて、総合支所にて概要説明を受けた後、現地において水道課

職員及び管理委託業者から復旧事業の概要や現状などの説明

及び質疑応答を行い調査を終了しました。 

         調査の結果、何れの施設においても適切に管理運営がなされ

ていることを確認しました。 

         なお、発災時に旭地区で水道が出るのが遅かったのは施設を

整備中だったことが原因であり、施設の更新が大切である旨の

意見がありました。 

 

以上 

 

 

〇経済常任副委員長（鳥越真由美君） 以上です。 

〇議長（多田政拓君） ご苦労様でした。次に議会改革調査特別委員会の調査報

告をお願いします。 

 

〔梅森議会改革調査特別委員長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 梅森委員長。 

〇議会改革調査特別委員長（梅森敬仁君） 11番、梅森です。 

「資料朗読」 
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令和４年 11 月 21 日 

 

 安平町議会議長 多田 政拓 様 

 

議会改革調査特別委員会 

委員 長  梅 森  敬 仁 

 

議会改革調査特別委員会報告書 

 

本委員会は、閉会中議会改革の調査のため委員会を開催したので、安平町議会

会議規則第７６条の規定により報告します。 

 

記 

１ 調査の目的 議会改革の調査 

(１)事  件  ①安平町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 

        ②議会報告会・懇談会について 

(２)日  時  令和４年９月 28日（水）11 時 18 分～ 

(３)場  所  総合庁舎議場 

(４)出席委員  梅森委員長、工藤隆男副委員長、工藤秀一委員、米川委員、小

笠原委員、鳥越委員、三浦委員、箱崎委員、内藤委員、高山委

員 

(５)欠席委員  田村委員 

(６)委 員 外  多田議長 

(７)事 務 局  木林事務局長、石塚課長補佐 

(８)結果（概要）  

（１）安平町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 

・事務局より条例案について説明を受け、原案のとおり決定しました。今後、検

察庁協議、パブリックコメントなどを経て、３月議会へ上程するスケジュールを

確認しました。 

（２）議会報告会・懇談会について 

・議会懇談会の日程及び班編成、懇談概要について協議し、開催前に再度委員会

を開催し詳細を協議することを確認しました。 
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２ 調査の目的 議会改革の調査 

(１) 事  件  議会報告会・懇談会について 

(２)日  時  令和４年 11 月 17 日（木）９時 55 分～ 

(３)場  所  総合庁舎議場 

(４)出席委員  梅森委員長、工藤隆男副委員長、工藤秀一委員、米川委員、鳥

越委員、三浦委員、箱崎委員、内藤委員、高山委員 

(５)欠席委員  田村委員、小笠原委員 

(６)委 員 外  多田議長 

(７)事 務 局  木林事務局長、石塚課長補佐 

(８)結果（概要）  

 議会懇談会の周知状況と周知予定、日程及び班編成、懇談会の進め方や対応な

どについて協議しました。 

 

以上 

 

 

〇議会改革調査特別委員長（梅森敬仁君） 以上です。 

〇議長（多田政拓君） ご苦労様でした。次に議会運営委員会の所掌事務報告に

ついてお願いします。 

 

〔高山議会運営委員長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山委員長。 

〇議会運営委員長（高山正人君） 私の方から議会運営委員会の所管事務調査報

告をします。 

「資料朗読」 

 

令和４年10月24日  

 

 安平町議会議長 多田 政拓  様 

 

議会運営委員会  

委員長 高山 正人  

 

所 掌 事 務 調 査 報 告 書 
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 本委員会は、閉会中所掌事務調査のため委員会を開催したので、安平町議会会議

規則第76条の規定により報告します。 

記 

１  調査目的   所掌事務調査 

 ⑴ 事  件   令和４年第８回安平町議会定例会（議会運営）の反省について 

 ⑵ 日  時   令和４年９月21日（水）15時32分～15時45分 

 ⑶ 場    所    安平町総合庁舎 議員控室 

 ⑷ 出席委員  高山委員長、内藤副委員長、田村委員、工藤隆委員、梅森委員 

 ⑸ 委 員 外    多田議長 

 ⑹ 事 務 局    木林事務局長、石塚課長補佐 

⑺ 結  果  令和４年第８回安平町議会定例会（議事運営）の反省について委

員会を開催し各委員会からは次のとおり意見がありました。 

・予定通りの会期で終了し非常にスムーズな議事運であったが、人数や数値を確認

するだけの質問が本定例会でも見受けられ改善を求める意見があったが、質問は各

議員の判断によるものなので規制はできない。 

・重複する内容の一般質問については、引き続き、議会運営委員会から該当する委

員に重複しないよう依頼をする。 

・今議会の理事者側の答弁において、「前も言いましたけど」という言葉が多く、

皮肉っているように聞こえた。 

以上 

 

 

続きまして、 

 

 

令和４年12月13日  

 

 安平町議会議長 多田 政拓  様 

 

議会運営委員会   

委員長 高山 正人  
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所 掌 事 務 調 査 報 告 書 

 

 本委員会は、閉会中所掌事務調査のため委員会を開催したので、安平町議会会議

規則第76条の規定により報告します。 

記 

１  調査目的   所掌事務調査 

（１）事  件   令和４年第12回安平町議会定例会の議事運営について 

（２）日  時   令和４年12月13日（火）９時51分～10時48分 

（３）場    所    安平町総合庁舎議員控室 

（４）出席委員  高山委員長、内藤副委員長、工藤隆委員、梅森委員 

（５）委 員 外    多田議長 

（６）欠席委員  田村委員 

（６）説 明 員    田中副町長 

（７）事 務 局    木林事務局長 

（８）結  果   令和４年第12回安平町議会定例会の招集に伴い本委員会を開

催し、副町長から今定例会提出案件の概要について説明を受け

た後、議会提出案件及び審議の方法など議会運営のための所要

の協議を行い委員会を終了しました。 

協議の内容については別紙のとおりです。 
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別 紙 

議会運営委員会協議決定（確認）事項 

 

１ 会  期  12 月 19 日(月)から 20 日(火)までの２日間とし、21 日(水)を

予備日とすることに決定しました。 

 

２ 一般質問  ８名の議員から 12 件の通告がありました。（別紙配布のとおり） 

※ 一議員 質問・答弁を合わせて１時間の時間制限があるので、

制限時間目前に質問した結果、答弁の最中に１時間を超えると

いうことがないよう、また、通告内容を逸脱せず、質問・答弁

とも簡潔に行っていただきたい。特に新型コロナウイルス感染

症のリスク軽減のため、各々ができる範囲の中で時間短縮の協

力をお願いします。 

 

３ 定例会提出案件 

（１）町長提出案件について 11件（行政報告除く） 

①行政報告 ２件  東胆振消防指令業務共同運用の基本同意、追分旭地区

町有地の水質検査 

②条例制定改廃 １件 

〇制 定 １件 （地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備に関

する条例の制定） 

③補正予算 ６件  （一般会計、国保、後期高齢、介護、下水道、水道） 

④その他案件 ４件 （定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結、

安平町ときわキャンプ場の指定管理者の指定、早来小

学校解体工事請負契約の締結、令和４年度安平町水道

事業会計減債積立金の処分） 

 

（２）継続審査事件について ６件 

  令和３年度各会計決算の認定（決算審査特別委員会報告） 

 

（３）議会提出案件について ９件 

①報告案件 ３件 （例月出納検査報告、定期監査の結果報告、令和３年度

安平町教育委員会事務事業点検・評価報告） 

②意見案件 ２件 （議員発議によるもの） 

③その他議決を要するもの ４件 (議員派遣の件、各委員会閉会中の継続調

査申し出３件） 
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４ 議事日程について 

本委員会開催までに議員発議による意見書案の提出が２件あるので、これらを

日程に追加するとともに、議会開催日前までに意見書等の提出があれば、議長と

協議のうえその件数を追加した議事日程を開会当日に配布し議事を進めること

に決定しました。 

 

５ 令和３年度各会計決算の認定について 

第８回定例会で決算審査特別委員会に審査を付託した令和３年度各会計決算

の認定については、委員会において審査が終了し、委員長から議長に対して審査

報告書が提出されたので、今定例会において議長が６件を一括議題に付し、委員

長に審議結果の報告を求めた後、質疑・討論を省略し、直ちに会計毎に採決を行

うことに決定しました。 

６ 議案第１号 地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の 

  制定議案の提案説明について 

 今回提案の条例制定議案は、地方公務員の定年を引き上げる地方公務員法の一

部改正に伴い、10件の関係条例の規定を整備するもので、説明資料が40ページ以

上と多くなるため、改正概要をまとめた資料を別途配布し、これにより提案説明

を行いたい旨申出があり、協議の結果、申し出のとおり取り扱うことに決定しま

した。 

 

７ 起立採決における認定の運用について（可否同数の取扱い） 

 起立採決においては可否同数になる場面が想定されるため、当面の間、起立採

決になった場合は、議長が起立採決を宣告する前に、起立しない議員の態度を明

確にする文言を進行の中で追加することに決定しました。詳細は別紙資料を参照

願います。 

 

８ 会期中における新型コロナウイルス感染症対策について 

別紙のとおりこれまで同様基本的な対策を継続することを決定しました。 

 

 

以上 

 

 

〇議会運営委員長（高山正人君） 以上です。 

〇議長（多田政拓君） ご苦労様でした。 

次に各一部事務組合議会の報告について、関係議員より報告願います。

初めに安平・厚真行政事務組合議会の報告をお願いします。 

 



‐ 15 ‐ 

〔米川安平・厚真行政事務組合議会議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 米川議員。 

○安平・厚真行政事務組合議会議員（米川恵美子君） 安平厚真行政事務組合議

会議長米川よりご報告いたします。 

 

   「資料朗読」 

 

令和４年１２月５日  

 

 安平町議会議長 多田 政拓 様 

 

安平・厚真行政事務組合議会議員 米川 恵美子  

同        内藤  圭子  

 

安平・厚真行政事務組合議会報告書 

 

過日開催された安平・厚真行政事務組合議会臨時会に出席したので、次のとお

り議会の概要を報告します。 

 

記 

１ 会 議 名  令和４年第３回安平・厚真行政事務組合議会臨時会 

２ 開 催 日  令和４年11月30日（水）午後２時00分 

３ 開催場所  安平町役場総合庁舎議員控室 

４ 経  過  議長の開会・開議宣告の後、会議録署名議員の指名が行われ引

き続き、本臨時会の会期を１日限りと決定した後、行政報告を受

け、承認案件４件及び議案３件について審議を行いました。 

５ 付議事件及び審議結果 

⑴ 承認第１号 専決処分事項の承認について（北海道市町村総合事務組合規

約の一部変更について）        承認議決 

  ※ 加盟団体の加入に伴い規約の変更が生じたことから専決処分したので報

告するもの。 

⑵ 承認第２号 専決処分事項の承認について（北海道町村議会議員公務災害

補償等組合規約の一部変更について）  承認議決 

  ※ 加盟団体の加入に伴い規約の変更が生じたことから専決処分したので報



‐ 16 ‐ 

告するもの。 

⑶ 承認第３号 専決処分事項の承認について（北海道市町村職員退職手当組

合規約の一部変更について）      承認議決 

  ※ 加盟団体の加入に伴い規約の変更が生じたことから専決処分したので報

告するもの。 

⑷ 承認第４号 専決処分事項の承認について（令和４年度安平・厚真行政事

務組合会計補正予算（第２号）について）  

承認議決 

    ※ 今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 210 万６千円

を追加し、歳入歳出予算の総額を２億 7,024 万４千円とするもの。 

     歳出補正の内容は、組合職員の退職金の支出に伴い市町村職員退職手

当組合負担金が増額となったもので、歳入は安平町の負担金を増額する

もの。 

⑸ 議案第１号 安平・厚真行政事務組合職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例の制定について        原案可決 

   ※ 令和４年度の人事院勧告に基づき安平・厚真行政事務組合職員の給与

に関する条例を改正するもの。 

⑹ 議案第２号 安平・厚真行政事務組合職員の育児休業等に関す条例の一部

を改正する条例の制定について      原案可決 

   ※ 地方公務員法の育児休業等に関する法律の改正に基づき職員の育児

休業の回数制限を緩和するため、条例の一部を改正するもの。 

⑺ 議案第３号 令和４年度安平・厚真行政事務組合会計補正予算（第３号）

について               原案可決 

    ※ 今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７万８千円を

追加し、歳入歳出予算の総額を２億 7,032万２千円とするもの。 

歳出補正の主な内容は、令和４年度人事院勧告に基づく職員手当等の増

額で、歳入は両町の負担金を増額するもの。 

 

 

○安平・厚真行政事務組合議会議員（米川恵美子君） 以上です。 

○議長（多田政拓君） ご苦労様でした。次に胆振東部消防組合議会の報告をお

願いします。 

 

〔工藤秀一胆振東部消防組合議会議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 工藤議員。 
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○胆振東部消防組合議会議員（工藤秀一君）  

   「資料朗読」 

 

令和４年１２月５日 

 

 安平町議会議長 多田 政拓 様 

 

胆振東部消防組合議会議員 工藤 秀一 

同       箱崎 英輔 

 

胆 振 東 部 消 防 組 合 議 会 報 告 書 

 

過日開催された胆振東部消防組合議会臨時会に出席したので、次のとおり 

議会の概要を報告します。 

 

記 

１ 会 議 名  令和４年第２回胆振東部消防組合議会臨時会 

２ 開 催 日  令和４年 11 月 28 日（月）午前 10 時 

３ 開催場所  厚真消防団 分団詰所（１階会議室） 

４ 経  過  議長の開会・開議宣言の後、議事日程の報告に続き会議録署名

議員の指名が行われ、引き続き本臨時会の会期を１日限りと決定

した後、管理者から行政報告と提案理由の説明を受け議事に入り、

議案２件、報告案件１件について審議を行い閉会しました。 

５ 付議事件及び審議結果 

 ⑴ 議案第１号 胆振東部消防組合職員の給与に関する条例の一部改正につい

て 

                              原案可決 

   ※ 令和４年度の人事院勧告に基づき胆振東部消防組合職員の給与に関す

る条例を改正するもの。 

 ⑵ 議案第２号 令和４年度胆振東部消防組合補正予算（第３号）について 

                              原案可決 

    ※ 今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 623 万６千円

を追加し、歳入歳出予算の総額を 11 億 6,689万５千円とするもの。 

歳出補正の主な内容は、令和４年度人事院勧告に基づく給与等の改定に

よる給料及び手当等の増額で、歳入は各町の分担金を増額するもの。 
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⑶ 報告第１号 専決処分の報告について 

                               報 告 済 

※  令和３年６月８日、厚真町の町道で発生した事故について和解し損害賠

償額を決定することについて専決処分したもの。 

 事故の概要は、大型トレーラートラックの燃料タンクの穴から漏れた

軽油が消防活動によって汚損範囲が広がり、町道舗装及び道路排水施設

を汚損したもの。 

以上 

 

 

○胆振東部消防組合議会議員（工藤秀一君） 以上です。 

○議長（多田政拓君） ご苦労様でした。次に胆振東部日高西部衛生組合議会の

報告をお願いします。 

 

〔鳥越胆振東部日高西部衛生組合議会議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

○胆振東部日高西部衛生組合議会議員（鳥越真由美君） はい。 

   「資料朗読」 

 

令和４年12月５日 

 

 安平町議会議長 多田 政拓 様 

 

胆振東部日高西部衛生組合議会議員 鳥越 真由美 

同           三浦 恵美子 

 

胆振東部日高西部衛生組合議会報告書 

 

過日開催された胆振東部日高西部衛生組合議会臨時会に出席したので、次のと

おり議会の概要を報告します。 

 

記 

１ 会 議 名  令和４年第２回胆振東部日高西部衛生組合議会臨時会 

２ 開 催 日  令和４年11月30日（水）午後３時 

３ 開催場所  むかわ町産業会館 



‐ 19 ‐ 

４ 経  過  議長の開会・開議宣告の後、会議録署名議員の指名が行われ次

に、定例会の会期を１日限りと決定し、同意事件１件、議案１件

について審議を行いました。 

５ 付議事件及び審議結果 

⑴  同意第１号 胆振東部日高西部衛生組合監査委員の選任につき同意を 

求める件                                             同意可決 

  ※ 本件は、識見を有する者から選任する監査委員について、議会の同意を

求めるもの。 

      ○監査委員に選任しようとする者 

   （住所）勇払郡むかわ町松風２丁目50番地 

   （氏名）中村 英一 氏（69歳） 

 

⑵  議案第６号 胆振東部日高西部衛生組合職員の給与に関する条例の一部 

を改正する条例案                       原案可決 

  ※ 令和４年の人事院勧告の内容を踏まえ、胆振東部日高西部衛生組合職

員の給与に関する条例を改正するもの。 

 

 

○胆振東部日高西部衛生組合議会議員（鳥越真由美君） 以上です。 

○議長（多田政拓君） ご苦労様でした。以上で諸般事項の報告を終わります。 

 

〔小笠原議員挙手〕 

 

〇３番（小笠原直治君） 議長。ちょっと質問があります。 

〇議長（多田政拓君） はい。小笠原議員。 

〇３番（小笠原直治君） すみません。私は今、高山議運委員長から説明されま

した起立採決における案の絡みなのですが。これは態度保留、棄権の議員は

議長が明確にするために進行の中で言うということになっていますが、これ

は私、安平町の議会基本条例と極めてリンクするところでして、そう簡単に

これらが、議員が態度保留や棄権については極めていかがなものかと。それ

は議会基本条例の中でしっかりと議論を重ね、質疑を重ねながら決めていく

本則の中で我々が条例を作ってきた経緯があるのです。それらを含めてもう

一度議会改革特別委員会の中でしっかりとこの件について議論するよう議

長にお願いします。 

〇議長（多田政拓君） 今、小笠原議員からの質問ですが。議会運営上、過去の

議会においても賛否、棄権を意思表示する方は退席された例がありますの

で、それを踏襲して確認しただけだと私は思っているのですが、どうでしょ

うか。 
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〔小笠原議員挙手〕 

 

〇３番（小笠原直治君） いいですか。 

〇議長（多田政拓君） はい、どうぞ。 

〇３番（小笠原直治君） 私は人事案件についてはなかなか議論のしようがない

から、それは態度保留というものについては、ある面では私は良いとは思い

ませんよ。理事者側から提示したものについて態度保留するというのはいか

がなものかと思っていますけれども。それ以外で、これでいくと全てのもの

が態度保留、棄権というものに必ず聞くという中身について本当に安平町議

会基本条例の中身に書かれているものとどうしていくのかという面もある

ので、そこ辺りもう一回議会改革の中で議論をお願いしたいと思っているの

です。 

〇議長（多田政拓君） 小笠原議員にもう一度確認しますが。議会運営委員会の

中で議論された中では議員のいわゆる採決の仕方というのは議員必携の中

に記載され、例題も記載されていまして、それを踏襲した内容を確認のため

に議会運営委員会の委員長の報告でしていたと理解しているのですが、それ

に何か、いわゆるうちの基本条例外のところの議員が行うべき条例に記載さ

れていることを踏襲していると理解しているのですが。それでは駄目でしょ

うか。 

 

〔小笠原議員挙手〕 

 

〇３番（小笠原直治君） いいですか。 

〇議長（多田政拓君） はい、どうぞ。 

〇３番（小笠原直治君） 私は条例が最終的なものだと思っていますよ。それぞ

れ議員必携含めて色んな形がありますけども、我々議員が条例で議会基本条

例を決めたことが私は議会の中で基本となるべきだと思っているのです。 

〇議長（多田政拓君） はい。 

〇３番（小笠原直治君） だから、私はもう一度しっかりとその点について議論

していただきたいと議長にお願いしているのです。 

〇議長（多田政拓君） 私の方からもう一度説明します。今回の確認については、

普段起立採決した時に同数になった時、賛成した議員の意思表示ははっきり

しているのですが、起立をしなかった人は反対だという意思表示はしていな

いのですよね。あるいは反対だという人と、それから反対でもない賛成でも

ない、棄権したいという人の意思表示が確認できないので、その確認のため

議長の方から着席議員の意思表示を明確にしないといけないことになるの

ですが。それの確認の今回は報告だと思っているのですが、いかがですか。 
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〔小笠原議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） はい、どうぞ。 

〇３番（小笠原直治君） ここで私とやりとりしなくて、もう一回皆さんと。だ

って今日初めて７日に貰った議案書の中で初めて出てきましたね。７日に配

られた議案書を見て。だから、もう一回議長こだわらないで、本当に我々が

作った議会基本条例の議員としての議会のあり方とこの問題リンクするの

かしないのかしっかり議論した方がいいのではないのですか。そのことを言

っているのですよ。 

〇議長（多田政拓君） それでは今、小笠原議員の方から意見がありました。こ

の場合条例の方では同数になった場合は選挙をすることになりますので、投

票することになりますので、そのように取り計らっていってよろしいです

か、皆さんに確認させていただきます。採決で同数になった時の決定の仕方

があるのです。それは投票によるということなのです。それ以外の方法では

今の状態ですと決定ができませんので、今議会においては今小笠原議員から

もう少し議論すべきということですので、そのことでよろしければ今議会に

ついては、それが決定するまで条例どおり投票によって採決をするというこ

とでよろしいですね。よろしいですか。小笠原議員、それでよろしいですね。 

〇３番（小笠原直治君） はい。 

〇議長（多田政拓君） はい。 

 

 

 

   ◎ 日程第３ 会期の決定 

 

〇議長（多田政拓君） 日程第３、会期の決定を議題と致します。 

   お諮り致します。本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員長報告のとお

り本日12月19日から20日までの２日間としたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

〇議長（多田政拓君） 異議なしと認めます。したがって本定例会の会期は12月

19日から20日までの２日間に決定致しました。尚、議会運営委員長の報告の

とおり12月21日を予備日と致します。 
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   ◎ 日程第４ 報告第１号  

 

〇議長（多田政拓君） 日程第４、報告第１号例月出納検査報告については、お

手元に配付のとおりでありますので、以上で報告済みと致します。 

 

 

 

 

   ◎ 日程第５ 報告第２号  

 

〇議長（多田政拓君） 日程第５報告第２号、令和４年度定期監査の結果報告に

ついては、お手元に配布のとおりですので、以上で報告済みとします。 

 

 

 

 

   ◎ 日程第６ 報告第３号  

 

〇議長（多田政拓君） 日程第６報告第３号、令和３年度安平町教育委員会事務

事業点検・評価報告書については、お手元に配布のとおりですので、以上で

報告済みとします。 

 

 

 

 

   ◎ 日程第７ 行政報告  

 

〇議長（多田政拓君） 日程第７、行政報告を行います。町長から発言の申し出

がありますのでこれを許可致します。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 皆さんおはようございます。令和４年第12回安平町議

会定例会にご参集の皆様、大変ご苦労様です。また、傍聴席にお越しの皆様、

そしてあびらチャンネルを通じて議会をご覧いただいています多くの町民

の皆様に改めて感謝申し上げたいと思います。 

さて、本年におきましても新型コロナウイルス感染症の拡大防止のために

様々な取り組みが制限をされてきましたが、安平町最大のイベントでありま
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すあびら夏うまかまつりは１日間の開催ではありましたが実施をさせていた

だき、町内の各種団体を中心とした様々な演奏者、チアダンス、空手の演武

など、そうしたご出演をいただいてイベントを最後に締めくくる花火大会も

盛大に行うことができ、多くの町民の笑顔を見ることができました。また、

安平町の観光施設の拠点である道の駅あびらＤ51ステーションがコロナ禍で

イベント縮小・中止になることもありましたが、５月には200万人の来場を達

成するなど菜の花イベントによる集客また鉄道イベント、むかわ竜の競演な

ど実施の効果もありまして、コロナ禍以前の状態に戻りつつあるところです。

しかしながら、11月に入りまして新たなオミクロン株による感染拡大が北海

道で顕著となりまして、こども園や小中学校での感染の拡がりが続きまして、

安平町内においても学級閉鎖や休園、休校措置がとられるなど、まだまだ油

断を許さない状況にありますが、それでも日々の生活におきましては感染防

止行動の徹底やワクチン接種などによりまして北海道内でもようやく減少傾

向となっているところです。今年も昨年同様に年末年始にかけて職場や各種

団体で行われる忘年会や新年会などは中止または小規模での開催となってお

り耐えなければならない時期が続いている状況となっていますが、町民皆様

とともにこのコロナ禍を乗り越えて参りたいと考えています。 

その一方で今年の５月には株式会社ダイナックス様によるワインの苗木の

植栽が本格的に実施され、2025年のワイナリー開設に向けた明るい話題や10

月には安平町スポーツセンター通称せいこドームですがＪＯＣ認定競技別強

化センターに正式に認定されるなど、これまで整備してきましたアイスアリ

ーナ、トレーニングルームなどの施設整備による環境や立地条件などが総合

的に評価されたものと思っています。 

また北海道胆振東部地震から４年が経過し、この間町民皆様の生活再建を

最優先に復旧復興に全力で取り組んで参りましたが、仮設校舎となっており

ます早来中学校については、令和５年４月に義務教育学校として開校する運

びとなり、それに合わせて早来、安平、遠浅の３つの小学校と早来中学校が

令和５年３月をもって長い歴史に幕を閉じることになっています。先週まで

に３校の閉校記念式典を執り行わせていただいて出席させていただいたとこ

ろです。各学校を支えていただきました保護者の皆様をはじめ、地域の皆様、

教職員の皆様方に改めて感謝を申し上げますとともに、更に教育環境の充実

が図られていくよう引き続き暖かいご支援をいただければと思っています。 

それでは早速でありますが、令和４年第11回安平町臨時議会以降の行政事

項２件についてご報告させていただきたいと思います。 

１件目ですが東胆振消防指令業務共同運用の基本同意についてです。かね

てより検討していた東胆振１市４町による消防指令業務の共同運用について

詳細、業務内容について検討を重ね、関係市町長の合意に至ったことから、

令和４年11月19日合同記者会見で発表したことをご報告致します。合意は苫

小牧市消防本部、白老町消防本部、胆振東部消防組合本部（安平町、厚真町、



‐ 24 ‐ 

むかわ町）の消防指令業務について、苫小牧市が一括して119番通報を受報し、

各消防署へ出動命令を出すことについてのものであり、これにより発信地の

表示システム導入による出動指令と現場到着の迅速化、災害出動の状況一元

管理による応援出動の迅速化、司令台の集約整備による整備費・維持費の削

減化等により住民の安全・安心の更なる確保と事業費負担の軽減が図れるこ

とにより合意に至ったものです。また、この共同運用は定住自立圏の枠組み

の中で取り組むこととし、今月中に１市４町の各議会にて共同運用に関する

承認をいただいた後、定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結を予

定しております。なお、今後のスケジュールですが、令和５年度に基本設計、

令和６年度から令和７年度に実施設計および施工を行い、令和８年度より運

用開始の予定であります。以上、東胆振消防指令業務共同運用の基本同意に

ついてご報告いたします。 

次に２件目、追分旭地区町有地の水質検査についてです。追分旭地区町有

地における溜水の水質検査につきましては、令和２年４月９日の第４回臨時

会において令和２年度から令和４年度までの３年度間カドミウムと鉛を検査

項として年１回実施することを行政報告したところでございますが、11月15

日に今年度の検査を実施し３年間の検査が終了しましたことをご報告いたし

ます。水質検査の結果につきましては、事務報告に記載のとおりですが、い

ずれも基準値以下であり経年による変化もありませんでした。今後の対応に

つきましては、以前も申し上げましたとおり土地の利活用はせず植林などを

行い森に戻していきたいと考えております。以上、追分旭地区町有地の水質

検査についてご報告を致します。 

以上、行政報告について２件ご説明させていただきました。次に本定例会

に私どもの方からご提案をさせていただいています案件についてご説明を申

し上げます。先ほど高山議会運営委員長様からもご報告ございましたとおり、

認定案件が６件、条例案件は条例の制定が１件のみとなっています。更に補

正予算案件が６件、その他の案件としては４件でその内訳は協定の締結が１

件、指定管理者の指定が１件、工事請負契約の締結が１件、減債基金の処分

が１件、これら総計17件についてご提案させていただいているところです。 

最初に認定案件の６件ですが、こちらについては令和３年度安平町一般会

計歳入歳出決算の認定から令和３年度安平町水道事業会計決算の認定までの

６件の決算についての認定です。 

次に条例案件１件ですが、こちらは地方公務員法の一部改正に伴う関係条

例の整備に関する条例の制定についてです。こちらは地方公務員の定年を引

き上げる地方公務員法の一部改正に伴い職員の定年年齢を引き上げるなど関

係条例の整備を行うため、この条例の制定について提案するものです。 

補正予算案件です。こちらについては６件です。令和４年度安平町一般会

計補正予算（第11号）について。歳入歳出それぞれ２億2462万5000円を追加

し、歳入歳出総額107億3712万3000円とするものです。次に令和４年度安平町
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国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）についてです。歳入歳出それ

ぞれ92万2000円を追加して歳入歳出総額９億790万8000円とするものです。次

に令和４年度安平町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）につい

てです。こちらは歳入歳出それぞれ234万7000円を減額し、歳入歳出総額１億

4648万2000円とするものです。次に令和４年度安平町介護保険事業特別会計

補正予算（第６号）についてです。まず保険事業勘定、歳入歳出それぞれ785

万円を追加し歳入歳出総額11億1286万円とするものです。次に介護サービス

事業勘定ですが、歳入歳出それぞれ103万8000円を追加し歳入歳出総額1058

万3000円とするものです。次に令和４年度安平町公共下水道事業特別会計補

正予算（第４号）についてです。こちらは歳入歳出それぞれ35万1000円を減

額し歳入歳出総額８億2162万9000円とするものです。次に令和４年度安平町

水道事業会計補正予算（第５号）についてです。まず、収益的収入及び支出

ですが、収入は５万7000円を減額し３億1073万円とするものです。支出は284

万2000円を増額し３億4293万2000円とするものです。資本的収入及び支出で

すが、収入は272万6000円を増額し8390万1000円とするものです。支出は５万

2000円を増額し１億9223万6000円とするものです。尚、水道事業会計につい

ては公営企業会計法に基づく会計となるため、収入と支出額は合致しません。 

その他の案件４件ですが、１件目ですが定住自立圏形成協定の一部を変更

する協定の締結についてです。先ほど行政報告させていただきましたが、定

住自立圏形成に関する協定の一部を変更する協定を苫小牧市との間において

締結するため安平町議会基本条例第３条第４号の規定により提案するもので

す。２件目です。安平町ときわキャンプ場の指定管理の管理者の指定につい

てです。こちらは安平町ときわキャンプ場の指定管理者を指定するため、安

平町公の施設に関する指定管理者の指定の手続き等に関する条例第７条第１

項の規定により提案するものです。次に３件目です。早来小学校解体工事請

負契約の締結についてです。こちらは早来小学校解体工事請負契約を締結す

るため、地方自治法第96条第１項第５号及び安平町議会の議決に付すべき契

約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定により提案するもの

です。最後の４件目ですが、令和４年度安平町水道事業会計減債積立金の処

分についてです。令和４年度安平町水道事業会計予算について公営企業会計

法施行令第24条第２項の規定により提案するものです。 

これら提案事項の具体的な内容等については、それぞれ上程されました段

階で副町長または担当課長、担当参事等から詳しくご説明申し上げます。以

上、私どもの方から提案しました案件を説明させていただきましたので、ご

審議の上ご決定賜りますようよろしくお願いします。また、事務的な事項に

関することについては、別添事務報告書を配布させていただいているのでご

参照願います。補足説明することは特にありません。以上で説明を終わらせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いします。 
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〇議長（多田政拓君） ご苦労様です。町長の行政報告が終わりましたが、行政

報告に対して質疑があれば１議員１回に限り内容確認程度の質疑を認めま

す。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（多田政拓君） なければこれで行政報告を終わります。 

 

 

 

 

   ◎ 日程第８ 一般質問 

 

〇議長（多田政拓君） 日程第８、一般質問を行います。確認のために申し上げ

ます。一般質問は１議員質問と答弁を合わせて１時間以内の時間制限があり

ます。また、議会運営委員長から報告のとおり通告内容を逸脱せず簡潔に行

うようお願いします。また、新型コロナウイルスの感染リスクを抑える意味

で議員各々できる範囲の中で時間短縮のご協力をお願いします。理事者側の

答弁もそのようにお願いします。尚、議場の前後に残時間を掲示しています

ので、時間内に質問及び答弁を終えるよう重ねてお願いします。 

それでは通告順に発言を許します。２番米川恵美子議員の一般質問を許し

ます。 

 

【通告№１ ２番 米川 恵美子】 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員どうぞ。 

〇２番（米川恵美子君） ２番米川です。フレイル予防のための対策をお伺いし

ます。フレイル予防をして社会保障費の抑制を図らなければ目の前に迫る団

塊の世代の福祉の対応が困難になることを危惧しています。フレイル予防は

運動、栄養、人とふれあうという３点の対策が重要と考えています。ここで

具体的に実行可能な対策についてお伺いします。 

まず、高齢者向けのスポーツを指導すること、体験の機会を作ることの考

えはあるか伺います。これは以前追分小学校の体育館を利用して新スポーツ

の体験指導が行われていました。これは気軽に楽しく、体力的にも技術的に

もそう難しくない運動ばかりでした。最近は社協においても遊びの要素があ

るような色んな運動になる遊びと運動を兼ねるような道具を用意して貸出し

をしています。そのような道具を利用するとか体験をするとか、そういった
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メニューが色々と用意されていることの方がそれを選んで参加する人が増え

るのではないかなと思いますので、ここでこの質問になっています。いかが

ですか。 

 

〔阿部健康福祉課長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（阿部充幸君） まず質問用紙の冒頭部分について、担当課の認

識を初めにお伝えしたいと思います。団塊世代が 75 歳以上となる 2025 年ま

でに地域包括ケアシステム構築の推進を図っていますが、今後も少子高齢者

の影響と医療費等の増大が見込まれるなか、国保、後期、介護保険事業の安

定的かつ円滑な運営に努め、人生 100年時代の到来を見据えながら全世代型

対応の持続可能な社会保障制度の確立を目指す必要があると考えています。

そしてその具体策としてのフレイル予防についてですが、フレイルは加齢に

より体力や気力が弱まっている状態であり、身体的、精神的、社会的問題な

どが含まれ、議員ご指摘のとおり運動や食事、社会参加などはフレイル予防

対策に重要であると考えています。 

高齢者向けのスポーツ指導についてですが、国はフレイル対策として市町

村が医療レセプト、介護レセプト、健診情報を活用し市町村に必要な支援を

行えるよう国保データベースシステムを整備しました。安平町ではそのシス

テムを活用し高齢者一人一人の健康状態に応じたきめ細やかな支援を医療専

門職や介護専門職が協力連携し、高齢者の保険事業と介護予防事業を一体的

に実施する予定です。この取り組みは高齢者が住み慣れた地域で可能な限り

自立した生活と社会参加ができるよう目指すもので、今後は運動、口腔、栄

養、認知症予防を包括的に支援していくことになりますが、地域の中で住民

自らがフレイルサポーターとなりプログラムの進行や測定を行うなど事業の

担い手となることも重要なことであると考えていますので、社会参加や社会

的役割も意識した事業展開について今後検討しているところです。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） ありがとうございました。国の方針も町の取り組みも

私が考えている認識と一致していますし、今特にコロナの関係で高齢者の心

身の衰弱は目に余るものがありますので、今ご報告受けましたとおりフレイ

ルサポーターの制度を作ってしっかりと高齢者支援をしていきたいと思っ

ています。 

そこでスポーツという具体的なものについて。また、社協で用意されてい

る道具を活用した事業だとか、そういった具体的な対策についてはどうなの
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でしょうか。 

 

〔阿部健康福祉課長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（阿部充幸君） 現在、地域包括支援センターの方で検討してい

るフレイル対策としては歩行能力や筋力、身体運動機能、日常生活動作の改

善に向けた運動療法として関節を動かす運動や歩行訓練などを行い、筋肉量

の増加およびＱＯＬの生活の質の向上を目指すことを目的としていますの

で、スポーツよりも負荷の少し低い運動が中心的になっていくのではないか

と考えています。社協の方でも色んな用具がありますので、そういったもの

は活用できるものは活用してやっていきたいと考えています。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） 色んな足腰しゃんしゃん教室だとか、それからぬくも

りの湯での交流の場だとか企画されているのはわかっていますが、なかなか

それらに参加しづらい人がいますので。当然参加しづらい人の方が問題を抱

えていることが多いものですから、どのようにお誘いをして担当の方で考え

ているような効果が上がるような対策をしていくのか。そのようなことを考

えているのか。高齢者向けのスポーツと言いましてもスポーツとなったらあ

る程度元気な人のイメージがあろうかと思いますけれども、先ほど言ったよ

うにＱＯＬの可動域を良くするとか、そういった対策を含めたことまで考え

ているのであれば、比較的健康な人への対策ともう少し健康状態が低下して

いる人との組み分けた考え方というか対策を考えているのかどうか。その辺

も伺います。 

 

〔阿部健康福祉課長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（阿部充幸君） 先ほど最初の方に申しましたとおり、今考えて

いるのが高齢者の保健事業と介護予防事業を一体的に実施することを今あ

らゆる資源を通して集中的にやろうと考えています。これは介護レセプト、

医療レセプト、健診情報といったものをデータ分析して、そこから健康状態

不明者をまず抽出します。その中で糖尿病ですとか生活習慣病の疑いのある

方に健診を受けていただいて更には病院につなげていくといったところを

考えていますので、どうしてもそちらの方に集中して一人一人の健康状態に

合わせたものが今のところは中心になると考えて、健康福祉課としてはそう
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いうことを考えています。以上です。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長。 

〇町長（及川秀一郎君） 基本的な町の考え方は阿部課長が答弁したとおりです

が、米川議員がおっしゃっておられたお年寄りが自宅から屋外に出ていくき

っかけづくりだったり、誘いやすいように軽スポーツ、社会福祉協議会で

様々な用具や道具もありますので、そういったところを町も社会福祉協議会

と連携をしながら老人クラブであったり各種団体の集まりの中で活用させ

ていただいて、そして先ほど申し上げたような関節の可動域を拡げるとか、

そういったところに少しずつ近づけていけるように、まずはそういった会に

出席していただけるようなことは意識をしながら進めていきたいと考えて

います。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） はい、では次に進みます。ウォーキングを推奨して持

続可能にする奨励制度を作ってはどうかってことですけど。これはもうかな

り前ですが、私が札幌在住の時ですが、健康づくりリーダー養成研修という

ものに参加しまして修了証をいただいています。また、旧追分町時代にはひ

まわりウォーキングラリープラチナ賞というのを主人がいただいています。

これはかっこいいトロフィーではないけれども何かそんなようなものでし

たけども。以上、こういう記念品みたいなものを出さなくても取り組みとし

てできることがあるのではないかなと思います。昔というか介護保険制度が

できたころには 80と 20の数字が大変注目されていて 80歳で 20本の歯があ

ることが健康寿命の延伸につながると言っていましたが、最近は 80歳で 20

分のウォーキングをしてくださいという意味での 80－20という数字が注目

されています。そういったことを考えたら、それぞれが取り組むことと取り

組みやすいように誰かが先頭に立って見本を見せるとか、指導と言ったらお

こがましいですけれども、アドバイスをするとかを含めて持続可能な奨励制

度はどうかなと提案方々お伺いします。 

 

〔阿部健康福祉課長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（阿部充幸君） ウォーキングの奨励制度についてということで

すが、加齢による筋力低下からくる歩行速度の低下や活動量の低下は、身体
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的フレイルの基準要素です。ウォーキングの実施で筋肉や骨を刺激し、腰痛

やひざ痛、転倒の予防をすることができます。また、外出の機会を用い自然

の中で季節にふれながら行えるウォーキングは閉じこもりや鬱の予防にも

なると考えています。現在地域包括支援センターでは一般介護予防教室であ

る足腰しゃんしゃん教室や健康教育、健康相談として各老人クラブや各自治

会、町内会の集会時にフレイル予防のための健康講話や健康への意識を高め

るための各種測定業務を行っています。また、地域リハビリテーション活動

支援事業で作業療法士、理学療法士、言語聴覚士を派遣して各地域において

身体可動域の拡大等のリハビリやオーラルフレイルの予防教室等を実施し

ています。今後は筋力や身体機能の低下予防に資する事業として、高齢者の

保健事業と介護予防事業の一体的実施を予定していますので、ウォーキング

についても今後の検討課題とさせていただきたいと考えています。以上で

す。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） 色んな取り組みはわかりましたが、その中で個人個人

が役場の担当の方から色んな指導だとかしていただくのではなくて、自らが

ウォーキングするという気持ちになるような、また、そのウォーキングする

人の励みになるような制度が作られないかと思うのですけど。例えば私もか

なり昔ですが札幌市において健康づくりリーダー養成研修に参加しまして

修了証をいただきましたが、その時にウォーキングの仕方、正しい姿勢だと

か歩き方だとか、そんなことも含めて健康にはウォーキングが、歩くことが

一番お金も掛からなくて手軽で、それでいて持続可能ではないかなというこ

とで、もう二十数年前から修了証を発行して地域において指導的立場になっ

てほしいという取り組みがされていましたが。今ここでもそういったような

役場で指導するのではなくて、民間の人たちが自分たちの中で仲間に何かそ

ういうことを促すというか、そういう取り組みができたらいいのではないか

と思うのですがいかがですか。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 今米川議員がおっしゃっていただいたことは、非常に

重要なことだと思っています。これまでも追分地区を中心に体力づくり推進

委員会の方で５月に歩こう会を地域単位で主催していただいたり、町内会に

よっては安平山に登ろうという取り組みも行っていただいたり。それを通し

て日常生活において歩くということを実践してもらうことを行ってきまし
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た。また、あびらチャンネルでも以前紹介していましたノルディックウォー

キング。ポールを使いながら負担を少しでも軽減しながらそういった取り組

みをこれまでもやってきました。今後の検討としては、ある自治体において

は万歩計のような計数を記録して、それがある一定程度溜まった時に何かポ

イントを付与することをやっている自治体もありますが、何かそのそれぞれ

のやりがいであったり、表彰制度は走る方に対しては町の表彰式の中でもや

っていますが、ウォーキングはそこまでいっていませんが何か表彰であった

り何か認めて、そして多くの方に広げていけるような工夫が大事ではないか

なと思っていますので、これまでの取り組み更に今後新たな取り組みを含め

て、これも総合計画の後期計画でこれから新たなまちづくりを進めていかな

ければならないと思っていますので、貴重なご意見と思って取り組みさせて

いただければと思います。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） まさに追分時代のひまわりウォーキングラリープラチ

ナ賞をいただいた時は歩行数を申告して、それの合計で賞をいただいたとい

うことになっています。だからやはり励みになるような何かを作っていただ

く。またその中で町民に対してリードをしながらウォーキングの正しい歩き

方、消費燃料の体力的にどれぐらいの消費をするかとかを考えたようなウォ

ーキングの仕方などを指導する場になるような、そういう指導を一部の人だ

けでもいいですからやっていただきたいと思います。何度も言うようです

が、札幌市の場合は健康づくりリーダー養成でしたからね。だからそういう

形で誰か先頭に立っていただく人を要請するのもいいのではないかなと思

います。 

それからノルディック用品のストックですが、前に追分の総合支所にあり

ましたが今どうなっているのでしょうか。それ総合支所の人に聞きましたら

健康福祉課の方に持って行ったと言っていますが、それも貸出することも宣

伝した方がいいのではないかと思います。最近自らが用意してストックを持

ってウォーキングしている人を何人かお見掛けしていますので、その辺のと

ころもせっかくあるノルディックウォーキングのストックですから、活用す

るようなことを考えていただきたいと思います。これについてお返事はいい

です。 

次に進みます。歩行者の安全のために歩道整備を急ぐ必要があると思いま

すが、どのように考えているのか伺います。以前地震の後の歩道の亀裂に足

を取られて怪我をしたということがありましたが、この時に歩道の管理責任

は町にはないということを知りました。しかし、最近は買い物カートを引い

て買い物をしたりシルバーカーを押してお散歩する方もよく見かけていま
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す。だから歩道はしっかりと整備していただかなくてはならないと考えてい

ます。以前も何人かの議員からこのことについての道路の整備についてのご

意見があったかと思いますけれどもね。ここで改めてお伺いします。 

 

〔塩谷建設課長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 建設課長。 

○建設課長（塩谷慎嗣君） 近年歩道の老朽化が進み、歩道と雨水桝との段差や

舗装のクラックなど歩行に支障をきたしている所が増えつつあります。そこ

で令和５年度から予算を確保し、少しずつではありますが歩道の修繕を行っ

ていきたいと考えているところです。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） 来年度から事業が進むと伺いまして安心しました。ぜ

ひよろしくお願いします。では、安全を確保できる歩道は公園に休憩のため

のベンチを設置してはどうかと提案します。これは以前追分地域にベンチが

所々置いてあったけどいつの間にか無くなっています。しょっちゅう私は出

歩くのですが、早来でもそうですし追分でもそうですがシルバーカーを押し

て散歩する人は腰かけられる大きなシルバーカーを持っている人なら休憩

ということもあるのでしょうけど、そうではないシルバーカーを押している

人はシルバーカーに掴まって立ち止まって休憩している人も見かけますし、

橋の欄干に掴まって休憩している人もいます。また、一番危ないと思ったの

は歩道と車道との境目に歩道の方が高くなっているのですが、その歩道の縁

石に腰かけて車道に足を下ろして座っている人を見かけたことがありまし

て、やっぱりそれは休憩しているとのことでした。何か所々ベンチが置いて

いますよみたいな、もしも置くことができるとしたら置いてある場所も皆さ

んに周知できるようにしていただきたいと思うのですがいかがですか。 

 

〔池田健康福祉課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課参事。 

〇健康福祉課参事（池田恵司君） 町内のベンチの関係ですが、町では平成 19

年に生活習慣病の予防また健康増進のためとしましてウォーキングをしな

がら町内の見どころを巡ることができる散策コース、深呼吸スポットを設定

しまして、そのルート上の一部に早来地区においては４台、追分地区には５

台のベンチを設置していました。この深呼吸スポットのベンチについては、

平成 19 年の設置から約 15 年が既に経過していますが、この間に破損等で危
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険な状態となったものについては、その都度撤去して参りました。今後の設

置についての考え方ですが、只今申しました深呼吸スポット、この散策ルー

ト上に再度ベンチを設置する予定は、これまでの管理面の問題も大きかった

状況がありますので今のところ予定はない状況です。以上です。 

 

〔塩谷建設課長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 建設課長。 

〇建設課長（塩谷慎嗣君） 道路、公園の関係について建設課より答弁をさせて

いただきます。歩道脇にベンチを置くことが道路の維持管理上どうなのかと

いうことですが、基本的には道路敷地内にベンチを置くことは道路の維持管

理上好ましくありません。特に国道や道道の場合は道路占用の許可が下りな

いものと理解しています。健康のためにウォーキングをされている方がどの

ようなルートを通るのかは人によって違うものと思いますし、体力の差によ

って休憩する場所も違っていたり、歩く距離も違っていたり個人差があると

思います。ウォーキングを目的として休憩施設の適正な設置位置の判断は難

しいと思われますので、道路管理者としては設置する予定はありません。次

に公園に関してですが、近い将来に各公園の再整備を検討していきたいと考

えていますので、その際はベンチや四阿なども計画していきたいと思ってい

ます。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） 道路脇と言っても道路上であれば当然ベンチは置けな

いことぐらいわかっていますけども。道路脇という部分があるのであればそ

こに置けるのではないかなと。例えば追分でしたら青葉の跨線橋を下りてす

ぐの所に町の方から行けば跨線橋に入る手前ですが花壇がありまして、そこ

にベンチが置いてありまして、何回かそこに座って休憩したりとか誰かと話

をしている姿を見たことがあるので、こういうのも有効なのかなと思ってい

たものですからこの質問になっています。 

では次に進みます。栄養面の指導が大切と思いますが対策についての考え

があるかどうか伺います。高齢者は１人か２人世帯ですので食材一つ買いま

しても１回で食べきれないで２回も３回も同じ食材で調理するということで

栄養の偏り、栄養の不足など特にあっさりしたものを多く好むということが

ありまして、たんぱく質の不足など心配するところがあるのですが。先日私

が所属しています老人クラブで料理についての講演をいただきまして皆さん

大変興味をもってお伺いしていまして、それで料理教室みたいなものもして

いただけないかなということで、担当の地域包括支援センターの方にお話し
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ましたら来年度の事業に組み入れてもらうことになったのですが。そんなこ

とも考えまして自分たちのクラブ員だけでなくて全町的に何か取り組みをし

た方がいいのではないかなと考えていますので、それでこの質問になってい

ます。以前しゃんしゃん教室に通うよりももうちょっと健康状態が低下して

いる人にとってピンピン教室という料理教室があってね。大変楽しんでいっ

ていたのが無くなって、すごく残念だというお話は伺っています。それで何

か対策は考えているのかどうか伺います。 

 

〔阿部健康福祉課長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（阿部充幸君） フレイル予防にかかる栄養面の指導ということ

ですが、加齢や疾病に伴い筋肉量が減少することで筋力や身体能力が低下し

運動の機能が減少傾向となります。その結果、食欲不振となり食事量が減少

し、低栄養となることが懸念されています。低栄養とはエネルギーやたんぱ

く質等の摂取エネルギーと消費エネルギーのつり合いが取れていない状態

であり、本来は体を作るために使われるたんぱく質ですがエネルギー不足を

補うために筋肉を分解して利用することとなり、筋肉量の減少が更に加速す

ることとなります。これまでも健診の結果報告会や保健推進会、老人クラブ、

あびらチャンネルの栄養士番組等で低栄養とならないための健康教室等を

行っていますが、更に今後予定している高齢者の保健事業と介護予防事業の

一体的実施において、保健師や栄養士、歯科衛生士、言語聴覚士などが専門

性を発揮して栄養面や運動面、認知症の予防に資する事業展開ができるよう

職員の体制整備についても準備を進めているところです。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） 色んなことでこれから対策を考えて準備していくこと

ですので期待しています。 

それで次ですが、後期高齢者健診などについて受診の相談やその後の生活

指導について、どのように対応しているのか伺います。 

 

〔池田健康福祉課参事挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 健康福祉課参事。 

〇健康福祉課参事（池田恵司君） 後期高齢者健診に伴う相談また生活指導につ

いての対応についてご答弁します。簡単に流れを説明させていただきます。

後期高齢者健診これを受けていただいた後、結果の方を通知します。その際
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要精密検査の対象となる項目ですとか過去の健診では指摘がなかった数値

の良くない項目が今回の健診によって新たに出てきた方に対して結果報告

会へ参加していただくようご案内を差し上げております。結果報告会にいら

していただいた方に対しては、その報告会の場で対面でその後の病院の受診

ですとか生活指導などについて保健師等がお話、相談をさせていただいてい

ます。また、ご都合が悪いなどで結果報告会に来られなかった方に対しては

後日お電話等で相談ですとか生活指導等を行っている状況です。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） 今ご報告していただいた内容については健診の結果に

ついて説明を伺って、この先の自分の食事や運動などの参考などになるとい

うことで好評を得ていると思いますので、もう少しその相談会に出席しやす

いような、良い取り組みですので出席しやすいような何か考えていただきた

いと思います。例えば来てくださいと言ってもなかなか行きづらい、歩いて

行くのに行きづらいということもありますのでね。だからそういったことも

含めて何かもう少しきめ細やかな対策が取れないのかと思いますけどいか

がですか。 

 

〔池田健康福祉課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課参事。 

〇健康福祉課参事（池田恵司君） 議員のおっしゃるとおり、なかなかこのよう

な事業をやってはいますが参加する方が今回ここ数年はコロナもあります

のでなかなか来られない方もいらっしゃるということで、町としてはなるべ

く多くの方に参加していただきたいと思っていますので、毎回参加しやすい

方法とか今後についてもどのような方法を取ればより多くの方に参加して

いただけるのか等を今後の検討課題とこれまでも検討していますが継続し

て検討して通えるようにしていけたらなと思っています。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） しっかりその辺のところの対応をお願いします。指導

してくださる方の言葉遣いだとか態度がとても好感を持っていらっしゃる

高齢者からの話も伺っていますので、そういったことも含めて今後もう少し

参加者が多くなるように考えて対策をとっていただきたいと思います。 

次の質問に移ります。認知症予防のための指導や対策についての考えを伺
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います。前に私は認知症予防になるかと思いまして脳活というか頭の体操教

室を開いて 15 年になります。その開きはじめの２、３年ぐらい後に隣町で町

の方でそういった取り組みをしているというので内容をお伺いしに行ったこ

とがあったのですが、そこの町では町の事業として認知症予防教室をしてい

ましたね。そしてそこに計算式などを置いてありまして曜日と時間を決めて

自由にそこに参加して脳活になるような資料を自分で手に取って、そこで自

分で勉強したりした後に安いお金でお昼ご飯を食べると、お昼を提供してい

ただきましてお昼を食べて帰るという脳活だけでなくてコミュニケーション

の場にもなっていましたからね。それはすごくいい方法だなと考えていまし

たけれども、私自身も 15 年もやっていましてもなかなか一緒に物を食べたり

するような支援はできていないものですから、資料を用意するのとちょっと

したお茶とお茶菓子を用意するぐらいで。公的機関から補助金をいただいて

事業を運営していますが。ですからボランティア団体が運営するのではなく

て、町の方として何かすることがあるのではないかなと考えまして、この認

知症予防のための対策について伺います。 

 

〔阿部健康福祉課長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（阿部充幸君） 認知症予防のための指導や対策についてですが、

安平町では令和元年度に国が策定した認知症施策大綱推進に基づいて介護

保険事業計画の認知症施策を策定しており、その内容は認知症になっても地

域で安心して暮らせる共生と認知症の発症や進行を遅らせる予防を車の両

輪として位置づけています。認知症は誰もがなり得るものであり家族や身近

な人が認知症になることなどを含め多くの人に身近なものとして定義し、地

域包括支援センターの認知症支援地域支援推進員を中心に認知症サポータ

ー養成講座の開催や認知症サポーターの会が主催する認知症カフェなどを

実施し社会の認知症感の転換を進めています。また、予防については認知症

ケアパスを導入し早期発見、早期対応、重症化予防について標準的な流れを

示し対応にあたっているところですが、運動不足の改善、糖尿病や高血圧な

ど生活習慣病の予防、社会参加による社会的孤立の解消や役割の保持などが

認知症発症の進行を遅らせる可能性があることを考えていますので、こちら

についても高齢者の保健事業と介護予防事業の一体的実施において生活習

慣病や認知症の予防に効果的な戸別の保健指導や集団指導を認知症カフェ

や介護予防教室、各サロン活動等について実施する予定です。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 
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〇２番（米川恵美子君） 認知症サポーターの会でオレンジカフェをしているの

はよくわかっています。私も認知症サポーターの会の顧問として名を連ねて

おりまして追分地域においてオレンジカフェを開催したいと思っています

がなかなか会は作られないですね。認知症サポーターの講習を受けた人が誰

なのか個人情報の関係でわかりませんので。だから一緒にやってくださる方

を探せないでいるものですから、それで私も追分地域ではやっていません。

他の地域のことも調べましたら早来でしているだけなのではないかなと思

っています。各町内会においてサロン活動をやっていますので、その中で認

知症サポーターの会のオレンジカフェのような仕組みづくりの方が認知症

の予防の対策にはなるのではないかなと思います。大体サロン活動は月に１

回ぐらいしていますので、もう１回はオレンジカフェのような予算を別にし

てオレンジカフェのような形で取り組みをできやすくしてもらえたらいい

のではないかなと考えています。そうしますと参加する機会がサロンと地域

におけるサロンと、それからこのオレンジカフェと月２回ぐらいは出る機会

があってもいいのではないかなと思っていますので。もう少し具体的に認知

症予防のための対策を考えて、それに参加しやすいような対策を考えていた

だきたいと思いますけど。何か具体的なことは考えていませんか。 

 

〔阿部健康福祉課長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（阿部充幸君） 認知症予防に関する様々な活動については各サ

ロン活動とか自治会、町内会の会合がありますので、その中で進めるところ

は進めていこうと考えていますが、去年３月に認知症サポーターの会がやっ

と設立できまして、認知症カフェもオレンジカフェもやっと軌道に乗って毎

月やっていっている状況ですので、健康福祉課としてはそこを重点的にサポ

ートして今度の安平町の認知症カフェを広げていきたいと思っています。追

分地区についてもまもなく準備を進めているところですので、そこを中心的

にやっていこうと考えています。以上です。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長。 

〇町長（及川秀一郎君） 認知症にやさしいまちづくりの集いというものは米川

議員も出席されていましたけれども、11 月 29日に追分公民館の方で開かれ

ました。これは安平町も共催させていただいたり、社会福祉協議会も後援を

していただいたのですが、安平町の共に歩む会、介護者を支える会、今話に

出ていました認知症のサポーターの会、こういった会が一堂に会して北海道

の認知症の人を支える家族会の事務局長の西村さんに来ていただいてお話
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を聞いて勉強会も先月行ったわけです。様々な活動を共通する認知症にやさ

しいまちづくりのために活動されている団体がそれぞれありますので、町も

社会福祉協議会もそういったところと連携しながら先ほどご提案いただい

たようなまちづくりをこれから充実させていきたいなと考えているところ

です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） 追分地域の中で認知症サポーターの会のオレンジカフ

ェを開催しますという会長の方には私の方から来年の４月から開催したい

とお話はしてありますが。先ほど申し上げたように町の方で何か隣町でやっ

ているような教室というか指導体制はとれないのかどうか。ボランティア団

体がやるというのは皆さんの税金から補助金をいただいて運営しています

が、それも十分ではないので色んな意味で工夫しながら参加しやすいように

していますのでね。町の方で隣町がやっているようにお昼ご飯を提供すると

か、そのようなことがあったら参加する人も多いのではないかなと思うので

すけどね。そこまでは考えていないのかどうか伺います。 

 

〔阿部健康福祉課長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 先ほどから何度も申し上げているところで申し訳ないの

ですが、高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業の実施において。ここが

一応令和６年度から進めていこうということで準備しているのですが、まだ

具体的なところが何も今お答えできるものがなくて。ただ、この中で認知症

予防についてどういったことができるのか。やっぱり認知症というのは生活

習慣病とものすごく関連性があって、そこをどういった形でやっていけるの

か。健康状態不明者を今 250名ぐらい抽出かけてやっているのですが、その

中でそういった方がかなりリスクがある方だと思いますので、そういった方

を先に中心的にやっていく形になるのではないかなというところで考えて

います。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） 私も全町的な地域サロンあんとして町長に視察に来て

いただきましたが大変好評で毎回 20 名以上参加しています。その機会の中

で認知症予防のようなことができるようなことをと思って考えたのですが、

今コロナ禍であまり外出の機会がなくて人との話をする機会も少ないとい
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うことで大体私が考えているような認知症予防教室、塗り絵だとか計算問題

とか、そういったことは今の段階ではあまりしたがらないと言ったらあれだ

けど、することに賛成をする人は少ないようですので。６年からですか何か

対策事業を考えているというのですから、その辺のところに期待したいと思

います。 

時間が無いので次に移ります。多数のボランティア団体によるふれあいの

場づくりの活動を広報の面で支援をしていただけないかどうか伺います。例

えば広報紙に活動日を記載すると他の地域の活動に参加するなどの交流が生

まれて広域的な活性化につながるのではないかと考えています。先ほど言い

ました「あん」にも安平地域の方、それから早来地域の方もたまには来てい

ただけることがあります。それは広報紙に載せていただいているものですか

ら来ていただけているものだと理解していますが。そんなことを考えてこの

質問になっています。 

 

〔池田健康福祉課参事挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 健康福祉課参事。 

〇健康福祉課参事（池田恵司君） ボランティア団体によりますふれあいの場づ

くり等の広報ということでして、これについては現在ボランティアセンター

を所管しています社会福祉協議会におきましてボランティア団体ですとか

老人クラブ、また社協が主催の福祉活動また事業について毎月発行していま

すあびら社協だよりにおいてその活動の内容また事業の実施報告などの広

報を実施していただいています。限られた紙面の中で全てを掲載することは

できない部分もありますが、先ほど議員の方からお話があった例えば今後の

予定の掲載についても今後社協の方に内容をお話して伝えておきたいと思

います。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） 今後の予定ですね。それについて広報していただける

のはそれが一番いいかと思いますけど、社協だよりはふた月に１回ですの

で、その辺のところ文章だとか載せていただく団体の代表に相談していただ

きたいと思っています。その上で社協の広報に、社協だよりに載せていただ

くことはありがたいと思っていますのでよろしくお願いします。 

次にフレイル予防として町が実施を考えていることがあれば伺います。 

 

〔阿部健康福祉課長挙手〕 
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〇議長（多田政拓君） 健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（阿部充幸君） これまで答弁させていただいた以外のフレイル

予防の対策としては今後の高齢者の保健事業と介護予防事業の一体的実施

において進めていくことになるのですが、社会福祉協議会の委託事業である

生活支援コーディネーターの活動として高齢者向けの運動や転倒予防の機

会であるふまねっと等の支援をしています。また、通いの場の活性化だけで

はなくボランティアとしての社会参加や役割保持として、ボランティアライ

ンの取り組みによる雑巾の作成ボランティアなどを実施していますので、こ

ちらの活動についてもフレイル予防の対策として町としても協力連携を深

めて参りたいと考えています。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） 大変有名なふまねっとというのは効果的だと伺ってい

まして。私も講習を受けまして資格を持っているのですが、その資格を持続

していくのに毎年 3000円のお金がかかるのですよね。そんなことで資格を

継続して利用させてもらえるような状況には今私はなっていません。これだ

けでなくて色んなところで色んなカフェだとかサロン活動をしていますの

でね。もしできましたら補助金の値上げだとか、今物価が上がっていまして

お茶とかお茶菓子についても参加人数が増えれば増えるほど運営費に苦労

しているものですから。そういう大変お金の話で申し訳ないのですが決まっ

た補助金の金額の値上げみたいなものを考えていただけないのか、前に私池

田参事に相談したことがあったのですが、いかがなものでしょうか。私の立

場で、私はケーキ作るのが趣味ですので、そういうものを持参してもいいの

ですけど私の立場でそんなことをするととんでもないことになりますので、

それもできないですので何かもう少し運営がしやすいようにしていただけ

ないかと伺います。 

 

〔阿部健康福祉課長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課長。 

〇健康福祉課長（阿部充幸君） まず最初にふまねっとの資格ですが、健康福祉

課の方でボランティア資格取得の補助制度がありますので、そちらを使って

いただくことになるのですが、更新の時のボランティア資格となるとそこが

対応できるかどうかもありますので、そこは今後の検討課題とさせていただ

きたいと思います。あと各サロン活動の補助金等ですが、そちらについては

地域支え合い事業の方で補助金があるのですが年に１回３万円だったり５

万円を支出するということではやっているのですが同じ事業であるとそれ
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以上出せませんので、ちょっと思考を変えて勉強会とか、そういった形にし

ていただけるとまた更に別枠で補助が出ますので、そういったことも相談し

ていただければ対応していきたいと考えています。以上です。 

 

〔米川議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 米川議員。 

〇２番（米川恵美子君） 思考を変えてというけど勉強会はしたくないのですね。

集まってくる方は自由におしゃべりをしてただただ楽しむために集まって

くる、私はそういう場づくりをしています。認知症予防教室の頭の体操教室

ではそうではありません。ちゃんと教材、塗り絵だとか計算問題だとか用意

していますけどね。だけどサロンの場合は、ただただ楽しいことをするため

に集まってくるという会にしていますので。今後何かありましたら、この先

考えていただくことがありましたらぜひお願いしたいと思います。思考をこ

らしてというけど勉強をするということにはなりませんのでね。だから、そ

の辺もう一度検討をお願いしたいと思います。 

最後ですがフレイル状況にある高齢者が基礎疾患がある人が多いためコロ

ナ感染の診断は急がれます。発熱外来にて受診をしづらい人のために抗原検

査キットで判定をするということが速やかに次の対応を決められるためには

有効ではないかなと考えています。この高齢者だったら熱が出たからインフ

ルエンザなのかコロナなのか自分ではわかりづらいけれども、それで病院に

行こうと思ってももしコロナであることが心配されると発熱外来では病院に

は入れてもらえませんので、行くにしても一人では行かれませんから。かと

いって熱があったらハイヤーにも乗せていただけませんので。そういったこ

とを考えたら検査キットで一応調べて、それからインフルエンザで、コロナ

ではないということがわかればハイヤーでも病院に行くことができますの

で、それで検査キットの購入の補助金制度を作っていただけたらいいのでは

ないかなと思います。私も先日故郷に行く用事がありまして行った時に検査

キットを買って用意して行ったのですが、１セット 1900円なのですよね。高

いと思いますので、それで事前検査のための補助金制度はできないのかどう

か伺います。 

 

〔池田健康福祉課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課参事。 

〇健康福祉課参事（池田恵司君） 抗原検査キットの購入費助成ということです。

議員のご質問にもありましたとおり高齢の方は基礎疾患がある人が多いこ

とから検査が急がれるのはおっしゃられるとおりだと思っていますが、それ

以上に発症して重篤な状態にならないよう、これはコロナに限ったことでは
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ないと思っています。早急に病院を受診することが重要であると思っていま

す。このことから 65 歳以上の方とか基礎疾患のある方については、感染が

疑われるような症状があった場合においてご自身で判断せず早急に病院、発

熱外来を受診していただきたいと思っています。また、９月末より感染者の

届出対象が 65 歳以上の方や重症化リスクがある方に限定されましたが、同

時に設置されました陽性者登録センターという機関において、症状が軽い方

とか 65 歳未満の方について、ご自身で検査を希望される場合については、

このキットを無料で配布をしているということですので、これを申し込んで

いただいてご自身で検査を行う方法も選べるようになっています。これらの

ことからご質問がありました町の方で購入費の助成を行うところの考えは

今のところ予定をしていません。尚、陽性者登録センターの連絡先について

は北海道のホームページの他、安平町のホームページまたあびらチャンネル

のデータ放送、また広報スマイル 10 月号の方にも内容を掲載していますの

で、ご確認いただければと思います。以上です。 

〇２番（米川恵美子君） ありがとうございました。 

 

〇議長（多田政拓君） ありがとうございます。以上で米川恵美子議員の一般質

問を終わります。 

 

 

〇議長（多田政拓君） ここで午後１時まで休憩します。 

 

 

休憩 午前 11 時 56 分 

 

 

再開 午後 １時 00 分 

 

 

〇議長（多田政拓君） 休憩を解いて会議を開きます。７番三浦恵美子議員の一

般質問を許します。 

 

 

【通告№２ ７番 三浦 恵美子】 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 三浦です。よろしくお願いします。 
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まず１件目の通告、安平町の義務教育について。一つ目、就学援助金につ

いて伺います。要保護及び準要保護に該当する世帯は何世帯か伺います。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 要保護世帯が１世帯で準要保護世帯が 36 世帯とな

っています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） では次、要保護及び準要保護に該当しない２人世帯で

年間所得 150 万円以下の世帯、３人世帯以上で 200万円以下の世帯をそれぞ

れ伺います。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長 

〇教育次長（永桶憲義君） こちらに対しては申請のあった所得帯にはご質問の

あった所得階層の世帯は全て該当していますので、ありませんという表現に

なります。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） では次です、要保護及び準要保護に該当しないが経済

的に困窮している世帯への拡充についての担当課の考えを伺います。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 要保護、準要保護の制度で運用している判断基準も

困窮の度合いを確認することの難しさはあり、単に基準を拡充して最終的に

その困窮という意味合いで全体を補助していく考えには至らないと思って

います。多子世帯や所得が少ない世帯など状況には色々あると思いますが、

本制度は所得税や福祉施策の拡大策と考えていただけると教育委員会の対

策としては理解していただける範囲ではないかと思っています。 
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〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） こちらなのですが就学援助の運用基準を確認させてい

ただきまして準用額の測定方法及び所得額の算定方法の項目に所得額が準

用額の 1.3 倍未満、これ生活保護基準なのですが、のものを認定該当者とす

るとなっています。但し、生活が著しく困窮していると判断される者はこの

限りではないとあります。こちら具体的にどのように運用されているのか、

その事例があったかどうか。個人の状況によっては判断が難しいとの今のご

答弁でしたが、そのような運用がされているのかどうか事例があるかという

ことを伺います。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 実際に私が経験した範囲では無いかと思います。当

然その困窮の範囲で特殊事情というか、なった場合には多分こちら教育委員

会サイドから入ってきたとしても福祉サイドとの連携を組んだうえでそう

いった方々の対応をすると思われますので、一番困窮度が高ければ当然生活

保護といった道にご相談をさせていただく形になると思うのですが、現時点

ではこの運用基準の範囲内ではそういった事例は私は対応したことがあり

ません。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 対応が無かったということは、今後具体的に少しはこ

ういうのに該当すれば考慮するとか福祉と連携して拾うとか、そういう制度

を見直していくような考え方があるかどうか伺います。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 先ほども説明させていただいたとおり教育委員会で

行っている制度はそれら福祉施策の部分の拡大策の担いを持っていますの

で、多分この難しい判断のところと言っても実際には例えば所得証明とかの

分析をした上での対応になると思うのですが、ただこの事由に当然所得とい

う部分は前年度所得に対してという部分がありますから、例えば事業者が事

業を崩壊したとかそういったパターンがあるやもしれませんが、そこが特殊
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的な事情等で対応せざるを得ないことになるかと思うのですが、そういった

場合にはその他福祉サイドなり、税の担当と連携を取った上でその場に応じ

た対応にしかならないのかなと思います。ただ基準としては一応こういった

制度を基づいていますので、前年度所得に対しての基準でなければなかなか

私たち教育委員会の中では判断ができない内容となっています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 例えば国保会計だと百条減免とかで前年度の所得より

急に失業などということでそういう考え方の準用でやってもらえるという

認識でよろしいですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

○教育次長（永桶憲義君） 実際にはそういったケースの方については、ほぼこ

の制度で拾い上げることができていると思いますので、それ以上にという部

分であればそのケースに応じた内容になるかと思います。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） ありがとうございます。その辺色々踏まえてもう一つ

伺いたいことがあるのですが。例えば就学援助の中に制服の購入費もあると

思います。来年度から義務教育学校がスタートすると思うのですが、こちら

制服の購入の助成だけでも拡大することはできないかなと考えたものです

から伺いたいのですが。例えばですが今年度中学校１年生に上がったお子さ

んがいて来年度早来義務教育学校に進むとなったら今度２年生になると、義

務教育学校では２年生という言い方はしないと思うのですが、また更に改め

て学校の制服を買わなければいけないということが、そういうお子さんもい

らっしゃるのかなと思ったのですが。例えばこちら経済的に新調を２回しな

ければいけないということになると経済的に負担が大きいのではないかと

考えました。必ず制服を買わなくてもいいということであれば話は別なので

すが、買わなければいけないということであれば就学援助金を貰えない世帯

でギリギリの生活をされている方とかも大変ではないかなということで、こ

ちらの助成についてはどのような考え方があるか伺います。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 
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〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

○教育次長（永桶憲義君） 来年度開校する義務教育学校においては、今の制服

の関係については例えば８年生、９年生については既存の制服のままで可能

ということの経過措置という形で進めて参ります。その中で例えば体格が大

きくなったとかそういう方で制服を変える場合には新しい制服を買う方も

いらっしゃるかと思うのですが、更にせっかくだからという方もいらっしゃ

るので、議員さんがお話されたように連鎖的にそういった方向に買いたい方

も増えるかと思うのですけども。ただこの件については運用上先ほど説明し

たとおり、経過措置の中で既存の中で進んでいくという考え方で進めたいと

思っています。尚、本年度から追分中学校も色々な課題の中で制服を変えて

いますが、やはり追分中学校でもそういった対応の方法で運用していますの

で、同様な考え方でいきたいと思っています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君） ありがとうございます。では強制的に買うこともない

という経過措置ということで安心しました。ありがとうございます。今後

色々経済状況も変わってきているので、こちらの制度見直しなど考えていた

だけたらいいなと思いますのでよろしくお願いします。 

次に移らせていただきたいと思うのですが、学校給食費についてというこ

とに進ませていただきたいと思います。今年度安平町は賄い食材費の方を９

月で補正しています。214 万 7000 円を５％増で補正していて、また 12 月定

例議会でも８％まで予定で 112 万 1000 円を増額する予定となっています。こ

ちら保護者の負担軽減措置ということで大変喜ばれていると思うのですが、

今年度は物価高騰に対して地方創生臨時交付金で負担軽減を行っています

が、こちら来年度以降の見通しをどのように担当課で考えているか伺います。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

○教育次長（永桶憲義君） ご質問とやや違う観点から給食の実情を説明させて

いただくと、本年度に入って給食センター運営委員会において来年度に向け

ての給食費の改正に向けて協議が始まっています。本年度な急激の高騰に対

しては負担軽減策は国の予算を活用させていただきましたが、それは本年度

の高騰分に関しての分です。よって、これまでは何とかやりくりを行って平

成 26 年度以降は改正していないので対応の厳しさはご理解を願いたいと思

っています。結論としては給食の質を落とさずに同額の給食費で運営するこ
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とには限界があるので献立の基準となる給食費は改正して対応したいと保

護者等の構成する給食センター運営委員会でも理解を得ているものです。よ

って給食費の改正は行う方向で進めたいと考えていますが、現在のコロナ対

策の影響また世界情勢の変動が読み切れない状況ですので、本年と同様の国

の予算を活用させていただくことも視野に入れ、上昇分は当面町が手当する

対応を考えています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 来年度以降もそのように考えて上昇分は対応していき

たいということなのですが、運営委員会の方でも色々話が出ていると思うの

ですが、こちら今後その対応しきれなくなった場合、値上げするとなった時

にちょっと払えなくなってくる方も出てくるのではないかなと思っている

のですよね。今でも給食費は児童手当で１回の支給分の半分ぐらいを払って

対応しているご家庭もいらっしゃると伺っていますし、値上げをしていない

現在でも未納が重なっている状況であることは担当課の方でも押さえてい

るかと思うのですが。あと就学援助を貰えない対象外のラインの方も大変な

のではないかということで、今後交付金も無くなって対応しきれなくなった

時はやっぱり値上げしかないとなるのか、その先を考えるのかという今後の

方向性について伺います。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 基本的にはこの給食費に関しては見合う部分を徴収

していきたいという考え方が私たちの考えとしております。現在未納者の傾

向ですが、例えばこの要保護、準要保護に引っ掛かっていなくて滞納をなさ

っている方もいらっしゃいますが、これは先ほどの所得等だけで確かに図れ

ない部分はありますが、そういった家庭も実際においてはしっかりした所得

などの数字は出ている家庭ですので、他の方がそのぐらいのレベルでお払い

していただいている中からすると、この辺の部分はなかなか困窮の度合いを

図り切れない部分がありますが、以前からお話しているようにこの給食費に

対しては負担分はいただければなという考え方でいます。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 例えばですが給食費の徴収率って議事録私も委員会の
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確認をさせていただいたりしたのですが 99.17％が収納されていて、でも未

納になっている世帯って上下水道とか住宅料も未納になっているケースも

多くて、そこら辺から事情を拾って話をしていって基準だけで測れるもので

はないということを押さえていらっしゃると思いますので、そこら辺水道料

とか滞納になるってすごく困窮していると判断が客観的に考えてもされる

ので、そこら辺はしっかりと対応というか測れないので柔軟にしていただけ

るか確認したいのですがいかがですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 先ほどからの質問を遡りますと、例えばお子さんの

多い家庭だとかそういった部分に関しては、国でも扶養手当なり税の減免な

りという形で給食に限らずこの子育てに対する補助の部分に関してはそう

いった形で間接的に行われていることが考えられます。ですから例えば今お

話にあったような児童手当からっていうのは基本的に児童手当イコール給

食費の支払いという部分ではないのですが、こういった部分では教育費に対

して全体的に無償化という考え方の補完をするような制度も充実している

ことを考えれば、こういった世帯の方々にも色々事情はあるとは思います

が、少なからずとも子育てにかかる経費に対しては何とか理解を得て納めて

いただければなというのがこちらの考え方にはなっています。ただ、何度も

言うように本当に困窮の部分に対してというのは福祉の関係の部署ともき

ちんと対応はしていっていますが、今のところはそういった家庭には当ては

まらないのが実情という部分は現実的なところかなと思っていますのでご

理解いただきたいと思います。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 問題は現状では物価が高騰している状況で、例えば生

活保護の基準は年々下がっていったりしていて、それが上がっていることは

ないので、それの 1.3 倍という基準で準要保護と要保護が決まるということ

であれば、そこに引っ掛からない人たちで本当に困っている人たちはぜひ拾

っていただいて柔軟に対応していただけたらという、福祉対応もしていると

のことなのですが、そこら辺のことをまず強く要望したいのですがいかがで

すか。しつこいのですけど。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 
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○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 本当にこれは難しい問題なのです。この所得でとい

うことを考えると例えば所得が 200万出ましたと言っても収入が 300万ぐら

いしかない方で 200万のパターンもありますし、1000 万を超えていても 200

万の方も実際この準要保護の家庭にはいらっしゃいます。ですから、そうい

ったことも踏まえてこういう制度が成り立っていることを考えると、お子さ

んにかけていただける経費はその分きちんと負担をしていただく考え方に

たどり着きたいのですが、ただ議員がおっしゃられるような本当の困窮世帯

の分析は福祉との連携も含めて行いますので、そういう部分の中では今のと

ころ該当となってくるような世帯には当たらないという認識でいていただ

ければなと思ってます。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君） ぜひそこは取りこぼしのないように拾っていただいて

困らないようにしていただけたらと思います。なかなか難しいというお話な

のですが、次に進んでいきたいと思うのですが。ここは何回か取り上げさせ

てもらったことで給食費の完全無償化に対する考えを改めて伺おうと思い

ます。今答弁いただいたとおりご負担いただきたい、ご理解いただきたいと

いうことで答弁があったので難しいかなと思うのですけど確認させてくだ

さい。以前、町長も完全無償化は考えていないと答弁をいただいていたので

すが、改めてその理由はどういうことなのか確認させていただきたいと思い

ます。平成 30 年６月定例議会と 12 月定例議会で私一般質問で取り上げさせ

ていただいた時に、答弁では義務教育無償化の観点では一切考えられないけ

れども移住定住施策や子育て支援策としては検討しているという答弁を４

年前にいただいていました。このことも踏まえて今どのように考えて今後新

しい学校もできましたけれども、方向性としてどのように考えているか伺い

ます。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 今議員がお話されたように以前の 30 年６月、12 月

議会で同様の質問をいただいていますが、以前ご回答している内容に変わり

なく今回一部補助の考えは説明させていただきましたが、基本は保護者には

応分の負担をいただき給食の提供を行っていきたいと思っています。また、

一部の自治体で行っている無償化の要件として挙げられる子育て支援策、定

住化策の目的でも優先施策として取り組む判断には至っていませんので、こ
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ちらもご理解いただきたいと思っています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） まず４年前とは経済状況が大きく変わっていることが

一つ踏まえて話を進めていきたいと思っているのですが。こちら完全無償化

は実現しなくても部分的な軽減の検討はできないのかなと。生活保護費も下

がって基準も下がっているとか色々物価も高いとか様々雇用も不安定にな

っている状況も踏まえて、このままでは少子化が進んでしまう状況だと思い

ますので。部分的には軽減って例えば一定の割合や一定額の軽減などとか、

あとは特定食材分、主食だけは補助しますとか牛乳だけはお金を補助します

とか。牛乳も多分１回に 50 円とかかかるそうなので、あとは多子軽減とか。

２人目は何割軽減とか３人目は何割軽減とかそういう考え方も色々あると

思います。今調べましたら全国の小中学校では 256の自治体が無償化を実現

していまして北海道でも 37 自治体が実現しています。日高町や白糠町近く

ではそういう所も実現していて、先駆けてこういう施策を行っているのは人

口が少ない町村でそういう対策として進めていて。優先施策ではないとおっ

しゃいますけど、やっぱり少子高齢化が進む中では大事ではないかなと思っ

ていて、４年越しですが８年越しになっても実現していただければと思って

いて、少子化が進んでいるので今こそ思い切って一歩でも二歩でも切り込ん

でいってはどうかなということでこの質問に至っていますので、そこら辺の

考え方を伺います。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） ４年前との比較というようなご質問ですが、基本的な

考え方は先ほど永桶次長が答弁しましたとおり、給食費についてはそれぞれ

の基準があってお支払いができる所得がある方についてお願いしたいとい

うのが基本的な考え方です。ただ、今コロナ禍、物価高もあって今年度はコ

ロナの臨時交付金を活用しながら歳出が増えた分は町の方で歳出ベースを

補う形で支援をすると。それを給食センター運営委員会の中では給食費を例

えば行政が補助をした場合、２年３年それが続いていくとそこが終了した場

合、一挙に給食費の値上げをしなければならない。そういったことになると

またご家庭のそれぞれの負担感も出てくるということで、上げるのであれ少

しずつでも上げた方がいいのではないかとの議論もあったと承知をしてい

ます。ただ、一方でこの物価高のところが前段答弁させていただいたとおり

世界情勢もあったり円安が影響したり、様々な商品、調味料含めて値上げを



‐ 51 ‐ 

されている。そういった時期にすぐに値上げをしなければならないのかとい

うと、私はそこは当面の間は行政で補っていかざるを得ないのではないかな

という考えを持っていますので、前段の質問の答弁をさせていただきまし

た。３番目に負担軽減策についてご質問があるので、何かそれ以外の部分含

めて踏み込んだやりとりがあれば、またそこを補足させていただければと思

います。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君） 物価高に対して地方創生臨時交付金活用して対処して

いる。また検討している自治体が全国で 1491自治体あるのですが、今後の

見通しが立たないから困ったとなっているのですが。そこで各自治体の態度

も出てきていて青森市とかではこの交付金なくなった後でも無償化は続け

ると、ここは大事だと。そこは給食費無償化で子どもたちに対して手当をし

ていく、保護者に対して手当していくことで進めているということも色んな

自治体のやり方や考え方もあるので、そこも見ていただいて、考えていただ

いているとは思うのですが、ぜひとも施策に盛り込んでいっていただけたら

何年後になるかわからないですがやっていただけたらと思います。この物価

高もコロナもいつまで続くかわかりませんし、給食費もっと払えなくなった

人が増えてきたとかそういう状況も見ながら、もしそういう方向があれば考

えていただきたい。90％以上ほぼ 100％に近い状況で収納しているというこ

とは、親御さんたちは子どもさんたちのことを大切に考えて、そこにお金を

しっかりかけると考えているけれども難しい家庭もあるということだと思

いますので。子どもたち今のままでいくと増えていくことも考えにくいので

減っていくと思うので、ここはいっそすっきりとじゃあやりますとやったら

すごいいいかなって、個人的なあれなのですが、進めてもらえるといいなと

考えています。最後の質問ですが、小学校、中学校の保護者の方たちに対す

る負担軽減策全体的にどのように考えていらっしゃるか伺います。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長 

〇教育次長（永桶憲義君） 義務教育を受ける個人の負担は本町においても無償

となっており、本件で質問のあったような給食費や児童生徒が個々で用意す

る学用品などへの負担までは及んでいないものの、先ほどのご質問のあった

要保護、準要保護の制度においては教育関連の負担軽減は行っています。し

かし、それ以上については先ほどの説明のとおり教育委員会の制度はご質問

の困窮や負担軽減策としては他の制度の補完にはなっていると考え、これ以
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上教育委員会として踏み込める領域ではないとは思っています。ちなみに当

たり前と思っているような学習に関連する町内のプールやスキー場、ホッケ

ーリンクなどの社会教育施設は幅広い考え方で利用料の免除は行われてお

り、部活動や校外授業への移動車輌の活用や金銭的な支援など目には付きに

くいかもしれませんが、他町ではここまではやっていないような取り組みは

やっています。教育分野においては公平性のある支援策としては充実してき

ているとは思っています。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 若干補足させていただきます。これまで先ほどの質問

までは学校給食費についてのご質問でしたので、そういったやりとりをさせ

ていただきましたが。当然家庭ベースで考えていきますと、そのご家庭の収

入、支出、様々な家庭の事情、要因などによって生活の困り具合は色々とあ

ろうかと思います。その中で町としては教育委員会分野だけではなく学校教

育だけではなく、社会教育の分野でも今説明したようなスキー場の例えばリ

フト代の無償化というところもこの４年間では取り組んできたということ

です。また一方で医療費の無償化での負担軽減も高校生まで拡大をさせてい

ただいていますので、当然色んな観点からご家庭の負担軽減のところはこれ

までもやってきましたが、ことさら給食費だけということにターゲットをあ

てておりませんが全体の中で子育てしやすい環境をこれからも続けていき

たいと思っていますし、当然給食費もその中の多くの様々な項目の一つであ

りますので、そういったところの負担軽減の中では先ほど申し上げた支出ベ

ースのところで行政の方で例えばコロナ臨時交付金が来年度いただけなく

てもそこは町が負担していく考えでいいのではないかという現時点での考

え方は持っています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 先程来紹介されていました給食センター運営委員会で

出された意見は、町としてどのように受け止めているのかなということを確

認させていただきたいのですよね。町として住民参画をどのように捉えてい

るか。検討会を行われていると思うのですけど、その実施された内容はどの

ようなものだったか。運営委員会の議事録を見させていただいたのですが、

その要望として給食費無償化、完全無償化あるいは部分的な軽減、給食費の

値上げはしないでほしいとか、品数は減らさないでほしいこれ以上とか、地

元産の食材を増やしてほしいなど様々なご意見が出されているのですが、ど
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の部分のご意見を捉えてどのように町として進めているか、考え方を最後に

伺います。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 今お話された部分の意見は確かにそういったような

意見もありますが、実際今回色々やりとりをした上では当然例えば品数を減

らす中ではデザートを減らすとか、今非常に消費が減っています牛乳自体を

要らないのではないかとかという本当に極端なご意見もあるかと思います。

ただ、私たちの町の給食としては、この給食からも学べる食育とよく言われ

る点も行いながらきちんとした栄養バランスを整えて提供するところの考

え方は変えたくありませんので基本的にはそういったご意見の中で削減の

要素とできるような部分を考えることを持ってはいますけれども、今のとこ

ろは全体的にそういうご意見をいただいた中でも例えばこの給食費の改定

が今回平成 26 年から今まで変わってきていません。ただその間では例えば

牛乳だけは定期的に値上がりしているとか、そういった事情もあるので例え

ばいっぺんに上げるという考え方をとるのではなく、徐々に対応していくだ

とか、負担の受け止め方もいっぺんではなく徐々にという考え方で進めてい

ただきたいという意見もありますので、それら全体を踏まえて今回一応こち

らから提供する給食費の充実、質を落とさないという観点を継承しながら基

本的な単価は上げさせていただきますが、今回一部補助という形をとるよう

な落としどころというか、方向性で今週開かれます給食センター運営委員会

の方で再度確認していきたいと考えています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君） ぜひその委員の皆さんなどの意見をしっかりと入れて

いただいて、いいところで進めていただけたらと考えています。今後は前向

きに検討していただきたいなと思います。 

次２件目の通告に移らせてもらいたいのですが、新型コロナウイルス感染

症感染者に対する支援についてということで発熱などの症状が発生した時の

相談体制についてこちら伺います。 

 

〔池田健康福祉課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課参事。 

〇健康福祉課参事（池田恵司君） 発症した時の相談体制ということですが、厚
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生労働省や北海道の感染症対策にもありますとおり、まず第１にはご自身の

かかりつけ医にご相談をいただくこととなっています。また、かかりつけ医

がいない方については北海道が設置しています北海道新型コロナウイルス

感染症健康相談センターが 24 時間フリーダイヤルの相談窓口を開設してい

ますので、そちらにご相談をいただくこととなっています。この内容ですと

か連絡先については北海道のホームページの他、安平町のホームページまた

あびらチャンネルのデータ放送、広報スマイル 10 月号にも掲載しましたの

で、そちらでご確認をいただけます。尚、もちろんどこに聞いたらいいかわ

からないという方や連絡先がわからないといった方などは役場にご相談い

ただいても対応はしております。以上です。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 役場に確認できるのは昼間だけになってしまうかと思

うのですが。夜中とかは道のコロナウイルス感染症健康センター、こちらも

住んでいる地域によって番号が別々だったりするので、そこら辺の周知もあ

びらチャンネルや広報などで行っているかの確認が１点と。 

あと先ほどの他の議員さんの一般質問でも出ましたが、無料で検査キット

が届くその制度。私も頼んだところ申し込んだ次の日にはこちらは速やかに

無料の検査キットが届きましたが、こちら自分で検査するのはなかなか高齢

の方とかは難しいのではないかなと思ったのですが、一応こういう制度もあ

るということを周知されていると伺ったのですが、ここら辺わかりやすいよ

うに詳しく周知しているかどうか伺います。 

 

〔池田健康福祉課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課参事 

○健康福祉課参事（池田恵司君） 広報の周知ですが、先ほど答弁したとおり安

平町のホームページ、あびらチャンネルのデータ放送また広報スマイル 10

月号には北海道の方から来たチラシの方を掲載していまして、この内容につ

いては先ほど答弁した健康相談センターの他、陽性者登録センター、無料の

抗原検査キットによる検査の申し込みの連絡先、電話番号等も載っていま

す。また、その後のサポートセンターの方も合わせて載せています。またそ

の他、新聞を取られている方ですと毎日今答弁したような連絡先も新聞の方

にも毎日掲載されていますので、そちらの方でも確認ができるのかなと思っ

ています。以上です。 

 

〔三浦議員挙手〕 
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〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 難しい時は対応してくださっているということで引き

続きお願いしたいと思います。 

次の発熱外来への移送支援についての考え方を伺いたのですが。ちょっと

先ほどの議員さんの質問にも少し出てきたのですが、こちら 29 日の臨時議会

でも話が出ていたと思うのですが、感染症が流行した時、私の時もそうでし

たが発熱外来が大変混んでいて電話もつながりにくい状況でした。保健所に

電話したとした場合は、苫小牧市の発熱外来を紹介されるかと思うのですが。

電話がつながってから最後帰れますよと言われたまでに９時半までに電話を

掛けて４時半までかかったのですよね、夕方の。それだけ混んでいて大変だ

ということですが、高熱がある状況で高齢者の方は大変ではないかなと思う

のですよね。移送サービスもないしタクシーも先ほどの質問にもありました

けれでも乗れない状況だと思います。高齢の方から相談を寄せられて自分が

発熱した時に身内や友人などに送迎は頼めないんだよねって。感染症だった

としたらうつしてしまったら申し訳ないしって。自己検査するにもなかなか

やり方が難しかったりうまくいかなかったりして。私も最初に自分で検査し

た時は陰性だったのですが病院に行ったら陽性になりましたし、そういうこ

ともありますので。この移送サービスがもしできたらすごい難しいと思うの

ですけど、そちらそういう考え方があるかどうか、相談があるかどうか、そ

こら辺の考え方を伺います。 

 

〔池田健康福祉課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課参事。 

〇健康福祉課参事（池田恵司君） 感染の疑いのある方については、なるべく公

共交通機関を使わずに受診していただくという厚生労働省または国の方針

等がありますことから、ご自身で受診いただくかご家族やご親戚または身近

な方などにご協力をいただいて受診していただくというのが現状となって

います。今回の新型コロナウイルスに関する対応、発熱外来への受診等に関

する対応に限らないことではありますが、例えば災害が起こった場合とか、

何か支援が必要な事態が起こった場合等も踏まえて、独居や要支援の方に対

する見守り、困り事などにご支援いただける人とか、体制の構築も普段から

お願いできればと思っています。尚、当然ですが症状が重篤で緊急の場合に

ついては、救急車を呼んで早急に受診をしていただきたいと思っています。

以上です。 

 

〔三浦議員挙手〕 
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○議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 例えば安平町だと発熱外来は渡邉医院さんが１件行っ

ていると思うのですが、知人、友人、身内の方に移送を頼むにしても近い方

がいいという高齢者のご意見もありまして。例えばあびら追分クリニックで

発熱外来を開催してスタートしてもらえないかなと依頼をする考えはある

かどうか。早来地区の人は近いから少しは大丈夫かなという考えもあるかも

しれませんが、追分で例えば車もなくて人に頼むとなると早来までは遠いな

とおっしゃっている方もいらっしゃるので、こちらそういう方向で考えがあ

るかどうか伺います。 

 

〔池田健康福祉課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課参事。 

〇健康福祉課参事（池田恵司君） 安平町の発熱外来の体制ということですが、

渡邉医院の方では従前実施していただいていました。また、今のご質問にあ

りましたあびら追分クリニックの発熱外来については、ちょうど先週水曜

日、木曜日だったと思いますが 12 月 15 日から発熱外来を開始したというこ

とで医院の方から連絡がありました。ただ、一応病院の医院の体制等があり

ますので、基本的には予約のみで平日の夕方 15 時半からの予約を受け付け

るということ。また、お子さんの場合につきましては小児科の先生がいる曜

日において発熱外来を行うことがありますので、今現在は早来地区、追分地

区両地区において発熱外来が開設されている状況になっています。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 若干補足させていただきます。11 月の決算審査特別委

員会だったでしょうか。同様のご意見、ご要望もいただいたところでして、

その際に答弁したのが、ちょうど明日の夜になるのですが医療懇談会を予定

していまして病院、歯科医院の先生方を一堂に会して懇談をする場面の中で

今の発熱外来の関係だったり、この移送支援のことについても色々と懇談さ

せていただいて、そしてご助言だったりアドバイスをいただきたいと答弁さ

せていただいたわけですが。ちょうどそれが明日の夜ですので、そういった

中で細かい部分のやりとりも含めてですが今日いただいたお話も伝えさせ

ていただいて、我々としての考え方、また追分クリニックはその前にスター

トを先週から発熱外来をやっていただいたということですので、その周知方

法だったりＰＲだったりについても明日意見交換をさせていただきたいと

考えていますので、ご承知おきのほどよろしくお願いします。 
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〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 町民の方にわかりやすいようにこちら開設したという

ことでお話を伺ったので安心しました。ぜひよろしくお願いします。 

次の質問なのですが、コロナウイルスに感染したと診断された方への支援

についてで、高齢者の世帯や独居の方、要支援者がいる方への対応は見守り

構築をしていくようにお願いしたいと担当課から先ほど質問がありました

が、具体的にお話を伺えたらというのが一つ。 

あとは軽症者、自宅療養する場合の支援について軽症と判断された場合支

援が薄くなるのかなと思ったので、この部分も入れさせていただきました。

例えば軽症で自宅療養でとなった場合、療養期間が発症日を０日として、７

日間かつ症状が回復から 24 時間経過するまでは、そこまでは最低限自宅にい

るようにとなっていて、療養中の物資、消耗品や食料品などは道の支援物資

を要請されてからすぐ申し込んでも日数がかかるのですよね、こちら。私の

場合ですが、23 日に発症してから 24 日に陽性判定を受けて、私の場合はイ

ンターネットで申し込んだのですが、療養期間 30 日までだったのですが物資

が来たのは 29 日の 10 時だったのですよ。ほとんど終わるよみたいな時に食

べ物が来ましたって誰も助けがなかった場合は本当に。いつも食べ物はいっ

ぱい用意しているとか、私の場合ちり紙とかも困ったのですけど、そういう

のが無い状況に陥らないとは限らないので、道も一生懸命やっているかと思

うのですが手が足りない部分もあるのではないかなと思いましてこの質問に

至ったのですけど。なかなか高齢の方とか要支援の方ってこういう状況に陥

った、例えばの例で言わせていただいたのですが難しいと思うので、そこら

辺を町としても希望者には配布するよとか何かそういう考えがあるかどう

か。たくさん出てきたらキリがないと言われてしまうかもしれませんが、あ

とは道の申し込みをしないと来ないとわからなかったり、あとは陽性判定し

た証拠が必要なのですよね。この申し込んだ時に。陽性ですよあなたは、だ

からこうしてください見たいなのを病院からいただくのですが、それを提出

しなければいけないとか、でもすぐに出せない人は後で郵送してくださいと

かそこそこ手続きもあって高齢の方でわからないとかできないという方もい

らっしゃると思いますので、そういうところの支援なども含めて具体的にど

のように考えているか伺います。 

 

〔池田健康福祉課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課参事。 

〇健康福祉課参事（池田恵司君） 新型コロナウイルスと診断された高齢者、要

支援者、軽症者に対する支援のご質問ですが。まずもって基本的な部分です
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が、感染されたご本人から例えば役場の方に連絡があった場合については別

となりますが、町内でいつ誰が感染したかという個人の名前ですとか情報は

当初から一貫して町の方に連絡が来ないということになっていまして、町と

しては感染者の把握、誰が感染したかは把握ができないことになっていま

す。このため感染した方に対して町の方から何かしらの支援を行っているこ

とは現在無いということになっています。当然ご連絡いただければ、町の方

でも相談とか他の所への取り次ぎなどの対応はしていますが、これについて

は原則体調に関することなどへの健康相談となっていまして、先ほど議員の

方でもおっしゃっていました食品、日用品等のいわゆる自宅療養セット、こ

の受領を希望される方への対応などについては北海道の方が設置していま

す北海道陽性者健康サポートセンターの方が担っています。そちらの方で支

援を行っている状況となっています。町の方の感染対策また厚生労働省や道

の対策でもずっと言われているとおり９月から感染者数報告が一部規制が

緩和されたのに合わせて、軽症の方については病院の方を受診せずご自身で

検査をして陽性判定もできることになったことに合わせて普段から感染し

て自宅療養になってしまうことを想定して日頃から２、３日分の食料とか解

熱剤を備蓄しておきましょうという対策もとられていることから、ご自身が

なった場合のことを想定して日頃からそういったところも備蓄しておくこ

とをお願いできればと思っています。以上です。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 皆さんがそういうふうにできればすごい良いのですけ

どなかなか難しい方もいらしゃいますし、検査は自分でやっても陰性で病院

でやったら陽性ですみたいな。抗原検査で例えば陰性で、私の場合は１回目

自分で抗原検査をやって陰性で、でもおかしいと思って病院に行ったら抗原

も陽性、ＰＣＲで確定検査をするのですけどそれも陽性ということになっ

て。なかなかいつどのタイミングで、ちょっと時間が経ってからのタイミン

グで陽性になることが多いと思うのですが、そういうこともありますし。あ

とは手続きが難しいとかわからないとかいう皆さんもいらっしゃると思う

ので、そういうところはきめ細やかに周知していただけて、これからまた感

染者が増えてくるのではないかと思いますので。物資とか日頃から何日間分

は置いておいた方がいいですよとか、そういうことも多分周知はされている

と思うのですけど、細かいことも周知されているかどうか。あとは今後の状

況を見ながら支援をしなければいけないかなという考え方があるかどうか

伺います。 

 

〔田中副町長挙手〕 
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〇議長（多田政拓君） 副町長どうぞ。 

〇副町長（田中一省君） 只今の質問に答弁しますが、まず根底にあるのが指定

感染症第２類という部分ですので、町がどうのこうのよりも先ほど池田の方

から答弁したとおり、まず北海道。こういう形のセンターの設置、こういう

ところにまず目掛けて行くのが第一だと思います。その根底にはかかりつけ

医の定着が一番ですので、町としての支援ということ、あとは周知の問題が

どうなのかということですが、これらの問題も先ほど池田が申したとおり、

新聞広告並びに 10 月号の笑顔も見ていただいたと。こういう議会の場の中

であびらチャンネルを見ている方々もおりますので、こういう形の部分でこ

う動く並びにこういうところの広報物を見ていただくといったところも口

コミからでもコロナ対策は重要だと思っています。以上です。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 今２類かどうかの話も出ましたが、例えば今議論出て

いると思うのですが２類以上の強い感染症対策とるとなっているのですが、

今度季節性のインフルエンザと同じ５類に変更することも視野に入れてい

るという議論も出ているので、万が一そこに移行した時に状況変わった時は

また違うご判断がいただけるかどうか。あとは周知の方法も、もし町民の人

たちからわからないとかがあったらまた更に再度周知するとか案内を申し

上げるとかの考え方があるか伺います。 

 

〔田中副町長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 副町長どうぞ。 

〇副町長（田中一省君） 答弁します。このコロナウイルスの場合はＳＡＲＳな

のです。ＳＡＲＳＣＯＶＩＤ－19 という形ですので２類なのか５類なのかの

部分については専門医の先生方に判断していただく。また、国の政策におい

て２類から季節性のインフルエンザ第５類になるといっても、このエビデン

スがまだ十分なところではないのも現実的な問題で、医療の逼迫から２類か

ら５類に行った方が良いという部分が報道されてその論議に至っているわ

けですので、町としては確実に２類から５類になった段階でどのような形で

考えていくのが重要であって、今現在この状況下の中で５類になったらとい

う考えは一切今のところ持っていないという形です。ご理解のほどよろしく

お願いします。 

 

〔三浦議員挙手〕 
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○議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） 今の私の質問もこういう議論が出ているけれども専門

家の意見や考え方によって違う方向を出す方たちもいらっしゃるので、本当

に万が一５類になった時はその時の対応とその時の状況を踏まえて対応し

ていただけますよねという確認でした。それは多分今のご答弁で大丈夫だっ

たと思うのですけど、その確認の内容でよろしいですか。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長。 

○町長（及川秀一郎君） ２類５類という話の前に、ここの趣旨は色んな方が困

っている。特にお年寄りだったり色々とコロナだけではなく違う問題、例え

ば病気になった場合だったり、様々なことで不安を持っている方にどうやっ

て対応していくかところだと思いますので、そういったところは広報紙もそ

うですし、あびらチャンネルもそうですし、様々な手段でわかりやすく、探

した時にそこの情報にすぐたどり着けるようにしていきたいのはもちろん

のことであります。また、一人で抱え込まないで常日頃からご相談できる方

であったり身内の方。身内の方がいない場合については先ほど申し上げたと

おり役場の方に相談していただいても構いませんので、いずれにしても一人

で何か問題を抱え込まないでご相談いただいて、そこから対応策につなげて

一緒に困り事を解決していく、そういった考え方で進めていきますので、コ

ロナウイルスは大きな問題ですが、それ以外の困り事も含めて様々なＮＰＯ

も立ち上がってきているわけですから、そういったところにもつなげていっ

たり、それも含めてお年寄りの方が心配を少しでも軽減できるようにこれか

らも情報提供は確実に行っていきたいと考えています。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 三浦議員。 

〇７番（三浦恵美子君） ちょっと周知もしっかりしていただけるということで

今後よろしくお願いします。 

最後なのですが先ほど答弁いただいたかと思うのですが療養中に悪化した

場合の支援について、こちらその時は即座に救急搬送という形で答弁いただ

いたのですが、北海道陽性健康サポートセンターとかもあったり、そういう

所にも重症の場合電話してくださいみたいなことも道のホームページに書か

れていたのですが。こちら例えばですが独居の方で緊急通報システムのボタ

ンを持っていらっしゃる方がいらっしゃると思うのですけど、例えば呼吸も

苦しい、大変でどうしようもできないってボタンを押した場合は、発熱あっ
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てもすぐ対応してもらえるのか確認をさせてください。 

 

〔池田健康福祉課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 健康福祉課参事。 

○健康福祉課参事（池田恵司君） 緊急通報システムの関係ですが、今ご質問あ

ったとおり緊急な場合、緊急通報システムを押していただくと安全センター

が 24 時間対応しておりますので、そちらの方につなぐことになっています。

そちらで緊急と判断した場合については、コロナの患者の方が悪化したとか

ではなく本当に緊急の他の部分もありますので、そこは安全センターの方か

ら直接救急搬送を要請する流れになっていますので、今回のご質問の対応も

同様のものとなります。以上です。 

 

〔三浦議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 三浦議員。 

○７番（三浦恵美子君） 全体的に多分お年寄りの方とか要支援者の方は特にそ

うだと思うのですけど、難しいなとかわからないとか特に今コロナになって

しまったらどうしたらいいのだろう具体的にって。自分がなってしまったら

結構正常な判断ができないとかそういうこともありますので、その時は親切

丁寧に支援していただけたらいいなと思います。自分も罹患してみてわかり

ましたが、お年寄りの方はもっと不安だと思いますので、ぜひ今後ともお力

添えをよろしくお願いしますということで以上で質問を終わらせていただ

きます。ありがとうございました。 

 

〇議長（多田政拓君） 以上で７番三浦恵美子議員の一般質問を終わります。次

に 10 番高山正人議員の一般質問を許します。 

 

 

【通告№３ 10 番 高山 正人】 

 

〔高山議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

〇10番（高山正人君） 10 番高山です。私は今回、町有地や建物の活用につい

てということを議論させていただきたいと思います。それではさっそく始め

させていただきます。 

（１）公営住宅などの解体跡地の活用についてご説明をお願いします。 
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〔伊藤建設課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 建設課参事。 

〇建設課参事（伊藤富美雄君） 公営住宅等解体跡地の利用について、近年解体

した公営住宅は地震の影響により解体した追分緑が丘公営住宅３棟 12 戸、

追分若草町営住宅１棟 16 戸、早来北進単身者住宅１棟 14 戸、また長寿命化

計画により解体した大町東公営住宅１棟３戸、北町公営住宅３棟 11戸とな

っています。解体後の土地利用ですが、追分緑が丘公営住宅跡地については、

法面の保護により敷地の一部を切り下げたため今後の計画はまだない状況

です。追分若草町営住宅及び北町公営住宅の跡地には令和２年度に地域優良

賃貸住宅を建設し災害公営住宅の代わりとし、北町公営住宅残り２棟の跡地

については北町自治会からの要望により会館の駐車場として利用している

ところです。大町東公営住宅跡地については今後開校する早来学園の駐車場

にも利用できるかと思いますが正式には決まっていません。最後に早来北進

単身者住宅跡地ですが、東側にある早来ハイランドにかかる整備も終了した

ことから今度は道路などのライフライン整備を実施し数区画ですが宅地分

譲を予定しているところです。今後の公営住宅等の解体については長寿命化

計画をもとに令和７年度に遠浅公営住宅１棟４戸、追分北公営住宅３棟 11

戸を予定していますが跡地利用については今後の検討事項と捉えています。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 高山議員。 

〇10番（高山正人君） 実に私どもの公営住宅等の解体の戸数の多さ、またそれ

に残った時の跡地の利用についての計画がなかなか進んでいないのかなと

いうふうに感じています。今回ここで示されているように北町の公営住宅解

体を行って駐車場にしてほしいという住民の要望というのはおっしゃられ

ているかと思うのですけど、現時点で北町の自治会の方とお話をさせていた

だく機会がありまして、この時におっしゃっているのは自治会活動が非常に

戸数が減ったことに対して苦慮しているというところを大きくいつも言わ

れて聞いていました。跡地を駐車場にするのも一つかもしれないが、これと

にかく平地で宅地として使えるものであれば再利用の計画的なものを何と

かできないだろうかというお話等も受けたことがありまして。正直確かに一

番いい土地というか平面のところで会館に近く、居住的にも非常に環境がい

いのではないかなという土地ですから、できる限り駐車場ってもうちょっと

離れればまだ場所的にはあるかと思うので、できる限り住民が増えるような

対策等の検討を考えていただけないかと思いますがいかがですか。 

 

〔及川町長挙手〕 
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○議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 胆振東部地震の関係で公営住宅だったり町営住宅が使

えなくなったと。その代わりに優良賃貸住宅をそれぞれ３地区に整備させて

いただいた。その整備する時に既に検討はしていたのですが、そこの入居状

況、地域の状況も踏まえて更に必要であれば当然計画はしなければならない

のですが、跡地にもう１棟ずつ建てられるような土地利用を図って１棟目を

それぞれ建てたのです。ですから追分の若草の町営アパート１棟 16戸、元

ＪＲアパートだった所なのですが、そこには１棟２戸あって、その後ろにも

建てられる用地は確保してありますから。そういったところはまずは震災の

復旧復興が大事ということでそこはまず仮設住宅からの移転。そこがまず入

るところの目標を立てながらこの３年間やってきましたので、今後全体的な

様々な計画も動かしていきますし総合計画も今策定中ですが、そういった中

で有効に町有地の後活用をどうしていくのか。また、町有地だけではなく町

内に様々な空洞、空き地が増えてきた。そこをどう活用していくのか。また、

町の土地においてもある程度複数区画がとれるような場所も複数箇所あり

ますから、そこをできれば民間の活力、後ほどの答弁にもかかってきますけ

れどもＰＰＰ方式ということで開発だったり、建物を民間で建てていただい

て、そのままやっていく。また、その後町が譲り受けて完了していく。色ん

な方法が先進自治体でもう既に始まっていますから。そういった研究もして

いますので、今高山議員がご心配いただいている町有地の有効活用また民間

の土地の活性化というところも現在進めているところですので、ご理解のほ

どよろしくお願いします。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

〇10番（高山正人君） 当然次のことは先もって計算して行動をとられるのは当

然の話でして、私たち早来地区に住んでいる住民としては従来宅地であった

ところが今空き地になっていると、当然一等地なのですね、残っているとこ

ろは。解体して残って平面の土地はこの居住地としては市街地の中で一番使

いやすい、環境のいいところが残っている。これは皆さんに提供していく、

もしくは違う方策があるのかもしれない。ただやっぱり見ていると民間でも

今住宅地それぞれが購入して家を建てる方が徐々に増えてきたというとこ

ろを見ていると、いつも言われるとおり早来地区には土地がないと。提供し

てもらえるこのシステムが悪いのか、どうもタイミング的に遅いのではない

かと。宅地は購入したい時になければならない。でもなかなか探してもない

というのが現状で、町もこの塩漬けにしてある公営住宅の跡地は使い勝手が

一番いいので本来ならば早く売ってくれるとありがたいかなと、僕個人の考
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え。逆に言うと今中学生が仮設住宅で校舎を建ててそこで勉強されているあ

の地域の土地などは宅地としては文教地区として非常に跡地としては環境

が良いのかなと若干考えたり、これをできる限り駐車場にするのはできるだ

け都市計画という非常に縛りのキツイこの地域ですから、できるだけ宅地に

対する使い道というか、そういったところは厳重に使ってもらいたいなとい

うのが私の希望ですがいかがですか。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

○町長（及川秀一郎君） まさしく同じ考えです。我々も民間の土地の町が買っ

て、そしてそこで当然インフラ整備に相当なお金が必要になってきますね。

上水道、下水道、道路も何億と掛かっていくことでなかなか進んでいかなか

ったこれまでもあるのですが、そこをなるべく上下水道が既に完備されてい

て町が取得できた土地。そこをいかにしてこの学校、早来学園がスタートす

るタイミングに合わせて提供していくか。まさしく今やっている最中ですの

で、そこをまずは小規模、中規模のところが中心になってきますが、大規模

のところも既に昨年から検討はしているのです。但し、また後ほど答弁に出

てくるかもしれませんが、大がかりなことになっていくとそこが先になって

いたり開発行為が伴ってきたり色んな課題もありますので、まずできること

はスピーディにやっていきたいと思っていますので、小規模なところの住宅

整備であったりそういったところを先行にやらせていただいて、大がかりの

ところについては若干時間がかかりますけれども、そういった中で小中、長

期的なことも含めて議員おっしゃっていただいたようなタイミングもやは

り重要ですので。今我々は胆振東部地震から復旧が終わって復興そしてこの

学校ができるタイミングも活かして今年度は社会人口増も何とか 11月現在

で 23 名ぐらい転入の方が転出を上回っているという状況も背景にあるわけ

ですので、そういったところも含めながら情報発信もしていきますし、新た

な起業家カレッジであったり移住ドラフト会議、様々なソフト事業展開も行

っていきながらまちづくりを前に進めていきたいと思っています。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

○10番（高山正人君） ありがとうございます。先に進む前に一生懸命お答えい

ただいて、こちらも質問しにくいなという環境になりまして。こちらも作戦

をどう考えようかなといったところであります。町長がおっしゃるとおり私

の考えと町長と行政がやっている今の進み方でいうと何か違いがあるわけ

ではないので、当然まちづくりで人口を増やしていきたいという思いと住民
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が安定したところに居住していただけるというこの発想はなんら変わりな

いと考えています。また、早来地区だけでもなく先日遠浅地区の議員懇談会

が開催されて住民の中からアイリス団地も満杯になったんだと、まだ他にな

いのかと。作っていただければここの地域でも居住したいという方がいらっ

しゃるということを言われて行政で何とかしてもらえないのでしょうかと

いうお話をいただていますけれども、こういったところ遠浅地区も町長のお

考えでは先に進んでいただけるとご判断してよろしいのか確認させてくだ

さい。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 遠浅地区アイリス団地があって、これがコロナ禍、震

災があっても完売したということで。今回早来学園が統合されるということ

を色々と課題であったり、その地域の実情から言って色々と難しさはあった

わけですが、そこを乗り越えて学校統合もなるわけですので。ちょうど苫小

牧市に隣接している地区でありますから、そういった意味で非常に苫小牧か

ら通っている方が遠浅に仕事として通っている方も多くいらっしゃいます

し当然馬産地ということもあったり、そこの地域実情でいけば多くの方ご承

知かと思いますけどコインランドリーができたり、まちづくりの中の必要な

ものが少しずつではありますが出来始めている。これは安平地区においても

同様のことが言えるかもしれませんが、これから遠浅については学校の廃校

の後利用を含めた地域別の地区別計画も作っていきたい。先行して安平では

既にその地区別計画の策定に入っていますので自治会町内会、更には地域の

方にも入っていただいて、その学校が廃校になっても地域が活性化していく

と、そこが地域の方一番心配して我々も言われていましたので、そういった

ところもきちんと人員も配置しながら行っていきたいと思っていますし、一

番４年前課題だったのはインターネットの光の環境を整えていただきたい

というのが多くの方に、若い世代に遠浅地区皆さんに言われましたので、そ

こは昨年の４月にクリアしましたので環境整備であったり基盤整備はどう

にかこの４年間進んできましたから、これからの４年間については地域の方

が切望しているような施策についても当然検討していますし、実施に向けて

様々施策を講じていきたいと思っています。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 高山議員。 

○10番（高山正人君） 町長、誠にご答弁ありがとうございます。すみません。

あの私（２）で学校閉校、これ先行されても非常に私も辛いところでして。
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答弁は少なくて結構ですから順番通りよろしくお願いします。 

確かに先に言われてしまったので何とも言いようがないのですが、それぞ

れの地域でそれぞれの方々が色々な要望もされますし、当然私も町長と同じ

ように町の発展のためにこの人口増という政策を何が何でもやってもらわな

ければならないのが課題だろうと思っていますので。宅地を求めるのは公営

住宅の跡地だけを言っているわけでは当然ないのでね。こういったところを

皆さんの知恵を絞った中で新たな政策を打っていただければと考えています

のでよろしくお願いいます。 

それでは（２）の方に進ませていただきたいと思います。閉校後の土地建

物の活用について伺います。 

 

〔田中副町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 副町長どうぞ。 

〇副町長（田中一省君） 既に町長の方から全体的な部分を通してのお話が、答

弁が出たと思いますが。まずは閉校後の土地の部分ですが防災の観点から避

難所の継続という形の有効利用が考えられますが、閉校後の土地、建物等の

活用については現在までは案件が出てきてから各課ごとに協議して参りま

した。その中で時間等もかかる部分でこれらについては民間活用、公的活用

など多様なご意見も色々あります。先ほど町長の方からオンラインの整備の

部分そしてこの学校を企業で使いたいとか、こういう部分を文化的に使いた

い場合はどうしたらいいのかというご意見も出てきて、個々の担当課で現在

それは揉んでいました。ただ、今町長の方から高山議員との考え方が一致し

ているという部分もありますので町全体の課題として捉え、方針等の策定を

関係各課連携により協議会を設置してルール化を図っていく考えです。まず

はこれらに関わる部分として建設課、教育委員会、地区別計画等を策定して

いる政策推進課を主に早い段階で設置し案件に応じ関係課を増やしていく

ことを考えている段階であり、現在は色々な所からのご意見等の情報収集を

しているところです。これらの周知方法等についても現在検討しているとこ

ろです。以上です。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 高山議員。 

〇10番（高山正人君） ありがとうございます。軌道にしっかり乗せて次にいき

たいと思います。確かに閉校ということで期限をもってじっくり考えを進め

てきたわけではなく突然この学校統合しようという形になって、学校の閉校

なんて何も考えていませんでしたから当然学校がなくなるという計算をし

ていて作ってきている代物ではないのでね。急にこれ義務教育学校にします
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よということに乗っかってしまったよとなったら、どちらにしても閉校でこ

の学校は残る建物は残る土地も残るという地域それぞれの中で重要なとこ

ろですから。ここから先、再利用をどうするか非常にデリケートな問題であ

ることは事実だと思うのですよ。それも短期間に決めたいのは当然あるでし

ょうけど、ある程度皆さんからご意見をたくさん聞かなければ行政側の都合

というのも当然あるでしょうし、でも民間的にはこの地域の人たちにとって

はここは今まで拠り所の一つですから、そういったところの観点からそうい

ったものも配慮できるものがあるかどうかといったところがこれから先検

討する中で出てくるかと思うのですけど、そういったところの意見の集約と

いうか収集というか、こういうところは丁寧にやっていかないと地域的には

何か気持ち的に穏やかになれない部分も当然ありますので、そういったとこ

ろのお考えをお聞きします。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 地区別計画の考え方については当然ベースには合併協

議の中で４地区の地域の計画があって、特に早来や追分の市街地が大きいと

ころはさておき安平、遠浅については学校の統廃合問題を抜きにしても地域

別計画を作って地域の活性化策を展開していこうというのは私の１期目の

公約にもありましたし今現在もあると。その中に今回の学校の統合問題が出

てきて、そして来年度からそこが入ってくる。ですから、そうなってくると

やはり学校の後活用も地区別計画を作るのであれば大きな考え方、議論の中

心となってきますから、そういったところでやりだしたので、学校廃校問題

はある種急だったわけですが、地域別を例えば安平でいけば先行してやって

いきましょうと。瑞穂ダムのところから昔はどろんこ祭りがあそこにあった

り植栽があったり、色んな形で地域全体で国道沿いだけではないオール安平

地区の活性化策というものを議論してやってきた時代があるわけですね。そ

こをやはり視野に入れながら、更に安平小学校は地区の真ん中にある。公民

館と隣接している、そういった条件が合えば当然富岡小学校のように企業が

入っていますけれどもコミュニティ系が安平小学校の後には相応しいので

はないかという考えは持っています。一方遠浅の方については市街地から相

当離れていて公民館とは離れている。であれば企業だったり大きな所にとい

うような、でもそこのルール化はまだ安平町はできていませんから今担当課

の方で角田市であったり京都市、そういった各市町で今みたいな学校の廃校

の後利用であったり、そこのルール化を明確にしている自治体があるのです

ね。ですから先ほど申し上げたように市街地に近い場合はどうか、遠い場合

はどうか、また町内の方が使いたい、町外から使いたい。企業もそうですね、

町内地元の企業なのか町外なのか、色んな形の軸を作りながらルール化とい



‐ 68 ‐ 

うものをこれから参考資料があるわけですから、それをベースにしながら安

平町に当てはめてまずそのルール化をもとに今度は担当課が、今のところ教

育委員会が当然学校ですから持ち物なのですが、それを施設グループに財産

を移す。再度そこは活性化策が決まればまた担当課を決める。そういうやり

方ではなく関係者全部集めて協議をしていきましょうというのが先ほど副

町長が答弁した組織体制の考え方ですので、今私が申し上げたような流れで

既にスタートさせていますから、組織づくりは早急にやりますけれども、先

進地の資料集めも既にやっていますので、そういった中で明らかになりなが

ら安平にはもう議論、説明もスタートさせていますから。そういったところ

の成功事例を積み上げながら遠浅も時期を一部被ると思いますが、遠浅地区

にも同じような形でまちづくりを動かしていきたい。そこには中心となって

くるのは学校の後利用も入ってくるということです。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

〇10番（高山正人君） ありがとうございます。今進んでいる状況、これからの

作戦といったところは説明を受けたので、ぜひともこれから先長いですから

良いものが次に受け継がれるようにしていただければというのが私の願い

です。 

続きましてそれでは３番目に行きます。閉鎖した施設の活用について伺い

ます。 

 

〔伊藤建設課参事挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 建設課参事。 

〇建設課参事（伊藤富美雄君） 現在何も使用していない施設として本安平小学

校、旭ふれあいの家、旧栄町保育園、旧遠浅保育園の４施設となります。こ

れらの施設についても９月定例議会において米川議員からの一般質問でも

答弁させていただきましたように、今後の財政状況を考慮しながら各自治

会、町内会、農事組合などと協議を行いながら解体の検討を進めて参ります。

尚、今後安平町行政改革プラン 2022 にもありますように公共施設の統廃合

を進める予定ですし、施設の処分も発生することとなった場合には民間資本

の活用等幅広く検討し、場合によっては解体処分となった際には財政状況を

考慮しながら跡地利用を含め、なるべく経費のかからないよう検討して参り

ます。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 
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〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

○教育次長（永桶憲義君） 旧早来中学校の校舎については、被災した建造物と

して当初は本年度もしくは来年度に解体工事を行う予定がありましたが、想

定以上に解体費の高騰、建設工事費の高騰が重なり町の一時的な負担が膨ら

み過ぎましたので現時点では早くても７年度以降の対応になると考えてい

ます。更に解体費の高騰も懸念されることですが単費で３億近くの支出は難

しいと判断しているところです。また、被災施設、被災した敷地は修復せず

に閉鎖していますので利活用を望む意見もあるかとは思いますが、広大な土

地ではありますが被災地の未復旧地で都市計画上では市街化調整区域です

ので、活用案があっても限定されることは予想されることから教育委員会と

しては難しいとの判断を行っています。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

〇10番（高山正人君） どちらもこちらも閉鎖してほぼ解体しないといけないと

いう事実的な大体の施設がそういう状態に陥っているのかなと思います。当

然解体という事業自体高価なもので非常に財政上負担がかかると。こんなも

のは目に見えていつも課題になっていることでありますから。誰かが請け負

ってやってくれって、その土地やるから壊してくれって次のものを建ててく

れって言うのが一番安いかなと誰もが考える話なのだと思います。虫のいい

話かもしれません。それでもビジネスになるかもしれない。しかしながら、

この状態をずっとたくさん施設があるので、いっぺんにできるわけではない

ですが、総体的に見てここに今重複してとにかくお金かけて壊してしまっ

て、さっさと次の事業をやりましょうという大胆な計画って考えたことはな

いのでしょうか、お聞きします。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 長寿命化計画を含めてそれぞれの公共施設がどれだけ

耐用年数があって、いつのタイミングで改修工事を中規模、大規模でやって

いかなければならないか。そこにどれだけコストがかかるかっていうのはシ

ミュレートしてあります。ですからそういったものを含めて今日は質問ない

と思いますけど、後段の方がいるのかな。あまり余計なことを言わないよう

にしますけれども、そういったこともあらゆることを 10年後含めて考えな

がら施設の解体、解体するのであれば例えば町の町有林を切る時もバラバラ

毎年同じようなことをやるのであれば集中して一気にやった方がコストが

下がりますよね。そういった観点から解体する工事も、できればコストを一
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緒にやることによって課は別々なのですが、そこをいつも施設グループには

迷惑かけているのですが、そういった大きな自分のものではない所管が他の

部局にあったとしても一緒に何かやっていったらどうなるのかっていう計

画を現在後期計画の作文だけではなく実施計画も３か年ではなく総合計画

の後期計画の４か年に合わせて実施計画も作っておりますので、その中でそ

ういった考え方、解体だけではなく様々な事業、300 超えると思いますけれ

ども色んな議論を７月、８月以降ずっとやってきましたから、そういった中

で今高山議員がおっしゃったようなことも大胆な発想も含めて考えはあり

ます。但し現実問題、財政的な問題で今予測がなかなかできにくい物価高騰、

資材高騰様々な要因が今ある。それが例えば来年、再来年の計算も非常にし

にくい時でもありますので、そこは見極めなければならない時期なのかなと

今年は思いますけれども、ただプランづくりはしていますので事業内容につ

いては今後議会の皆さん方にご説明をさせていただく場がありますので、そ

の中で詳細ご質問いただければと思っています。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

〇10番（高山正人君） 非常にここから先は険しい道だなと。やればなんとかな

るんだろうという希望を持って次に向かっていただければと思っています。

プランを考えるまではいいのですが結果的にはお金の問題はかなりつきま

とって、最初からお金があれば何とでもなる話なのですが当然ないので、な

いにはどうしたらいいかの知恵絞りであろうかと思っています。当然それは

皆さんウチの役所の総合力またはもしくは他の知恵を借りながら十分先に

進められるようにお願いしたいと思っています。 

先ほど言われた旧中学校の校舎の解体の件について。これは私議員でござ

いませんのでわからなかったのですが、この単費で７年度以降というのは３

億もかかるという話なかなか聞いたことがない。まして最初に校舎を建てる

と言われた時には解体を含めた総合計額の費用だということだけは知ってい

ます。でもこれだけ後に付け替えられて、また金額が高いので７年度以降と

いうこの非常にアバウトな持って行き方をされている、これはちょっと私に

とっては不可解な話なのですがいかがですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） ここまでの経過においては今回の建設事業をするに

あたって解体も含めての計画があがっていたところでしたが、当初見積もっ

た解体費を実際校舎だけで全体総額を超えてしまうような形になりました
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ので、こういった流れになったことはご理解いただければと思います。体育

館だけでも雪で潰れて先に手当てをしましたけれども、全体を考えれば４億

もという感じの事業費に膨れ上がったのは当初からの想定外なところでし

た。それで実際に、これもある意味建設費の補助費内の考え方の内容なので

すが、結論から言うとこれも補助の考え方というのがこの壊すものに対し

て、建てるものに対してというよりかは今回全体の建物の一つの補助の範囲

内でこれが収まるようにという考え方のものですから、結論から言うとほぼ

ほぼ解体費に関しては補助費がつかいないのが現実的なところで、この補助

率の低さの難点だったのかも一つの要因でしたが、確かに７年度以降のとい

うところもアバウトな計画ではないかと表現する部分もわかるところもあ

るのですが、他の学校事業だけではなく他の町の全体の予算も考えた上で、

こういったような時期であればどうにか工面が付くだろうというその辺も

アバウト感はありますが、そういったところで先程来説明した他の解体も含

めて順次計画的にやっていきたいのが町の方針として出されましたので、私

たちの方ではこういったお話をさせていただいているところです。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 震災からの復旧の中で優先順位が当然高いものからあ

るわけです。学校をまずは再建して建てていく、そこは一番重要だと思って

います。解体費が、解体工事については当然早来小学校はそこにグランド整

備もしていくわけですからそこは待ったなしでこれから行っていくわけで

すが、震災直後言っていた解体事業費、これを今、永桶次長が答弁したとお

り雪の関係で体育館だけは先行してやらせていただいた。ただ、それが残っ

ている解体事業をどれだけ急ぐのか。やっぱり３か年事業、４か年事業を今

は組み立てていますが当然財政を均等に４か年分けていく。また、国費が入

る、道費が入る、借金もできる。そういった中で事業を積み上げていくと、

この中学校の解体工事をすることで町民の方のためになる順位からいくと、

どうしても優先度が低くなって先送りの事業に該当してくるので。ですから

町が優先する事業がほぼ終わったタイミングになるのか、また、こういった

廃校は震災だけではなく色んな自治体で学校の統廃合が起こっていますか

ら、そういった解体がこれ全国の問題として既に出ていますし、これからも

出てくると思います。そういった情報もやはり睨みながら場合によっては要

望活動もしていかざるを得ないかもしれませんけれども、町の負担が極力減

るような努力も行っていきながらまずは復旧復興、そして町の先ほど前段も

あったような移住定住といったところに人を何とか来ていただく方の政策

展開を行っていって、そして順位としては低い評価をさせていただいていま

すが、その解体については先ほど前段申し上げた様々なことをクリアして財
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政的な目処も付いた段階で対応していきたいなと。町民がそこで今困って対

応しなければならない切羽詰まった案件ではないと理解をして、私の方で指

示を７年度以降とさせていただきました。担当課の方から当然早くやるべき

だとで毎年上がってくるわけです。それを先送りしている判断は私がやって

いるということです。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

○10番（高山正人君） まぁ確かに２通りの考え方が、直ぐやらなければならな

いという考え方と、もっとこんなのは先延ばしにしたらいいというお話で

す。でも先ほど私が述べたようにこの学校を作るのに計画的にこうだという

説明の中では解体も含めてということを言ってこの事業を行って、補助事業

が少なくて解体の費用が出てくる部分が少なかったとかっていうこの言い

訳じみたお話になるとちょっと違うのかなと。僕らはこの事業をやるために

こういうセットでやりますよというお話を聞いていたように感じています。

解体も含めて総額いくらですというお話をされていたのではないかなとい

う感じを持っていましたので、それをただただ経済的にできなくなった、単

費で３億円使えと言っているけど、ここから先延ばしたらもっと上がるかも

しれない、当然。今の景気で言ってこれで収まるという、安くなる保証なん

てないですから、逆にいうと上がっていく可能性の方がはるかに高くなって

くると思います。これはこれだから順位は私が決めましたよって言った時に

はちゃんとこの説明をもうちょっとちゃんと皆さんに、町民に対して告げる

べきなのではないかと思っています。正直言ってやるなら全部綺麗になって

全部できました、学校もできました、解体も終わりました、これでこの事業

全部終わりましたというような表現をしていただけるものだと私は思って

いましたから、それが予算がなくなってこの分は後回しにしましょうという

話になった時には皆さんにご理解いただくだけの説明をしっかりしていか

なければ町民としてなかなかなんでこれだけが残るのよっていう話になる

のではないでしょうか。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 単純に予算がなくなったということではなく、当然先

ほど答弁させていただいた中にも総額がこれぐらいかかっていく、そしてこ

の校舎もこうだ。全体事業の中で当然解体はセットに入ってくるわけです

し、そこの試算はしていたわけです。そういった中で、進めていく中でこの

この学校の解体工事を当然財源的には基金もあったり、そういったことを取
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り崩してできなかったことではなかったと思います。例えば合併特例債も活

用できるというタイミングがあったと思う。ただそれも他の方がより優先順

位が高いのではないかと。ですから最初に説明したことがそのとおり行くの

がベストというのはわかりますが、それ以外にも様々な案件が出て、それを

講じていかざるを得ない、それを対策することが安平町のまちづくりにとっ

て更に良い効果を生んでいくということであればそちらの方の事業を前倒

ししてでもやっていかなければならないと思うわけです。ですから最終的に

全て解体も終われば我々もすっきりしますしカタもつきますから。あそこを

残すことによって、後段ですがあれを何か意向として残すだとか、そんな話

もアイデアとしては出てきたり、そんなこともありましたが。でもなかなか

そこも難しい。倉庫代わりとしては何か使えるのではないかというようなこ

ともありましたが、そこも安全性の面から難しいのではないかということ

で、全てそこは今の段階では消えていっておりますので。どうしても町民の

方も議会含めて早急にあそこは町の単費を使ってでも解体すべきというこ

とが優先順位の中で、先ほど申し上げた実施計画で様々あるわけですね。そ

ういった中で令和７年度においてこの解体の事業も令和５年度６年度にす

べきだということが出てくるのであれば、そこは再度また考えを、検討を更

にしていかなければならないと思いますけれども、私としてはそれ以上に早

め早めにやっていかなければならないものが数多く事業としてあると。新規

事業としてあげている事業も出てきていますので、そういった中で町民の方

にもご理解いただけるのではないかと考えています。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

〇10番（高山正人君） まぁ進めないといけない事業を先にやりたいというのは

誰だって同じことですから。当然後回しにするなんてのはちょっと心苦しい

というか重たいと、責任は重たくなっているわけですから当然。考え方は一

緒ですよ、僕らも先に進みたいのが現実ですから。復興が終わったのだから

次に進みましょうという話になってしまうわけですけど、現実に残っている

ものを処理していかなければならないというのもこれも現実です。だから当

然ここの順位というのは僕が順位をこだわる意味ではなくて、お約束したと

ころの流れで言うと、やり方として７年度以降になってしまうとちょっと何

か本当にこんなことしておいていいのかなと。今聞いてドキッとしたので

す。１、２年ずらして何とかしますというならわかるのだけど７年度以降と

書かれてしまうと、ちょっと待てよ僕の任期でこれ大丈夫なのですかって話

になってしまいますからね。そういったところは責任を持った形でやってい

かないといけないのではないかなと。言い出しっぺはちゃんと最後まで言い

出したことの責任を取らなければならないですから。そういったところはも
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っとしっかりやっていただければと思って次に参ります。 

その他の町有地の活用について伺います。 

 

〔伊藤建設課参事挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 建設課参事。 

〇建設課参事（伊藤富美雄君） 町有地の活用についてですが早来市街地、特に

早来北進地区には未整備状態の広い町有地があります。町としてもこちらの

土地を何とか有効利用したく検討を行っているところです。例えば公共工事

で発生する良質な残土の置き場とし、将来的に地盤のかさ上げを行い住宅団

地にする、または工業用地にするなどがありますが、この早来北進地区の仮

設住宅を建設したところやニタッポロ川を挟んだ国道側のところは宅地と

して利用するには土地を整備しなければならないことから開発行為の手続

きを行わなければならないところになります。開発行為を行うこととなった

場合には開発行為対象地の水処理問題が発生します。早来北進のこの土地に

は先ほど申したニタッポロ川が隣接しており水処理はニタッポロ川と想定

され水処理にかかる河川構造物を設置しなければならないため、かなりの事

業費が想定されます。この辺の事業費を考慮しますと今すぐにこの土地の利

用について実施することは難しくもう少し時間が必要と考えています。その

他行政と民間が連携した官民連携手法のＰＰＰ、ＰＦＩなどを通じて民間の

創意工夫等を活用した地域経済の活性化や行政の効率化につなげるなどを

含め今後も検討していきたいと考えています。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

〇10番（高山正人君） 早来地区のその北進地区で町有地ということで、前町長

が取得したもので住宅団地を想定したなかでの購入であるとおっしゃって

いたような気がするのですが、その辺について確認をしたいと思います。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 仮設住宅が建っていた場所のことですよね。一応私も

そういった住宅の建設用地として将来的にといったことで承知しています。

いいですか。それぐらいでいいですか。 

〇10番（高山正人君） はい、いいです。 

 

〔高山議員挙手〕 



‐ 75 ‐ 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

〇10番（高山正人君） 多分私もそう思って聞いていたのです。だから、いずれ

この土地は住宅団地として造成をされるのだなと考えていました。先ほども

言いましたけど都市計画を使っているので建てる場所が本当にないのです。

皆はこの土地を求めているのだけど、どうしても造成していないのでなかな

か買えない。ようやくたどり着いて民間の土地を購入して住宅を建てている

人が何件か今もいらっしゃいますけれども。結果的には住宅地は求めてい

る、栄町の公営住宅跡地はあっという間に町内としては割と簡単に売れちゃ

った。その前のゆきだるま団地も意外と早く売れちゃった。実に土地利用か

らすると住宅地が求められているってことが以前からずっとありますから。

当然街中に空き地があるからこれを住宅地にしたいという人も当然酌みし

た上で何とかしていかないと、できるのではないかなと。確かに開発費用が

かかる。でもあそこが一番見やすい場所であり住宅団地としては割とすっき

りした形で仕上がるのかなと。かさ上げしないといけないとか色んな設備を

そこに貼り付けないとならないと行政側がたくさんお金を投じないといけ

ないということで非常にこの後ろ向きになる、お金がかかるので後ろ向きに

なるのですけど。でも行政側がそこを押し付けていかない限りあの土地の再

利用はなかなか難しいのではないかと私はそう考えますけどいかがですか。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

○町長（及川秀一郎君） 我々も昨年からあの場所については早来学園からも本

当に近い場所ですし。今はだしの広場でサッカーの練習だったり大会があっ

てその駐車場として利用されていますけれども、その駐車場の車を例えば仮

設校舎が建っている場所で利用していただくとか、違う所に回せば十分活用

も可能ではないかと考えていました。実際そこで仮に何区画ぐらいとれるか

の試算も一つの１区画で何十坪、これぐらいの販売でどうだということも先

進自治体の単価も参考にしながら試算もしました。それは今のベースのとこ

ろからやった場合なのですが。やっぱり高さの問題だったり今前段で申し上

げたニタッポロ川に隣接している水処理、そういったところを昨年配布した

ハザードマップの見直しだったり、浸水想定の防災観点からそれは多分 10

年前からとかそこまでではなかったと思いますが、今そういったところが非

常に厳しく見なければならない中で、そこでの水処理対策だったり相当な金

額がかかってくる。だから諦めるということではなく１番目の時にも申し上

げましたが小規模、中規模、安平町でいけば大規模になりますが、そういっ

たところも視野にいれていきながら、方法は色々ありすよ。例えば残土をそ

こに運搬して若干時間をかけながらもお金をかけないで地面の高さを高く
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していくことも方法としてはあるし議論もさせていただいていますので、あ

そこは決して諦めている場所ではありませんし、それ以外にも民間の方の所

有地ですけれどもいくつかそういった土地がありますので土地利用の全体

の中で考えていかなければならないと思っています。それは早来だけではな

く先ほど前段お話があった遠浅、追分、安平も含めてそれぞれの住宅をいか

にして宅地を増していくかが課題になって、去年一昨年民間のアパートの建

設助成をやったのですがタイミングが一番悪い時期で物価高騰等でなかな

か支援策だけではアパートを以前みたいに建てていくところまでの要因に

はなっていなかったこともありますので、今住宅を建てる方も結構部材費が

上がってくるので厳しい部分もありますが、そういった中にあっても需要が

あるわけですので、町としては繰り返しになりますけれども近い所から空洞

になっている所をまず埋めて、そして市街地形成をきちんとしていく。更に

は立地適正化計画、計画の市町村マスタープラン、来年度に向けて今準備を

進めていますけれども、そういった中では当然街中の居住の快適さ、公共交

通、医療・福祉、更には商業等のコンパクトにまとまった都市計画だったり

マスタープラン、そこが立地適正化計画の中では考え方がまとめられていま

すので、そういったことも当然視野に入れて、そこは先行してやらせていた

だいていますけれども全体的な最終的なプランができあがった時に今高山

議員がご質問いただいたところも考え方的には盛り込んだ中で計画ベース

の整理をしていきたいなと考えています。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

○10番（高山正人君） 私今までほとんどが住宅地のことを喋っていたのかなと

思っています。ただ、もう一つテーマがあるかと思っています。私どもの工

業団地。先日北町の団地も企業が進出し、地区的には工業団地が完売してい

るので何もない状態。でも現実的には住宅があり工業施設があり、こういっ

たものの幅を広げた中で計画は当然されていると思う。人口減少が続いてい

る以上は色んな産業がわが町に来ていただいて職場として扱われるような

場所が増えていくということが一番町の安定した発展につながっていくの

ではないかなと思うのですが。ウチにある町有地以外にも何かあればできる

限り町の発展を考えれば誘致という、団地という、工業という経済的なもの

をもうちょっとしっかり持っていかなければいけないと思うのですがいか

がですか。 

 

〔渡邊政策推進課長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 政策推進課長。 



‐ 77 ‐ 

〇政策推進課長（渡邊匡人君） 只今のご質問ですが議員がおっしゃったとおり、

そのとおりだと思っています。我々も工業団地が北町完売する前から次の戦

略ということで企業誘致するということは移住政策、人口増加に大変寄与す

るということで合併した後も４地区どういった場所でそういったものをで

きるかも検討させていただいたところですが、近年企業様からのニーズが工

業団地というよりも色んなオーダーメイドが最近多いなというろころがあ

りまして、その企業様のオーダーによって色んな地区を分けながら対応させ

ていただいて当然企業誘致につながったケースもいくつかあります。 

もう一つ、私どもの町は遠浅に苫東の土地が約 30 ヘクタールが未開発で残

っています。苫東の３期計画がありましてその計画の中でも遠浅地区は重要

的な位置づけで戦略的にもそこを誘致していこうという計画がありますの

で、私どもとしては新たな団地を検討するところも大変必要なのですが、苫

東様と一緒になりながらそこの 30ヘクタールをしっかり誘致していく、そう

いった考え方で進めていきたいということで一旦大きな考え方もあったので

すが、共同でそういった進め方もしつつ、企業様のオーダーによって色んな

地区ごとで適地を考えていきたいと思っています。 

あと企業誘致も大変必要な視点ではあるのですが、今立地いただいている

企業、特に春雪さぶーるさんを見ていただきますと新しい事業を加えること

で会社の規模を大きくしていく。そういった事業の展開をいただいている企

業様もありますので。今この時期ではありますが２つ、３つ今立地いただい

た企業様も次の計画も時期が今こうした時期ですので、進んでいないものは

ありますが計画をしっかり作る時にしっかりサポートできる町の体制も作っ

ていきながら今後もそういった考え方のもとで進めていきたいと考えていま

す。以上です。 

 

〔高山議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 高山議員。 

〇10番（高山正人君） ありがとうございます。戦略的なことがあるのでなかな

かこんなのは表に出すとか色んな話が進められるということでは当然ござ

いません。それはわかっていますので、ぜひともウチの町が発展していく上

でこういう施設、工業でなくても町民が勤務できるような職場といったよう

な環境に何とかつながる政策を打っていただけると、まぁこの問題はまた後

別な形で一般質問させていただきますので、本日はここで終わりたいと思い

ます。ありがとうございました。 

 

〇議長（多田政拓君） 以上で 10番高山正人議員の一般質問を終わります。 
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○議長（多田政拓君） ここで３時 10 分まで休憩します。 

 

 

休憩 午後 ２時 55 分 

 

 

再開 午後 ３時 10 分 

 

 

○議長（多田政拓君） 休憩を解いて会議を開きます。４番鳥越真由美議員の一

般質問を許します。 

 

 

【通告№４ ４番 鳥越 真由美】 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） ４番鳥越です。議長、お願いがあります。この時間は

通告した一般質問の私の時間ではありますが、本年６月定例議会において、

小笠原議員の意見案に対する私の反対討論発言の根拠を明確にということ

と、明らかに虚偽の発言であると議長に対し提出議員の小笠原直治議員、内

藤圭子議員、意見書案要請者の安平地区連合会会長向山弘一様から真意を求

められた件に関しての発言の許可を願います。 

〇議長（多田政拓君） どうぞ。 

〇４番（鳥越真由美君） はい、ありがとうございます。この件において議長、

事務局長在席の場で小笠原議員に説明させていただきましたが、結果として

任期中に公の場である私の一般質問の時間の中での謝罪を求められました

のでこのような時間をいただきました。議場及びあびらチャンネルにて傍聴

されている町民の皆様には突然の発言をお許しください。 

まずは今回の発言に至りました件を説明する上で７月７日に議長に寄せら

れた書面を朗読させていただきます。安平町議会議長多田政拓様、意見案第

２号、義務教育費国庫負担制度堅持負担率 1/2 への復元 30人以下学級等教育

予算確保拡充と就学補助の実現に向けた意見書案の反対討論発言について下

記の内容で真意を求めます。記、令和２年４月から新しい給付奨学金、授業

料減免制度が始まり世帯収入によって支援を受けられる額が変わり、年収目

安は第一区分、住民税非課税世帯 270 万、第二区分 300 万、第三区分 380万

円となっています。連合北海道としては奨学金制度を利用せざるを得ない子

どもたちや経済的な理由で進学、就学を断念する子どもが増加しており、そ
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の解消に向けて各地域の連合に紹介議員を経て、各議会での意見書採択を要

請していたところです。議事録では鳥越議員の反対の根拠として奨学金給付

型は年収 200 万円ぐらいあると対象にならない家庭がほとんどです。そうい

う偏ったものではなくて、きちんと国が教育、子育てに対してもっと予算を

かけるべきだと抜本的にかけるべきだと思っていますので、奨学金制度の拡

大を求めるこの意見書が安平町議会として提出することは反対しますと述べ

られています。１、賛成反対は議員の考え方でありますから疑義を質すもの

ではありませんが、反対の根拠として奨学金給付型は年収 200 万円あると対

象にならない家庭がほとんどですと述べられています。その根拠は何をもっ

て年収 200 万なのか明確にしていただきたい。２、私たちの判断は明らかに

虚偽の発言をしたと受け止めています。安平町の決議機関である議会で虚偽

発言がまかり通ることが許されるものではありません。虚偽発言が町民に与

える影響は計り知れないものがあります。安平町議会の資質が問われていま

す。議会においてこの虚偽発言について議論をされ、その結果を町民に知ら

しめていただきたい。提出議員小笠原直治、賛同議員内藤圭子、意見書案要

請者安平地区連合会会長向山弘一様。 

意見書案に対する私の反対意見の根拠としては、給付型はおろか団体によ

っては貸付の相談の段階で本人及び保護者の話がきちんと伝わらないことに

より、進学を希望しながらも断念せざるを得ないとの当事者たちからの声を

聞くものとしての思いがありました。現在の救済措置のない貸付による奨学

金は国であれ民間であれ借金を抱えることになります。そもそも国において

の子育て、教育、若者支援に対する予算配分には問題があると思っています。

保護者の経済的な問題は子どもたちには何一つ責任はありません。私は子ど

もたちの育ちへの責任と社会に出るまでの保障は国が担うべきと考えていま

す。以上が私の反対意見の根拠となるものでした。 

しかし、私の曖昧な表現により、長い間ご努力を続けてこられた小笠原議

員はもとより、賛同者の内藤圭子議員、意見書案要請者である安平地区連合

会会長向山弘一様に対し、大変ご不快な思いをさせてしまい申し訳ないと思

っています。小笠原議員のご指摘のとおり私は長い間議員をさせていただい

ているにも関わらず、全く勉強が足りないと反省しています。私はこれまで

の議員活動の中で議場での発言はもとより、町民の皆様をはじめ子どもたち、

他の誰であれ、どのような場面であれ、相手に対し尊敬の念を忘れないよう

にと努めて参りました。それでも自分の言葉によって不快な思いをされた方

がいたことや、先週 12 月 14 日の新聞に掲載されていた恵庭市の議員の発言

による職員の休職問題とされる記事にあるように、近年の傾向や風潮として

相手に対し怒鳴って責めることを自制できない方々も一部にはおられ、自分

自身も何度かそのような場面に遭遇し心のコントロールを余儀なくされた経

験を忘れてはいけないと痛感しました。今後におきましては議員という立場

を勘違いせず、今ここにいる説明員の方々をはじめとする怒鳴られても言い
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返すことが難しい立場の方に対しても暴言や揶揄するなど威圧的にならない

ことはもちろんのこと、発言の内容、表現方法にはこれまで以上に気をつけ、

より一層努力して参ります。この度は小笠原直治議員、内藤圭子議員、安平

地区連合会会長向山弘一様、誠に申し訳ございませんでした。心よりお詫び

申し上げます。また、このような機会を与えていただきましたこと感謝申し

上げます。議長、議場におられる皆様、あびらチャンネルをご視聴の皆様、

お時間をいただきありがとうございました。では一般質問に入らせていただ

きます。 

○議長（多田政拓君） はい、どうぞ。 

〇４番（鳥越真由美君） 私は子育て世代の移住促進をもっと魅力化するために

はということで質問をまず１件目としてさせていただきました。令和４年度

町政執行方針において、町長の公約が第２次安平町総合計画に基づいて述べ

られています。主要施策の冒頭に子育て、教育、子どもが飛躍する環境を整

えますとあります。取り組みについては広報紙等や町政懇談会等で丁寧に周

知されており、民間の関心も高いと感じています。しかし、最近その中心で

あるはずの子どもたちの中にはコロナ禍などの影響を大きく受けている部

分があるのではないかと心配しています。また、不安を抱える保護者も増え

ているように思います。安平町は子育て世代の移住促進を進めています。そ

のための様々な取り組みを展開しています。魅力化の一つとして病児病後児

保育の環境整備や放課後児童デイサービス事業の側面的な支援を行うこと

も明記されています。これまでも折に触れて子どもたちをとりまく現状や対

応をお聞きしてきました。今回は今後の支援策と合わせ今いる子どもたち、

保護者を中心にこれから移住してくる子育て世代が不安を抱える場合の対

応を学校と連携して取り組むことが重要ではないかと考え次について伺い

ます。 

１つ目、現状の確認をさせていただきます。４つまとめて①から④までで

すね。質問させていただきます。2019 年以前と比較し不登校と認定されてい

る状況をお知らせください。２番として不登校と認定されていないが休みが

ちな児童生徒の状況をお知らせください。３番、子どもたちへの対応方法を

教えてください。４番目保護者からの相談状況をお知らせください。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

○教育次長（永桶憲義君） まず①ですが、2019 年以前と比較すると現在町内の

学校では全体で６名、当時は４名でしたので人数ベースでは２人ほど増加し

ています。但し、児童生徒数に占める比率は 0.8％から 1.3％に 0.5 ポイン

トほど増加しています。 

続いて不登校と認定されていないが休みがちな児童生徒の状況としては、
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こちらは病気欠席や自己欠席、更にコロナウイルスの不安などの何らかの理

由がはっきりしたものとしての数で 16 名となっています。 

③は、それら子どもたちへの対応方法として問題の解決のための原因解明

のため、保護者とのやりとりを継続し状況に応じた対応を行っております。

現在は学びの保障を行える範囲でオンライン事業への参加などの対応をとっ

ています。 

４番目の保護者からの相談状況はということですが、先ほどの対応方法は

基本的に学校側から働きかけて対応している内容ですが、保護者側からも家

庭内では様子を毎日細かく報告してきて対応を相談してくケースもありま

す。但し、中にはなかなか保護者側とのやりとりもできないケースもあるよ

うですが定期的な対応を行っていることが通常の対応となっています。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） １つ目として 0.8 から 1.3％に増加したと、微増では

あります。ただ、それをどう委員会の方では分析しているのかなということ

と２番目の理由のはっきりした者は 16 名となっておりますという以外には

本当にいないのか。例えば１日休んでまた来ました、２日休んでまた来まし

たみたいな。見受けられる場面でも普通に学校に行っていたような子が今日

はどうしたのと言ったら子どもたちもちょっと言いあぐねるみたいな、休む

理由を言いあぐねるみたいなところもあったりして、子どもたちもはっきり

した理由はわからないけどあの子時々休むんだよねみたいな。周りの子の認

識があるのではないかと思っていまして。そういう理由のはっきりしている

ものは 16 名だけれども、他の部分についてどう分析しているのかお知らせ

ください。 

 

〔種田教育長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育長。 

○教育長（種田直章君） この長期欠席もしくは不登校に関しては非常に私自身

も関心が高いというか、きちんと受け止めなければならない部分だと思って

いますので、毎月初めに先月末までの長期欠席の報告が教頭の方から教育委

員会になされているわけですが、その詳細について私は毎月きちんと資料化

しています。今のお話ですと微増ではあるけれども他の部分でということだ

ったのですけれども、先ほど申し上げた 16 名の内訳をお話しますと、まず

は病気欠席と認められる生徒は８名います、16 名中。それから不登校の定義

ということで年間 30 日以上の日数になっていますが、先ほど鳥越議員さん

がおっしゃられたとおり何日間か休んでまたしばらく来たりということも
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実際にあるのですよね。30 日未満ではあるけれどもそういう傾向があった子

が４名います。それからコロナ禍の状況もあって、これは一つの家庭なので

すが兄弟が多いこともあって学校に行かせられないというような判断で登

校を控えている方が４名いらっしゃいます。合計で 16 名となっていまして、

他には一応２名それに近いかなと思われる児童生徒さんがいたのですが、か

なり早い段階で解消されていると判断できる、その後一切休んでいないお子

さんもいらっしゃいますので、その２名についてはあえて 16 名プラス２と

は考えていませんでした。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） 子どもたちの現状はそういうふうに思っているのだな

とがわかりました。保護者からの相談状況で、先ほど次長からは学校側から

基本的には働きかけて対応しているという内容だということで、家庭からは

全く相談が学校を通して教育委員会にとか無いものなのかっていうところ

が心配なのですがいかがですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 保護者とのやりとりの中でどういったものが原因か

ということでご家庭の方からお話をいただくこと、それが学校の活動の中で

何かストレス的なものがあってなのかを踏まえて、例えばカウンセラーの要

請を受けて、そのカウンセラーのお話を聞いた中で学校の先生とお子さんの

向き合い方、ご家庭の親とお子さんの向き合い方とか、そういった面も含め

て適切な意見を聞いて、中には学校にも来ない理由としてなかなか見つけら

れなかったのですけれども、なかなか行きにくいとかで当初はお母様方とか

が積極的に働きかけたことよりかむしろ少し距離を置いてみた方がいいで

すよとか、例えばの例ですからそういったケースは過去にあったのでそうい

ったような対応はさせていただいていますので、あくまでも学校がという中

ではきちんと状況に応じて教育委員会がカウンセラーの要請も含めて対応

しているという意味合いで捉えていただければと思います。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） 例えば一般的には一人の子どもが学校に行きます、休

みがちなのですっていう。例えば兄弟全体が休みがちとか、そういうことは
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ないのか。この子は行っているけれども、この上なり下なりその子は行って

いないとか、そういう一つの家庭に複数の児童生徒がいた場合どういう状況

になっているのか教えてください。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） これも一つのケース的なもので長期化していないの

で問題とかにはなっていないのですが、俗に言われているようなヤングケア

ラーとは言いにくい、近いようなところで、上のお子さんが下の妹なり弟な

りを見るのに若干学校の行かない日があるとか、そういった原因が若干あっ

て、そういう相談が学校側からではなくてウチの福祉サイドから来るような

ケースだとか無いわけではありません。ただ、それが継続して不登校につな

がっているかとなると今のところはご家庭にもそういう場合には入りまし

て、きちんと対応をとらせていただいているので、今のこの数字の中では具

体的にはあがってきていないのかなと思います。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） きっと私がその部分を聞きたいと思ってそのことを答

えたのだと思うのですが。他に例えば兄弟姉妹で全員休んでいるみたいなご

家庭は無いのでしょうか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

○教育次長（永桶憲義君） そのパターンは多分先ほどのコロナに不安を感じる

ケースの部分かなと思いますので、他は私も見た記憶では確か無いかなと思

いました。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） わかりました。 

では次に進みます。現在までの対応として不登校などへの対応をお聞きし

ます。①から③までですね、いっぺんにお聞きします。 

教育現場での対応をお知らせください。 

それから教育委員会から懸念されるようなご意見がなかったのか。 
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それから３番目として行政としての対応や現場との連携はどのようになっ

ていますか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 若干先ほどの説明とも被るところがあるのですが、

まず教育現場の対応としては、できる範囲でオンライン授業の参加など興味

のあるものだけの例えば通学など、参加など強い対応で登校させるという手

段をとるのではなくて、個々の登校しやすい環境をまず提供して対応してい

る方法になっています。 

教育委員会の委員さんからのお話なのですが、私たちある程度の情報の意

見というのは今日お話するような内容のものと同等のものなので、特に問題

性のある事例が無くて対応が問題化している事例の報告が無いということで

懸念する意見は特に無いのですが、その内容が多様化している事例が多い部

分に対しての難しさが増してきていることの認識は持っていただいていると

ころは伝わっているようです。 

行政としての対応や現場との連携としては、先ほど説明した毎月長期欠席

者の状況報告は翌月には必ず各校から報告を受けていまして、それに基づい

て胆振の教育局の方にも報告しています。ですからケースの把握は必ず行っ

ていますので、仮に問題事由の恐れがある場合などにおいては一定期間を見

て即座に情報を得て対応を取っていることもありますし、局からの指導もあ

ります。 

 

〔種田教育長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育長。 

○教育長（種田直章君） 若干補足させていただきますが、2019 年 10 月 25 日付

けで文科省の方から不登校児童生徒に対する支援のあり方についてという

通知が出ています。ご存知だと思いますけれども 1992 年に文科省から出さ

れた通知以降４本の通知がその１本の通知によって廃止になったのですが、

それまで登校拒否という言葉が使われていたこともあって。要は元々の考え

方は学校に来るのが良いことで来られないというのはダメなことというよ

うな、要は目的が学校に来ることという捉え方をされることが多かったので

すが、今はそうではないという考え方にまず国が変わったことを受け止めて

いる保護者の方々も多いのかなと思います。ですから無理に学校に行きなさ

いという言い方ではなく、お子さんの様子を理解しながらきちんとした距離

感をもって冷静な対応をしていただいている保護者の方々も多くなってい

るのかなと。そのことによって、この対応にもまた結び付いているのかなと
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思います。また一つの事例として昨年度の実績ですが、今全日制普通科は当

然７割程度は高校生としては圧倒的に多い数字なのですが、通信制過程の高

校を選ばれる高校生が既に 21 万人超えているということで、やはりオンラ

インとかによって自宅で授業ができる、人との関わりがなくても自分を高め

られるんだと、自主的に主体性をもって社会性や何かも身につけられるとい

う考え方を持っているお子さんも増えているということが低年齢化してい

きている状況も見られているのかなと捉えていまして。先ほど申し上げた 10

月 25 日付けの通知の中で児童生徒理解支援シートというものが文科省から

一つのモデルとして示されています。安平町内の小中学校の教頭先生方もそ

れをうまく様式をある程度の実態に合わせる形で作り変えたものを報告の

時に添付してくださっている方もいらっしゃるのですよね。それを見ている

と学校現場としてきちんと一人の担任がそれを全部受け持つというのでは

なくて、組織的、計画的に子どもたちを理解して支援していけるような取り

組みを学校として行っている。そのことも保護者の方々にも伝えて理解して

いただいている状況にあるのかなと考えています。以上です。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） まず一つは教育委員会からのご意見がありますかとい

う部分ですが。今私がお聞きした何点かでも問題意識が例えば認定されるさ

れないのも不登校だったりもあるので、そこは報告しなくてもいいかと、報

告されないと委員さんは知らないということがすごくあるのではないかと

思いまして。例えば学校運営協議会みたいなのに入っている方も被っている

方もいるのかなと思うので、そこから上がってくるような資料とか数は見ら

れると思うのですが、大変だと思うのですが細かいことを責任ある方々です

ので、きちんと報告を私はされた方がいいのかなと思って、その部分でそう

いうことがなければやっぱり問題提起もできづらいというのがあると思い

ます。それで今後どうするかが一つと。それから、まずそれをお願いします。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 今までの対応からすると規模的なこともあって、あ

まり具体的なはっきりとした内容ではお示ししていない中でご報告させて

いただいているところです。ただ、今例えば他の部分も資料はその会議にの

みに配布して、後で回収するというような形であくまでも事例検討という形

をとる方法はできるかなという感じもしますので。そういった部分含めても

う少しこういう内容のものをきちんとした対応で取り組んでいければなと
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思っています。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） 先ほど教育長もおっしゃられたように、私は子どもた

ちは学校に行くのが全てではないと思っています。命がまず大事。本人たち

が元気なのが大事というところが大切かなと。ただ、今学校に行っている子

どもたちが休みがちになるというのは、そこは何か問題があるのではないか

なと。その場合、誰に相談できているのだろうその保護者さんたちはと。移

住という部分をフォーカスすればなかなかお友達にもしづらいとか、学校に

できているのかと言ったらあまりないみたいな感じなので、委員会に言うと

ちょっと特別、大げさだねみたいになってしまう場合、どうして言ってあげ

たらいいのだろうとすごくありまして、そういう部分についての話し合いっ

て考えたことがあるのか、なされたことがあるのかお願いします。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 実際にどうぞという形で受けているわけではないで

すけど、中にはやはりお子さん同士の問題とそれに付随して保護者同士の問

題の形の中で実際に教育委員会の方に、現在指導主事も配置されましたの

で、ある意味あくまでも客観的な判断を求めるような形の中でご相談を受け

ているケースは実際にはありますので、そういったものも含めてこれまでの

学校だけで対応するようなところのある意味偏りがあってはならないとこ

ろもきちんとした体制の中で受け止めていることができているのかなと思

いますので。ただ、今鳥越さんがおっしゃったとおりに教育委員会に直接か

けるのは敷居が高いみたいなところがあるかと思うので、決してそういう部

分もないので、難しい話ですがもし不安な点があるなら教育委員会にでも確

認してみてよというのもちょっと変ですね。ちょっと何かそういうあれでも

いいのかなとは思っていますので、一応そういう体制にはなっているなと思

っていますので、ご承知いただければと思います。 

 

〔種田教育長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育長。 

○教育長（種田直章君） 若干補足しますが、補足になるかどうかあれですが、

鳥越議員さんからの一般質問の趣旨の中にも不安を抱える場合の対応、学校

と連携して取り組むことがという書かれ方をされていますが、連携すべき場
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所というか例えばフリースクールだったり、教育支援センターであったり、

スクールカウンセラーであったり、道教委だったりとか色々民間も含めて多

岐にわたっていますので、その辺りについてやはり学校現場から保護者が安

心できるようなところを選択できますよという形で示してやるのは大事な

ことではないかなと思っていますし、そのことについて学校は十分認識して

いると捉えています。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） 文科省から不登校児童生徒への支援のあり方について

検討する不登校に関する調査研究協力者会議というのがあったと思うので

す。そこにおいて今後重点的に実施すべき施策の方向性についての報告書が

まとめられたので各都道府県に通知されたとされています。その中で学校内

の居場所づくりとかフリースクール、先ほど教育長もおっしゃられた。民間

団体との連携もありますけれども、それは道教委から通達みたいなのはあり

ましたか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

○教育次長（永桶憲義君） 同等のものがあると思う、来ています。はい。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） じゃあまずそれは了解しました。 

次に移ります、次は３番目ですね。現在の対応と今後についてということ

で、教育現場は個々の事例に対し対応できる状況にあるかということと、２

番目行政としての考え方をお知らせください。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 先ほどから教育長もかなり詳しくお話させていただ

いたので、１番としては色々なケースはありますが対応はできているという

ご回答になるのかなと思っています。 

行政としての考え方としては学校現場の問題、家庭の問題、児童生徒の問

題とマニュアルどおりに対応できるものではありませんので状況に応じた対
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応は行っております。よって不登校事由の分析や解決のためにカウンセラー

等に要請して対応することや家庭環境の問題において起因する場合は、町の

健康福祉課の子ども家庭総合支援との連携など状況に応じて適切な対応を行

っていますし、課題と思われる事案については客観的に重症事案と判断され

るものは教育局からの紹介や指導助言も行われていますので、見過ごすよう

な事案は今のところおきない形だと思っています。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） まず個々への対応の頻度を。一人の子どもに対してど

のぐらいの頻度で対応が行われているのかが一つ。その時の具体的な対応の

内容をお知らせできる範囲でいいのでお願いします。 

それから先ほど組織でやっていると言ったので、担任に委ねすぎていない

かということはあまりないのだなというのはちょっと安心しました。それか

ら子ども家庭総合支援って福祉課の方ですね。 

そことの連携等とあるのですが、それっていうのは具体的にどのようなも

のを指しているのかまず３つお願いします。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 対応の頻度というのは、これは不登校気味の方への

ってことでいいですね。その方々への対応というのは一応必ず安否確認とい

う表現も変ですが、状況確認を少なくとも週１はやる流れで必ずやっている

と伺っています。その内容は個々それぞれなので、例えば学校に行きやすい

状況が起こっているのであれば、先ほどのようなオンライン授業の支援だと

かも含めてある意味最低限の対応する期間と応じた頻度で対応している形

になっています。 

そしてあとですね、３件って言いましたか。あ、事例の内容を話せる。こ

の家庭総合支援の関係ですね。その関係においては、それこそ先ほどの若干

ヤングケアラー的なところとか家庭の内容の問題の起因するような不登校気

味の方というところで、これは通常当然健康福祉課側は健康の問題とかも含

めて、あとは貧困の関係も含めてある程度の対象をもって対応しているケー

スがありますので。そういったところと当然合致する部分があればウチの教

育委員会との連携をとった対応をとっている事例になるのなかと思います。

他も当然ありますが、今日お話した内容としてはそういうところかなと思っ

ています。あとはこれで２件目。 
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〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） 個々への対応の頻度とそれから具体的な対応の内容と

子ども総合支援家庭総合支援と福祉課との具体的な連携がどのようなもの

かということで今答えていただいたので大丈夫です。ありがとうございま

す。 

それでは先ほど文科省の通達というふうに私言ったと思うのですけど、そ

の通達の中に家庭教育の充実というのがあって、児童生徒同様に不安を抱え

る保護者に対して不登校児童生徒に対する支援推進事業というのがあるらし

いのですね。その中に例えば保護者同士の学習会とか、保護者を呼んで色ん

な心の置き所みたいなものを勉強するような時に、実施する際に経費等を補

助していますよっていう一文があるのですけど、そういうものをご存知か、

それとも既に活用されているのか。まずそこをお願いします。 

 

〔種田教育長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育長。 

○教育長（種田直章君） そういう支援がなされることは理解しておりますが、

そういう実績は現在の時点ではありません。実際、現状やっぱり実態を見極

めて対策を練っていくことが必要だと思うのですが、先ほど申し上げたとお

り多様化していることがあって、そもそも不登校もしくは長欠に至ったきっ

かけとかも含めて個別の事情がそれぞれあるということが今理解できてい

ます。それで例えば全体集めて不登校、不登校ではないご家庭ではなくても

多くの方々に理解していただくための勉強会を開催するという意味ではい

いのかなと思うのです。ただ、事情がそれぞれ違っていながらそういう方々

を集めての例えば研修会を開いた時に、果たして保護者の方々が集まるかと

いうと決してそうではないだろうということが予想されますので。その辺り

についてはむしろ個別の対応を手厚くしてあげる方が重要ではないかなと

考えています。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） やっぱり不登校って前兆みたいなものが必ずあるので

はないかと思うのです。だから不登校に認定されるまでにいかなくても、そ

こをどう見ていくかというところが私たち地域もそうですし、学校もそうだ

と思うので、そこが大事かなというふうに。ましてや今休みがちになってい

る子どもたち、それから不安を持つ保護者に対してどうしていったらいいの
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だろうと考えていかなければならないのかなと思っています。その不登校だ

ったり不安定で休みがちな子どもに対して神奈川県の事例を見たのですが、

すごいわかりやすくてですね、教育委員会から先生たちへっていう通達みた

いなのがすごい見やすいのですが。例えば３日以上の欠席は要注意とか、気

になる子どもの数だけチームを立ち上げようとか、教育相談コーディネータ

ーや児童生徒指導担当者に向けて年間を通した不登校支援のポイントなど

が挙げられていたりするのです、本当に具体的でわかりやすいのですが。そ

して先生たちが持つ不安を相談する場所も県教委ですね。県教委がわかりや

すく示している部分があって、あれだとこういうふうに親が見た時にもされ

ているんだなとか、こういうふうに取り扱ってくださっているんだなってい

うのがすごくわかりやすいです。ただ、北海道の方は同じワードで探したの

ですがなかなか出しにくいというかわかりにくくて、そこはちょっと残念だ

なと思っています。 

それから先ほどフリースクールの話もあったのですが、その部分について

もウチの町は小さい町なので、フリースクールとか、私の中では厳しいと思

っているのです。それから心療内科的な小児科みたいなのも近くの町にはあ

るのだと思いますが、ウチの町に設置ということは難しいのかなと思ってい

ます。それで小さいころから顔を見ている保健師さんがいますよね。保健師

さんってすごく親も知っていたり子どもたちも知っていたりするので、保健

師さんを活用した保護者対応みたいなものが連携していけないものなのかな

と。さっき次長が言ってくれれば教育委員会の方でも相談は受けるのですっ

て、そんな敷居は高くないですよっておっしゃったのですが、実は高いです。

そして大げさになります、教育委員会に言ってしまうと。あの人教育委員会

に言ったんだってみたいになってしまうので、その前のワンクッションとし

て、こういうのを設置していますよと。私も昔移住者だったので、誰に相談

したらいいのだろう、どこに相談したらいいのだろう、学校に言うと大げさ

なのかな、委員会はましてやそのハードルが高い。その時に健診だったり色

んなことでお会いする保健師さんだったり、そういうところがチームになっ

て行きやすいって。役場の中ではなくてどこかいつだったらいますよとか、

ここに電話するとここで会いましょうと、それは役場ではなくて活用できる

民間の施設だってなんだって良いと思うのです。そういうところを活用しな

がらまずは相談しやすい方法。あとさっき言った他の自治体の事例なんかも

利用しながらやってはどうかと思うのですがいかがですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） まず前段で例えば今保健師さんのお話もあったので

すが、先程来から言っているカウンセラーの活用方法は例えば研修会を開く
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とかっていう大きな話にはならないまでも、例えばカウンセラーが対応して

いる相手というのは児童生徒だけではなくて保護者、更にその担任、先生方

にも結構なケースでむしろ多いぐらいなのですよね。ですから指導する側の

方の対応も行えているというのが一つかなと思っています。今鳥越議員がお

っしゃられたように確かにウチの町は生まれてから比較的１歳、３歳、５歳

とかって健診の機会も多く取っていますので、そういったつながりから基本

はお子さんの健康状態にそういうケアを気軽に話していただけるような町

にはなっていると思うのですが、やはりそうとは言いながらも普段なかなか

逆に健康に育っているお子さんの方が逆にむしろ対応が少なかったりする

ので、それも一つ保健師さんにお声がけするのもちょっとという部分もある

のかもしれないですが、決して今そういう体制になっておりませんので、こ

の子育て関係の専門の保健師も置いている実態となっていますから、そうい

った部分の周知はちょっと難しいかもしれないですが、そういう体制にはな

っているのかなと思いますので、ご意見としてご説明させていただきまし

た。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） 今ないものを今すぐ周知の話にもならないと思います

ので。ただ横断的に委員会だけではなくてとかって私はこれからなってい

く、連携していく必要があるのかなと。なぜなら民間がないからです。千歳

に行ってください、札幌に行ってくださいというなら何のために安平町に来

たのかって。相談する場所もないのかっていう話になってしまうので。それ

は今後計画の中で言うと一番私が心配するのは子どもたちがどんどん大き

くなってしまって、今やってあげなければならないことを待っている間にお

手伝いできない年齢になっていくのが一番今までも見ていて本当に後悔が

残っていますし残念なので、そこは横断的に本当に考えていってもらえれば

と思っているのです。20 年前に私が移住して３年目にウチの小学校１年生の

保護者として感心したことがあります。保健師さんのことです。当時入学し

て間もない学年にはＡＤＨＤの発達障害のお子さんがいました。衝動的な行

動も多くて殴られたりする子もいるので、その中にはもう学校行きたくない

みたいなところもあって、私もそうですが移住してきた人がすごく多い時代

だったのです。だけれども、そこの懇談会の中に保健師さんが来た。チラシ

を作ってきてくれて僕の応援団になってくれませんかみたいな。その子の特

性を書いたり。その時は色んな私たちの知識がないことによって色んな感情

も生まれたりしたのですが、今思えば寄り添ってもらった親っていうのはす

ごい安心したのではないかなと。学校にもそういうふうに来てくれるんだっ

て。当時も言っていることは今は理解できないけれども、寄り添ってくれる
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保健師さんっていうのがこの町にはいるんだなということですごい感心し

ました。それもあって保健師さんってすごく身近なものなので、特に低学年

の子どもたち、親たちにとってはとても見慣れた、それとこれから来る子た

ちもそうですが、絶対に関わる人たちなので、そこは業務がなかなか違うの

で難しいかと思うのですが、実際に子育てされている現役世代もいて、共有

できる気持ちはあるのではないかなと。あとは知識も持っています。すごく

そこを何か活用させていただけないかなと思いますので、周知よりもまずは

どうやったらそれを実現できるのかを検討していただけないかなと思って

います。１件目は終わります。 

２件目に行きます。２件目は野良猫への対応状況をお聞きします。町民か

らこれまでも野良猫に対するお話を伺う機会はありましたが、今年に入り限

定的な場所の苦情ではないと感じるようになりました。内容としては捨て猫、

多頭飼いの崩壊、無責任な餌付けなど様々な状況です。ご近所トラブルを避

けるために発信元となりたくないことから苦情は言いにくい状況にあるよう

です。犬の場合は狂犬病予防法に基づき飼い主には登録申請義務、鑑札を付

けなければならないことや狂犬病予防接種など様々な縛りがあり、迷い犬は

時々いますが野良犬はほどんど見かけません。しかし、猫についての法律が

ないことから苦情が少なくない状況です。一方で町内では個人的に地域猫へ

の活動をしている方もいます。近年では動物愛護管理法の改正や環境省も地

域猫と捉え、複数自治体の取り組みを参考事例として紹介しています。そこ

でこれまで安平町はどのように対処してきたのか、また今後の考え方を伺い

ます。３つ一緒にお聞きします。過去３年間の苦情等の件数と内容を教えて

ください。②これまでの対応をお聞かせください。③地域猫としての考え方

をお聞きします。 

 

〔熊谷税務住民課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 税務住民課参事。 

〇税務住民課参事（熊谷泰裕君） まず（１）過去３年間の苦情等の内容と件数

については、野良猫に関する苦情などの件数については正確には把握してい

ませんが年間数件程度でそれほど多くないと認識しています。また、その内

容については放し飼いにしている、餌付けをしている、子猫が捨てられてい

るなどの情報が寄せられています。 

２番目のこれまでの対応については、適宜飼い主などに指導を行ってきた

ところであり、場合によっては保健所にも相談し対応してきたところです。 

３番目、地域猫としての考え方については、まず地域猫とは地域の理解と

協力を得て地域住民の認知と合意が得られている特定の飼い主のいない猫の

ことであり、その地域に合ったルールに基づき適正に飼育管理しこれ以上増

やさず一代限りの生を全うさせる猫を指します。地域猫活動については地域
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住民と飼い主のいない猫との共生を目指し、不妊去勢手術を行ったり新しい

飼い主を探して飼い猫にしていくことで将来的に飼い主のいない猫をなくし

ていくことを目的として様々な自治体や団体において活動しているものと認

識しています。町ではこれまで地域猫についての検討はしておりませんが、

今後様々な自治体などの先行事例を参考に調査研究して参りたいと考えてい

ます。以上です。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） あまり色んな規定もないですし掌握してなかったのか

なというのはありますので今のようなお答えだったのかなと思いますが、一

つは動物愛護というのは一部の考え方に留まらないで、その方向性は今後

国、自治体の責任を問われることがきているのではないかなと思います。今

後行政として町民に求めること、行政としての取り組みを進める必要がある

と思いますが、それについての考えをまず１点目。 

それから猫を地域猫とするためには避妊治療手術が必要になってくるので

すが、避妊の費用は病院によって違いがあるのですが、この近隣では例えば

オスは 5～6000 円、メスが大体１万円ぐらいだそうです。そういう活動する

人に対して領収証を持ってきたら助成しますよみたいな何かあってもいいの

ではないかと。ニュースでも放し飼いの猫、野良猫に対して毒が盛られたの

ではないかというニュースもやっていたみたいで、私は見ていないので情報

が明らかではないのですが。やはり迷惑になる部分と一方で助けたいという。

あまり極端なことに走ることがないようにウチの町としてできることはこれ

からないのだろうかという思いで今回聞いているので、今２点行政としての

取り組みと、それから助成制度についてのお考えをお聞きしたいです。 

 

〔熊谷税務住民課参事挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 税務住民課参事。 

〇税務住民課参事（熊谷泰裕君） 今後の取り組みに対してですが、先ほども申

しましたとおり先進事例等を参考にして検討して参りたいと思います。 

また２点目の支援活動ですが、まさに地域猫活動の一環であると考えてい

ますので、調査研究して参りたいと思います。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） ご質問２点。動物愛護の関係については当然、犬とか
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一般的ですが私も猫とかについては近所にも行って飼い猫なのか、それが普

通に日常生活上見慣れていてあまり問題視、問題化になっていないこともあ

ったのだろうと思います。ただ、今回ご質問いただいて私も何点か調べたり

して地域猫の関係で取り組んでおられる先進地があって、三者共同というこ

とで行政は当然もちろんですが、地域住民だったり、ボランティアだったり、

それぞれが役割を担いながら町内会もその地域住民には入ってくるかと思

いますけれども、地域の住民の方との連携調整、関係者との調整というのは

行政で担ったり、また不妊治療の去勢手術の費用を助成制度を作っていると

ころもありますし、また、そういった活動を周知する広報活動的なこともそ

こは行政の役割であったり、話し合いの場を設定することもあると思いま

す。ですからまだ実態がどこまであって、そして課題が何なのかは安平町の

中ではあまりこれまで論じられてこなかった課題ですので、そういった意味

において方向性はある程度今私が申し上げたことで先進事例がありますか

ら、そういった方向性をもって検討を進めていければなと考えています。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） 今回一般質問の新聞広告が入った時に、ちょっと私の

方は子ども子育ての方に気を向けてほしかったのですが、周りの方々、特に

ご年配のお姉さま方からすごい猫のことを気になっていたのよみたいに今

朝も言われましたし夕べも言われたので、やはり口には出していないけれど

も関心を持ったり気掛かりだったり、どうしたらいいのだろう、どこに言え

ばいいのだろうというのがすごくあったみたいなので、今までなかったこと

なので、少しスピードをもってやっていただきたいなと思います。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 今日は猫の問題でありましたが、今年餌付けの話でい

けば狐、そういったものも若草地区にも結構あったのです。そういった広報

周知によってパタリと見かけなくなりましたので、そういった効果はあるの

だろうなと思っていますし、私もＳＮＳを通じて今回チラシでも入ったこと

を受けて色々と関心を持って猫のことについても関心を持っているという

書き込みも拝見させていただいたり、そういった意味では問題意識を持って

多くの方がおられるのも実態だと思いますので、そういったところ含めて新

たな課題になるのかもしれませんが、先進事例を学びながら適切な、またこ

ういった去勢手術の費用を個人的にずっとやって来られた方が青葉地区に

居たという話も私も聞きましたのでね。そういった方がいたから今まではこ
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れで済んでいたのかなと思いましたので、そういったところ含めて行政とし

てやるべきこと、今後は行政として対応していければなと思っています。 

 

〔鳥越議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 鳥越議員。 

〇４番（鳥越真由美君） もう質問ではないです。青葉地区ではなくて、去勢手

術は早来地区の方です。今年早い時期に相談されていたということがありま

す。それで質問を終わります。ありがとうございます。 

 

〇議長（多田政拓君） ご苦労様です。以上で４番鳥越真由美議員の一般質問を

終わります。 

次に８番箱崎英輔議員の一般質問となりますが、本日の会議の時間は箱崎

議員の一般質問が終了するまで延長したいと思いますがご異議ありません

か。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（多田政拓君） 異議なしと認めそのように決定しました。それでは箱崎

議員の一般質問を許します。 

 

 

【通告№５ ８番 箱崎 英輔】 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員どうぞ。 

〇８番（箱崎英輔君） ８番箱崎です。皆様大変お疲れのところでありますが、

子どもたちのことを中心に質問して参りたいと思います。それでは安平町の

子どもたちを取り巻く環境についてお聞きします。まず町内の教育環境につ

いて少し触れさせていただきます。町内２つのこども園については公私連携

幼保連携型認定こども園として、はやきた子ども園が平成 28 年度から、お

いわけ子ども園が翌年度平成 29 年度から遊びを子どもの育ちの主体として

捉え自主性や自立性を求めた教育が行われています。小中一貫教育という観

点から言えば追分地区の小中学校が平成 30 年度から、早来地区の小中学校

が令和２年度から。これは子どもたちが 15 歳になった時の姿を共有しなが

ら９年間を見通した教育過程を編成実施できるような一貫した教育がそれ

ぞれ開始されています。それに加えて安平町独自のあびら教育プランとして

遊育、アビラボ、わくわく研究所、ＡＢＩＲＡＴａｌｋｓ（アビラトークス）
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という４つの教育事業を展開し、子どもから大人まで参加可能な学校とはま

た違った広義な意味での社会教育が行われています。遊育、ＡＢＩＲＡＴａ

ｌｋｓについては今週末、遊育は正式には初めてだと思うのですが早来地

区、はやきた子ども園で実施して遊育の担当者については保護者からまたぜ

ひやってくれと、どんどんやってくれという意見をいただいていますし、Ａ

ＢＩＲＡＴａｌｋｓ（アビラトークス）については日曜日の夜に開催したに

も関わらず、今までの最高人数を重ねております。ということで町民の方に

も徐々に認識していただいているのかなと思います。そしていよいよ令和５

年４月には義務教育学校としての早来学園が開校します。それについては

徐々にではありますが、教育の町安平町としての評価が町内外ともに高まっ

ていると認識しています。しかしながら、問題課題はないのかと問われれば、

色々な問題課題は存在しているのが事実だと思います。今回はその中でも来

年度から実施される予定の中学校部活動の地域移行について。２つ目には中

学生の居場所づくりについて。３つ目には学校に行けない児童生徒たちの受

け入れについて。最後に追分地区の学校再編について。以上４件について町

としての取り組みや将来像についてお尋ねします。それでは通告書にしたが

って質問に移ります。 

まず、中学校部活動の地域移行について伺います。スポーツ庁の有識者会

議では公立中学校の休日部活動を民間のクラブや指導者へ委ねる地域移行を

令和５年度、来年度、段階的に始め令和７年度までの３か年で完了するよう

に提言しています。その背景にあるのは子どもたちの数が減少しているいわ

ゆる少子化や教員の長時間労働を是正するための教員の働き方改革だと報道

されています。中学校の教員に部活動への長時間勤務を減らすことにより、

部活動を取り巻く環境は大きく変化するものと思われます。そこで各中学校

の現在の状況をお聞きします。部活動の種類についてお願いします。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

○教育次長（永桶憲義君） 現在早来中学校の部活動の種類は野球部、ソフトテ

ニス部、吹奏楽部、卓球部、バレー部、陸上部、スピードスケート部、アイ

スホッケー部があります。追分中学校では陸上競技部、ソフトテニス部、野

球部、バレー部、剣道部、美術部があり、野球部、バレー部については他校

との合同でチームを組み中体連その他の大会に出場しています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） 確認ですが、早来地区については８つの部活動があって
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文化的な要素を持った部活は無いと。追分地区については６つの部活動があ

って、但し、野球部、バレー部では単独ではできないということでよろしい

ですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 早来は文化部的には吹奏楽が一つあるだけです。そ

して追分中学校は美術部です。そしてご説明のとおり野球部とバレー部につ

いては他校との合同チームでなければチーム編成ができないことになって

います。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） では次の質問に移ります。部活動に関与している教師は

何人いますか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 早来中学校は 10人、追分中学校は９人となってい

ます。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） では現状では、その教員による部活動の指導ということ

でほぼ満足しているというか間に合っているという認識でよろしいですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 早来中学校おいては、これまでも既に部活動指導員

の制度を取り入れて実施しています。追分中学校については、専門の担任も

多く今のところ教員だけで行っている状況です。 

 

〔箱崎議員挙手〕 
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〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） 次の質問に移ります。土日の活動状況を教えてください。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 基本的に土日どちらか１日に３時間を限度として実

施していまして、追分の美術部だけは活動を行っていません。大会が近い時

には限度内の時間で土日に行うことがありますが、基本は週休日１日は活動

停止日として設定しています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） これは子どもたちの方から見ると、子どもたちの体の発

達とか精神的の発達から考えれば適切なやり方だと思うのですが、逆に保護

者から見るともう少しというような意見はないですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 確かに勝利に特化するような活動にシフトになって

いくと物足りない感はあるかと思うのですが、実際にこれを守って活動して

いた部分で若干それを枠を超えていこうとすると中には活動の内容につい

て照会が来たりしている状況ではございます。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） 今次長が言われたように私もあまりにも中学生の発達段

階において長時間の部活動はいかがなものかというのは昔から知っており

ます。例えば追分地区で、ある野球で有名校に入った子どもさんがいらっし

ゃったのですが、そこの母親から聞いた話では高校に入った時点で半分の子

が肘と肩をやられていると。ほとんど大人になるまでに発達段階でそういう

ものを断念せざるを得なくなっていることを考えると、今の状況は子どもた

ちのことを考えれば適切かなと思います。では、部活動における外部コーチ

の活用についてをお聞きします。令和４年度予算の中で中学校部活動指導員

導入事業として 164 万 7000 円が計上されていますが、活動実績はいかがで

すか。今の時点で見えてきた課題もあればお願いします。 
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〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 早来中学校は部活動指導員の制度が始まって以来、

今年で５年目になるのがソフトテニス部のコーチや一昨年には野球部のコ

ーチ、昨年からは吹奏楽の講師と陸上のコーチの導入実績はありますが、現

時点ではソフトテニスのみが継続している状況です。 

課題ということになっていましたので、指導者の継続ということで例えば

吹奏楽では高齢の先生の退職者とかを雇った経緯があるのですが、健康上の

問題で続かなかったとか、そういったような課題は実際に起こっています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） 安平町の課題としてはそのようなものがあると思うので

すが、来年度以降やっていく上で色々な課題はまだまだ出てくると思いま

す。それは後でお聞きします。 

それでは令和５年度以降どのような地域を行っていくのかお聞きします。

人材確保についてですが、安平町だけでなく地方においては困難だと言われ

ていますが、地域の人の他に地域おこし協力隊の活用だったり、また、地域

おこし協力隊が終わった後の出口戦略の一環として活用する考えがあればお

聞かせください。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） これまで早来中学校に最大４名の部活動指導員を配

置していますが、比較的部活動の種目に対して教員の確保ができていた追分

中学校においても生徒数の減少から部活動の存続自体の難しさを考えると

地域移行に持っていく国の考え方に沿ってせめて町の部活動としての存続

を図りたい考え方は同地区一致していまして理解は示していますので、町と

しては部活動指導員からゆくゆくは地域スポーツ団体の意向を早い段階に

行えるよう整備を加速させていきたいと思っています。 

発足後自ら組織化が行ってきた本町のスポーツクラブも指導者の確保等は

進めてきていますが、運営面の人手不足が課題となり思うように活動拡大が

進んでいませんので来年度１名、地域おこし協力隊を募集して活用しようと

思っています。更に令和５年度から令和７年度末までが休日の部活動地域移

行の改革集中期間として地域スポーツクラブ活動体制整備事業が国の補助事
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業として開始されますので、受け皿団体の運営費として補助して体制を安定

させて取り組める種目を増やしていきたいと考えています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） その地域おこし協力隊だったりＮＰＯ法人だったりとい

うことは、当初は土日だけという形になろうかと思うのですが、平日までこ

れから関わっていくという認識でよろしいですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

○教育次長（永桶憲義君） 部員の確保の観点からすると、少子化が進んで合同

チームの結成も踏まえた上で行っていくと。まずその形を作って平日の活動

も行っていくような方向性を考えています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） 先ほども出ましたが組織としての活用、ＮＰＯ法人とか

民間団体の活用をどのように考えていらっしゃるかお聞かせください。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 実際にはご説明してきた組織は３年前に組織化され

ていて、既に町内に実施しているスポーツ競技に関してはほぼ網羅していま

す。しかし、専門的に動ける人員がいないこともあって現時点では難しい部

分が残っていましたが、先ほど説明したテコ入れ策を施しＮＰＯ法人のアビ

ースポーツクラブにそれらを担ってもらって進捗させる考えを持っていま

す。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） では次の質問に移ります。地域移行により保護者の負担

が増すことが一部報道されています。町としてのお考えはいかがですか。 
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〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） むしろスポーツクラブへ移行することによって、既

に合同チーム化している種目においては課題となっていた生徒の移送など

は移行していけば解消される点もあるかと思いますが、細かい点を考えてい

くと活動時間の調整や移行に際しての備品類、ユニフォームなどの統一によ

る負担など、元々保護者負担となっていた部分とは言え一時的には増加する

こととは思います。また、合同チームでなければ成り立たない部活ではどの

程度まで範囲を広げてチームを結成していくかなど、色々と懸念される点が

増えてくるとは、負担も生じてくるとは思いますが、その点も踏まえた範囲

で組織化を進めていくことが理想と思っています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） そうなると保護者の負担はそんな大きくないという認識

で伺いました。これ私なんかが追分地区で少年野球をやっている時も 15 年

から 20 年以上前になると思うのですが、その時からユニフォーム代はどこ

が持つのだという認識がありましたが、その当時は町の方とか野球協会が払

っていたという事実がありましたが、今現在は 20 年前から意識を変えてい

ただいて保護者の方に一部負担してもらおう、もしくは全額負担してもらう

ということをやってきたり、あとは指導者の弁当代であったりガソリン代で

あったり徐々に広まって今の認識になっていると思いますので、保護者の方

もそれほど大きくない負担であれば、家庭としての負担度は少ないと思われ

ます。 

それでは次の質問に移らせていただきます。少子化という状況もあります

し、教師の働き方改革ということも理解できます。この課題については日本

国中どこでも同じような状況であり、安平町独自で解決できる課題ではあり

ませんが、来年度から地域移行は進めなければいけないのは事実です。その

ような状況の中で子どもたちが主役になるための部活動のあり方とはどのよ

うに考えていますか。ちょっと説明させていただくと、子どもたちが部活動

を楽しめる環境を整えていくためには、例えば枠組みとしては学校や行政だ

けに頼るのではなくてＰＴＡ、自治会、町内会、コミュニティスクール、そ

して家庭を巻き込んで進めていく必要があると思います。また、活動のあり

方として考えれば一つの部活動だけではなく、普通の部活動を進めたい。発

達段階に応じた子どもたちの心や体を守るためのメニュー調整などができ

る。または教えられるような専門的コーチの派遣などいくつか考えられます

がいかがですか。 
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〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

○教育次長（永桶憲義君） 現在部活動を地域化することによって単独運営が難

しくなってきた競技種目の維持をして、子どもたちに選択肢のある環境は残

し成果の発表となる場の中体連や各種大会に参加することで色々な経験を

得ていただくことが重要と考えます。この考えは単に勝利至上主義の目的で

行うのではなく、楽しく競技に参加し自分に合ったものに出会えることが理

想であって、そのためにしっかりと対応できるスタッフも持続して確保して

いくことが生徒がやって良かったと思える機会を確保することが一番と考

えています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） わかりました。いずれにしても、子どもたちを中心にお

いて議論していくことが重要だと思います。ぜひ、これ先ほども言いました

が本当に学校とか行政だけでやってくれという話だけではなくて、我々地域

の問題である、我々も当事者との認識を色々な方に持っていただくような伝

え方をして行っていただければと思います。 

では、次に中学生の放課後の居場所づくりについて伺います。現在の中学

生の放課後の状況はいかがですか。部活動をやっていない生徒、部活動をや

っていても部活のない日の放課後の状況についてお願いします。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 正確なことは把握していませんが、ある調査の内容

を読み取ると勉強や読書、学習塾など家以外で勉強している、習い事をして

いるケースは毎日とは言わずとも多く、それ以外はテレビやゲームを中心に

友達や個人で遊んでいることが主な時間の使い方という統計が取られてい

ます。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） では早来地区においては早来学園や町民センター、追分

地区においては追分公民館の一部を利用して子ども専用スペース。また、こ
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れは早来地区とか追分地区だけでなくて多分遠浅地区であれば遠浅公民館、

安平であれば安平公民館も考えられると思いますが、それぞれ専用スペース

など活用は考えられませんか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 早来学園には放課後時間に限らず本に向き合える空

間も時間も確保させていただきましたので、勉強する場所としても十分な活

用はできると思います。その他の施設においても、各公民館ですが専用スペ

ースの設置は難しいとは思いますが、早来学園に準じた活用空間はあります

ので遊ぶ空間とはならないまでも学ぶ環境を変えたい時の活用場所として

の問題はないかと考えています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） これ中学生だけの問題ではないのですが、まずは中学生

の多感な中学生ということで言わせていただければ、皆さん中学生卒業して

だいぶ経つのでしょうけれども、本当に中学生の時って姿形は少しずつ成長

してはいくのでしょうけど、心の中はそれこそ昔はサナギの世代と言われま

したが、そういう世代ですよね。そうなると勉強だけではなくて自分たちの

世界の中で思いにふけっていたり、夢を語り合ったり、悩みごとを共有でき

たり、恋愛の話もあると思います。本当に大人に邪魔されない空間っていう

のが必要だと思うのです。これ後でもお話させていただきますが、なぜこう

やって教育が一生懸命やっていても子どもたちが荒れるかの問題は、子ども

たちの居場所がなくなるということもあると思います。我々が子どものころ

は子どもの数が圧倒的に多かった。大人の数は少ない。だから自分たちの居

場所があった。大人たちに見られない居場所があったりした。今は逆に大人

たちの数が多過ぎてどこに行っても大人たちが見ている。そうなると何かち

ょっとやってもすぐに注意される。ゲームをやっていたら通報される。先日

も講演会に行った時にこんな話を聞きました。ある大きな町なのですが、子

どもたちがマスクをして公園で騒いでいたら、ある住民が警察を呼んだらし

いのですよ。中学生が公園で話しているのにですよ。過剰なほどの、まぁコ

ロナ禍ということもあるのでしょうけども。コロナ禍が終わっても大人の

数、大人の目があまりにも多過ぎて子どもたちの居場所は失ってきているの

だと思います。そういった裏を返せば大人の目が届かない子どもたちだけが

いられる安全な場所を確保する必要があると思いますがいかが考えますか。 
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〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） まさしくそのような空間というか、そういった居場

所づくりは本当に大事なところかなと思っています。実際にわが町でも同じ

ように、これはコロナ禍の部分ではありましたが一つのところで集団で集ま

っていたりすると通報があったりすることも実際にあったので、決してそう

いった別に活動的には問題のないことかもしれないのですが、やはりなかな

かそういう居場所が少なくなってきたなということがありまして、早来地区

の早来学園にはそういった時間も過ごせるというか、ゲームをやっていても

それもそれでいいんでないのというような空間づくりとしてこれからは作

っていくべきなのかなと思っています。ですから色々公園だとかそういう居

場所の考え方はあるかと思うのですけど、今現時点では、そういった考え方

は持っていながら対応できる範囲は若干限られているのかなとご理解いた

だければなと思っています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） これ来年度からすぐに居場所を作ってくれという話には

ならないかと思うのですが。実際にそういうふうに先ほども出てきましたが

子どもたちも多様な心を持った子たちが増えてきているのも事実です。これ

は元々多様だったのに検査とかがあって多様だねとなった話でもあるかと

思うのですが。それでも中学生という敏感なところの子どもたちの居場所づ

くりについてはぜひお願いします。また、小学生においても同様で、これは

特に早来地区なんかは学校統合になった結果、予想ですがランドセル来館な

どで遠浅、安平地区の子どもたちが児童センターに来ると。そうなるとます

ます中学生はたぶんギャーギャー騒いでいる小学生の中にいるのが辛い中

学生もいらっしゃると聞いています。そういう子たちのためにもぜひ場所の

確保をお願いできればと思います。 

３番目の質問に移らせていただきます。学校に行くことができない子ども

たちの受け入れについて伺います。こちらについては先ほど鳥越議員からも

同様の質問がありましたので、同じような場所になることは割愛させていた

だきますが、ただ非常にグレーゾーンなところもありますので質問だけはさ

せていただきます。ではフリップを使って説明させていただきます。まずこ

ちら１枚目になるのですが、こちら１枚目も２枚目も文部科学省のデータを

使用しています。１枚目は小学生、中学生を合わせた長期欠席者の数となり

ます。先ほどこれも質問にあったように安平町にも不登校という形であった

りコロナ対応であったり病気とか色々な子がいるんだなというところです。
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令和３年度で 41 万 3750 人となっています。その理由は下から病気、経済的、

オレンジ色の一番大きなところが不登校。その上が新型コロナの感染回避、

そしてその他となっています。病気、経済的な理由についてはほぼ横ばい状

態でそれほど多くはないと、全国的にですが。予断は許さないとは思います

が、ピンク色の新型コロナの感染回避と理由もいずれ減っていくと思います。

そして２枚目の不登校、失礼しました。不登校のところだけアップしました。

こちらは令和３年度で 24 万 5000 人。安平町の人口の 30 倍以上の子どもたち

が不登校という現状です。そして令和２年度から３年度にかけて一気に５万

人増えています。こちらの方は先ほど５万人増えたという、その中身なので

すが不登校の要因の中で学校、家庭、本人と分類されていますが、その中で

特筆されるのは学校、家庭、本人の中の本人にかかる状況の中で、その半数

を占める 49.7％が無気力、不安。これ我々の世代でも無気力、不安ってある

のかっていうぐらいの多さだと思うのですよね。そのような状況の中で少子

化少子化と 25 年前から言われて子ども数はどんどん減っています。しかしな

がら不登校の数は増えている。このような状況の中で安平町の現状について

お聞きしますが、最初のアの現在の状況はいかがでしょうというところは先

ほどお答えいただきましたので割愛させていただきます。 

次のスクールカウンセラーをはじめ臨床心理士、認定心理士、言語聴覚士

など様々な方々の支援が保護者も含めて必要であると思いますが、その人的

な支援体制についてはいかがですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） スクールカウンセラーは本町には配置されていませ

んが、学校からの状況に対応して派遣していただいています。その他の専門

職については、今回の学校に行けていない子への対応分析というより本町の

子ども家庭総合支援体制の専門職の対応が機能していて、出生時からこども

園、小学校、中学校が日頃から子どもたちの適性を見ている情報も合わせて

成長の度合いに合わせた対応を行っています。よって効果のある学習環境へ

の提案と保護者への理解も進んで、支援が必要となるようなお子さんたちへ

の対応の制度は上がっているので、色々な専門職とのつながりはケースに応

じて行っていると思われます。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） 子どもへの対応はある程度認識できます、というか理解

できるのですが。今の時代、結構保護者自体がメンタル的にキツい。もしく
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は経済的にキツい。色々な思いの中でやっていると思います。まさに先ほど

の質問でもありましたが子育て、子ども産んだばかりの赤ちゃんの母親の脳

は敏感になっているそうで、自分の夫でさえ疑ってかかるというような、そ

ういう科学的根拠も示されているなか不安のままで保護者の方も子育てに

関わっていくことになっていると思うのですが、保護者に対する支援はいか

がですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

○教育次長（永桶憲義君） お子さんの支援という中で、出生時から対応が行わ

れていることがお話をさせていただいているところですが、その際に当然出

生された保護者の方にご意見を聞くというのが通常の流れになっています

ので、そういった点では保護者に関してもどのような精神状態かを判断した

上で。これは保健師さんなりウチで言う言語聴覚士さんとかも中には入って

心理的な支援も行い始めているところがウチの現状かなと思っています。で

すからお子さんには問題がなくても家庭の問題が強いことがあれば、保護者

に対しての支援というか適切な例えば病院の受診だとかも含めた支援は今

の体制の中で徐々に確立化されてきていますので、そういった部分で全体の

精度が上がってきているのかなということをお話させていただいていると

ころです。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） ちょっとしつこいですが、なぜここに特筆するかという

と安平町であるかどうかは私は認識していませんが、実際報道によれば色々

親自体が不安定であるとか、子どもに対して虐待だとか、ネグレクトであっ

たり色々と報告が上がっています。また現状でもあるのだと思います。なの

で保護者への支援というものもぜひ検討していただきたいと思います。また

これ臨床心理士とか色んな方の場合が想定されるのでしょうがマッチング、

この方にはこの先生がいい、この人がいいというマッチングはどなたがなさ

っているのですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 例えば子育ての段階で親の方が結構若い方で子育て

する経験値が浅いのが起因となって、先ほどのネグレクトという言葉が必ず
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しも当てはまるかどうかという部分にはならないのですが、結果的に食事の

用意だとか家事全般に対して若干弱い面がありますよというところのケー

スも実際はあって、そういったところには保健師さん、時には栄養士さんが

食事の支援を行うとか、当然学校もそういったお子さんに対しては朝ごはん

を食べてきたかどうかの確認もとりながら給食の重要性をきちんとした中

で私たちに報告をしてくるといったところで、登校への重要性も含めて支援

も今の体制の中ではとれているのかなと思っています。また、専門職も私ど

もの町に配置されました言語聴覚士も色々な資格も取りながらスキルアッ

プしていっているのですが、それ以外の対応においては当然本当に専門職の

結びつきがありますので、それは私たち教育委員会というよりどちらかとい

うと保護者の支援とかの中で健康福祉課側の保健師なり、そっち側のパイプ

を使って上手な対応を行える範囲でやっているのが今のところの現状とな

っています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） 子どもは小さい時に虐待とかネグレクトを受けると脳の

中心部分が大きくなって、そのような大人の対応に敏感になるということを

先日講習で受けた記憶があります。子どもも保護者も含めて一体化して支援

していかないと対応が後手後手に回ると非常に後の子どもたちにとっても

将来にわたってそのような症状が出てしまうということがあると思います

ので対応のほどよろしくお願いします。 

それでは次の質問に入らせていただきます。受け入れ組織についてですが、

公的な機関を除くと今現在一つのＮＰＯ団体だけと認識しています。増え続

ける学校に行くことができない子どもたちがいる状況の中で、どのようにし

ていくか考え方はいかがでしょうか。その前にちょっと説明させていただき

ますと。こちらは先日、映画と講習を受けて参りました。川崎市にある子ど

も夢パーク。こちらは誰でも来られる子どもの居場所として学校に行けない

児童生徒も受け入れています。それを題材とした映画「ゆめパのじかん」を

先日見ることができました。また、その夢パークの主体的役割の西野博之さ

んという方の講演もお聞きしました。映画の中で主人公的な存在の不登校で

ある中学生サワは「なぜ学校に行きたくないの」という大人の問いに「わか

らない。行かない理由なんてわかる人がいるのかな」とそう答えています。

また、西野さんの講演では大人は精神的に疲れると仕事を休めば、仕事を変

えればと言ってくれるのに、子どもは学校に行かされる。そのような子ども

たちは学校不適応児ではなく、そういった子どもに対応できない学校教育の

課題であると指摘しています。また、夢見る小学校という映画も見させてい

ただきました。楽しくなければ学校じゃないをモットーに、宿題がない、テ
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ストがない、国語、算数、理科などの時間割ではなくてプロジェクトと呼ば

れる体験学習で学んでいます。これは全国５か所にあるきのくに子ども園の

ことです。そのきのくに子ども学園をモデルにした夢見る小学校。来年４月

には長沼町マオイ学びの里もできると聞いています。こちらも中心的な役割

を担っている方から聞くと、このきのくに子ども園をモデルとするとなって

います。このような多様な子どもたちを受け入れる体制が徐々にではありま

すが整ってきていますが、このような体制を考えた際に安平町としてはいか

がお考えですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 事例的に現時点では登校が難しい要件が何らかの障

がいが起因する直接のケースはないので現在ＮＰＯ団体の取り組みだけが

解決手段との認識はありませんが、その他の体制的には議員が把握している

とおりの内容となっています。よってどのように考えているかというと、来

年できる早来学園に限らず、行きたくなる学校、行きやすい学校の工夫を行

い、学びの保障を行うことが原点としています。現状においては好きな教科

の時は登校するがその他は難しいとか、中にはオンライン授業であれば問題

がなく通信制の学校にシフトしているケースもあります。よって現時点では

多様化している登校が難しいお子さんたちへの対応はタブレットの貸出で

出来る範囲の学習の保障はして、興味を持ってもらえる機会の創出に保護者

との連携をもって改善していく考え方です。適正指導を行う場として教育支

援センターといった体制の整備も一つかと思われますが、不登校者の受け入

れ先をつくる考えは今後の検討事項と思っています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） これも私も安平町にフリースクールを作るというのは物

理的に無理なのだろうなとは思っています。それで今の教育制度を否定する

わけでもなく、ただ本当に今多様な子たちが増えている。その受け入れ先を

どうやって見つけていくか。子どもたちが安心していられる、先ほどの質問

にもつながりますが、居場所を作るかというところが必要ではないかと思っ

ています。 

では次の質問に移ります。全て公的な機関でやろうとすると無理が生じる

と思いますが、将来的にＮＰＯ法人や任意団体などの組織の活用、また、地

域的な視点から見れば安平町単独ではなく、東胆振地区であったり、厚真町、

むかわ町などの枠組みなど、広域的に取り組んでいく考えもあると思います
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がいかがですか。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） ご指摘のとおりで、全てを単独の町で行うことや財

源や物理的な問題も去ることながら多用する人的確保の点が最大の課題と

なります。少子化や今町が取り組む学校の先生の働き方改革を進めていけ

ば、先生がお子さん一人一人に向き合える時間は増えていき、その点での解

決策も出てくる考えを持って色々な取り組みを行っていますが、問題が多様

化する懸念もあるわけですから、そういった方向で考えていく必要はあると

思います。現時点では具体的な組織化の考え方はありませんが、問題として

の認識は行っています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） 行政的にも厚真町、むかわ町、他の行政的な繋がりも深

いですし、先ほど町長からもありました消防の話も苫小牧市を含めた１市４

町という考え方もあるでしょうし、そういう安平町だけで解決できない問題

であれば色々な広域的なことも考えなければいけないのかなと思っていま

す。また、厚真町には厚真町で遊びの場であったり子育て支援を民間でやっ

ていたり、そういう方もいらっしゃいますので。ぜひ安平町だけで解決しよ

うということではなく、本当に皆の力を借りて解決していければなと考えま

す。 

では最後の質問に移らせていただきます。追分地区の学校についてです。

早来地区は安平小、遠浅小との学校統合や早来学園の新設においてまだまだ

課題があるとは思いますが、将来像が示されました。しかしながら、一方の

追分地区の小学校、中学校それに追分高校も加え、これらについてはまだ将

来像が定かではありません。なかなか大変な問題ということを町民の方々に

示せない理由として私が考える中では安平町総合計画であったり、国、文部

科学省が定めたインフラ長寿命化計画など、それらの計画との整合性もあろ

うかと思います。それに時期的、時間的な問題もあろうかと考えます。早来

学園は胆振東部地震というアクシデントのなか、早急に子どもたちに学校と

いう場の日常を提供する必要性があったと思います。その結果、地震発生か

らわずか４年３か月という異例の早さで中学生に新しい学校を提供すること

ができたと思います。そのようなアクシデントがなければ通常は行政の発表

から早くても８年から 10 年の歳月を必要とすると思いますが、それらを踏ま

えた上でどのように進めているのか考えをお聞きします。 
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〔永桶教育次長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） 来年度開校する義務教育学校は、安平町が進めてき

た小中一貫教育を基本として、その効果を施設の随所に取り入れたものです

が、教育の内容は学習指導要領の中で定められた差異のないことは理解して

いただきたいところです。通いたくなる学校として建設をさせていただいた

施設は本日ご質問の課題解決の一つにもなる魅力を持っていると感じるも

のです。よって追分の小学校、中学校に通うお子さんや保護者、地域の方々

にも同様の考え方をもった施設整備への期待はあるかと思いますので、現時

点での考えをご説明します。 

まず学校施設の状況は昭和 51 年に建設した追分小学校を長寿命化計画の

内容で整理すると、直近で令和 16年、17 年に長寿命化工事を行って 20 年の

延命措置をして建て直す計画となっています。今後 12 年も後にリニューアル

を行いトータル 28 億円以上の改修費が必要となる試算がされています。現在

追分地区の子どもの数の減少を考え、大きな古い施設を長く使っていくため

に大きな資金を投入するより令和 14 年に迎える追分中学校予防改修のタイ

ミングで増築を行って義務教育化に転換する考えにまとめていけるよう、来

年度の実施計画には令和８年度から調整を始めていくとの頭出しをして、町

の後期総合計画に反映させて現実化に向けて取り組んでいきたいと思いま

す。この案は長寿命化計画で、それぞれの学校の存続を基本に試算していま

すが、今回方針として地区に１校の考え方を基本に施設の一体化の一貫教育

環境で整備していくところから提案をし、対応が遅れないように進めていけ

ればと考えています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） ということは、令和８年度から調整を始めていくという

ことは、令和８年度には話し合いが始まるという認識でよろしいですか。そ

れとも基本構想を打ち出すということですか。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長どうぞ。 

〇町長（及川秀一郎君） 総合計画については現在案を策定中でして。こういっ

た課題であったり現状認識は既に試算の段階では書き込みをしています。で

すから計画については令和５年度スタートの４か年計画の後期計画になり
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ますので、令和５年度からそういった検討がスタートしてもおかしくはな

い、あえて令和８から進める必要はないと思っていますし。また、箱崎議員

からご指摘のとおり追分高校も含むかもしれないというお話もありました

が、ちょうど追分中学校はご承知の方はいるかもしれませんが、おいわけ子

ども園が旧追分町役場庁舎を改修していまして、そこに隣接する形で追分中

学校があります。ですからそこに、例えば小中一体型の義務教育学校化であ

ればこども園、小中高。そこは教育ゾーンとして一体的な形での連携が今ま

で以上に更にしやすくなるということもありますので、そういった現状。更

には先ほど申し上げた追分中学校が平成 24 年にできていますから、そこか

ら既に 10 年経っています。その 10 年後に向けて通常であれば議員が言われ

たとおり８年から 10 年学校建設は時間をかけてやっていくのが通常ですか

ら、震災の関係で今回早めましたが、そういったスケジュール感から言って

もこれからスタートさせていったとして、ちょうど 10 年以内ぐらいの時間

をかけることになりますので。そういったスケジュール感から言っても令和

５年度以降からそういった議論に入っていくのは重要ではないか、また考え

方、方針を総合計画の中で議会含めてご承認いただいて、そして共有するこ

とによって地域の移住定住にも更に繋がっていくのではないかという考え

方も持っています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） 先ほど次長が言われたように施設の差はあるかもしれま

せんが、教育内容については差がないと言われましたが。私がちょっと心配

しているのは、私もそういう教育の現場であって先ほども言いましたように

可能な限りあびら教育プランなどに参加して子どもたちスタッフらと話を

するのですが、どうしてもやはり保護者、これあびらチャンネルも関係して

くるのですが、どうしても運動会をはじめ早来地区ばかりが今回出るもので

すから追分はどうなっているんだっていう意見も確かに保護者の中であり

ます。これ子どもたちには聞いていないのですが、子どもたちは淡々ベース

だと思っている。例えばこの前教育長も見られていると思うのですが、追分

小学校、追分中学校の学習発表会。こちらも追分小学校１年生なんかは本当

に半年前までおいわけ子ども園の子なのというぐらい立派な言葉遣いであ

ったり表現であったり行動であったりしています。その反対側にいる中学３

年生、こちら私本当感動しました。教師の支援はあったと思うのですが、自

分たちで役割を決めて、尚且つ実際に出演する子は３分の１にも満たない子

しか出ない、他の子たちは皆裏方に徹するという。その中ですごい演出をや

って本当にこれ私たちの子どもたちの時から見ればすごい進歩だなと感心

しました。ただ、話が戻りますが、やはり施設であったりあびらチャンネル
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の中での報道であったり色々な面で保護者が見てしまうとそのように見え

てしまう。例えば安平小学校の発表会は児童の数が少ない、保護者の数も少

ない、そこに地域の方を入れようと思ったら物理的に２ｍに一つずつ座布団

を置いても保護者の方含めて全員入れる。それを映像で見るとなんで地域の

人まで入っているのに他のところは保護者まだ制限かけるんだとなってし

まったり。これあびらチャンネルの批判ではありませんが、やはりそう見え

てしまうところがありますので、ぜひそういうところも意識しながらやって

いただきたいと思います。まだ確定できないというのであればお聞きします

が、これいつになったらはっきり発表できるのかお聞きします。 

 

〔永桶教育次長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育次長。 

〇教育次長（永桶憲義君） この考え方をもとに今回建設した早来学園のように

一からの建て替えはできませんが、取り入れることができる新しい学校施設

の在り方を取り入れて平成 24 年建設の追分中学校の施設と敷地を活用した

整備に取り組む考え方は示せれば良いと思います。今回早来小学校と中学校

の児童生徒も４月からは義務教育学校と校種が変わっていきます。そのこと

については年明け２月頃までに内容の説明会を考えていますので、本来であ

れば総合計画等に記載されたタイミング以降に説明するのが正規と思いま

すが、具体案はない方針程度の説明と理解していただき、安平町の教育は小

中一貫教育で義務教育学校化の方向性は一緒のことである説明の上で、格差

とされている部分は教育面ではないが施設機能も合わせて考え、効果を最大

限出すために学校施設の配置変更を前提に考えていきたいと説明できれば

良いと考えています。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） 私は理解しました。というのは、これ議会中継見ていら

っしゃる方もいらっしゃると思うのですが、実際本当にここに関係してくる

保護者、子どもたちもまだ学校に行っている子、部活をやっている子がいる。

そういう中でほぼほぼ見ていないと思います。多分この内容を理解してそう

なんだと思える方は少ないと思います。ということで、私が思うには教育長

なり町長なりが決まった時点で、それこそ子どもたちの前で実際に保護者の

前で発表していただければ追分地区だけではなく安平町の中でも追分地区

の校舎のことを心配してくださる方もいらっしゃいます。実際、先日出たは

やきた子ども園で行われました遊育なのですが、その中では追分地区の保護

者のある方が言っていました。今回私は早来に初めて来ました、今までお店
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にも行ったこともないし、どこかの家に行ったこともない。初めて来て早来

の子どもたちを見て同じ子どもたちなんだなという認識をしましたと。ぜひ

安平町、早来地区、遠浅地区、安平地区とかではなくて、安平町として主催

をやれないのかも訴えられていました。それと同じように追分地区は今本当

に我々心配なんだということも言ってらっしゃいました。逆に昨日のエント

ランスで行われた行事については、私たち早来地区に住んでいる方だったの

ですが、その方はエントランスが早来地区にも欲しいねと言ってらっしゃい

ました。たぶんそのエントランスを作ること自体ではなくソフトウェアをや

ってほしいということなのでしょうけど。その安平町一体型の行事も去るこ

とながら町長や教育長、そういう場での学校建設についての発言になりま

す。というのは歴史的にも安平町は学校問題すごいナーバスな話だと思いま

す。追分町史を見ても早来町史を見ても色々なことが書いてあります。学校

問題は大きく後で町政の中でも問題になったという経緯があります。という

ことを伺いしたいのは町長、教育長これからそういうことをぜひ子どもた

ち、保護者の前で対応を言っていただけるかどうか確認して終わりにしたい

と思います。 

 

〔及川町長挙手〕 

 

〇議長（多田政拓君） 町長。 

〇町長（及川秀一郎君） 先ほどの、この前段の質問で考え方もお話させていた

だきましたが。こういった大きな問題ですから当然時間もかけながら今回は

やっていかなければある種いけないと思います。総合計画の中に課題と現状

の部分で記述させていただいて、そしてそういった取り組みを進めていくと

いう形になろうかなと、この令和５年度以降の４年間はそういった時間なの

かなと。それがきちんと時間も早来学園の統合の経験値も当然町、教育委員

会にもありますので、そういったことも活用しながら地域の機運であったり

話し合いの場もうまく進めることができれば更に前倒しということもご意

見によっては可能となるのかもしれません。いずれにしても総合計画の中で

基本条例の中で議決を構想でいただきながら、計画についても議会の中でご

説明させていただくと。そしてご承認いただいてから前に進めていくという

ことですから。その議会の承認を、議決いただいた後に公の場でその計画に

決めていただいたことについて様々な機会で情報発信をしていかなければ

ならないと思います。今の段階は早来地区の早来学園を受けて追分地区の現

状を踏まえてどういう方向性、考え方を持っているかというご質問でしたか

らそういったお答えをしましたし、それが今まで色んな町民の方からいただ

いている私に対していただいている声についても追分地区の小中一貫教育

は平成 30 年からスタートしているけれども校舎一体型というところも人口

が減少していって、その課題を逆にチャンスに変えていくという同じ考え方
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ですので。そういったなかで教育、そして子どもにやさしいまちづくりを安

平町全体でできればいいなと思っています。また、エントランスでも先ほど

お話をしていただきましたが、あびらチャンネルご覧いただいてもおいわけ

子ども園の今学芸会の放送もしていただいていますし、子どもたちが様々な

ことに対して自分自らが企画、プロデュース、アナウンサー役もやりながら

ちょうど今月あびらチャンネルでそれも追分地区、早来地区様々な子どもさ

んたちが素晴らしい取り組みをしていただいています。そういったことが安

平、遠浅も含めて安平町全体が教育の考え方、あびら教育プランに基づいて

まちづくりを進めている、教育行政を進めていることはご理解いただけるの

ではないかなと思いますし、機会を通じて情報について発信していきたいと

考えています。 

 

〔種田教育長挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 教育長。 

○教育長（種田直章君） 町長と重複しない部分で２点お話しますが。まず１点

目は次長が先ほど申し上げたとおり２月頃までにはそのような席を設けて

きちんとした保護者の方々、地域の方々の不安、不満も含めて受け止めるこ

とを含めてきちんとそういう場を設けたいと思っています。１点目は以上で

す。 

２点目は冒頭、学習指導要領上当然公立な学校である以上、教育の差異が

ないのはこれは前提としてあるわけですが、ただやはり新しい時代の学びを

実現する学校施設のあり方について報告書もありましたが、その報告書に示

された理想的な、先進的な施設として今早来学園が注目されている中、老朽

化している学校の中でこれからそれが実現できるのかとの疑問や何かについ

てもきちんと受け止める必要があるだろうと思っています。義務教育学校と

してやりますということを答弁書の中で考え方、方向性は一緒だという書き

方、表現をしていますが、決定していないことをこの答弁の中で述べるのは

どうなんだとのご指摘があるかもしれませんが、やはり教育格差の是正でい

うと解消していくことを考えると、追分地区についてもいずれそういう方向

できちんと考えていくべきだと考えています。以上です。 

 

〔箱崎議員挙手〕 

 

○議長（多田政拓君） 箱崎議員。 

〇８番（箱崎英輔君） ありがとうございました。以上で箱崎英輔の一般質問を

終わります。 

 

〇議長（多田政拓君） ご苦労様でした。以上で８番箱崎英輔議員の一般質問を
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終わります。 

 

 

 

 

   ◎ 延会宣告 

 

〇議長（多田政拓君） お諮り致します。本日の会議はこの程度に留め、これで

延会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

〇議長（多田政拓君） 異議なしと認めます。したがって本日はこれで延会とす

ることに決定しました。本日はこれで延会します。尚、明日 20 日は午前 10

時に再開しますので、ご参集願います。本日はご苦労様でした。 

 

 

 

延会 午後 ５時 06 分 

 

 

 会議の経過を記載してその相違ないことを証するため、地方自治法第123条第

２項の規定に基づき、ここに署名する。 
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